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序

安中市は群馬県西毛地域のほぼ中心、浅間山、妙義山の裾野に位置する田園都市です。荒神平・

吹上遺跡は市の南部鷺宮地区に位置します。鷺宮地区は安中市でも有数の遺跡集中地区である中

野谷地区から東に延びる丘陵上にあり、中野谷地区同様遺跡密度の高い地区です。荒神平・吹上

遺跡は、この鷺宮地区にある咲前神社の北の丘陵上に位置します。今回の発掘調査では、弥生時

代の後期と古墳時代の前期の集落が中心的に確認され、多くの遺構、遺物が検出されこの時代の

安中市を考える上でたいへん貴重な資料が得られました。また咲前神社に関係すると思われる遺

構も検出され、貫前神社の前の宮と伝えられる咲前神社を考えていく上で重要な資料となること

でしょう。

発掘調査は、このような遺跡の様子を後世の人々に伝えてゆくために記録保存の措置を講ずる

ものです。

こうした、埋蔵文化財はかけがえのない郷土の遺産であります。市民の皆様にも郷土の歴史を

学習していただけるよう、社会教育、学校教育の場で広く活用を図り、文化財愛護の精神を広く

普及するよう努めてゆく所存であります。

終わりに、発掘調査に御協力していただいた地元の皆様や、調査に従事していただいた大勢の

方々にはこの場を借り厚く御礼を申し上げたいと存じます。

平成 7年 3月

安中市教育委員会

教育長山中誠次
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本書は安中市土木課が実施した市道491号線拡幅事業に伴う荒神平遺跡(略称G-13)及び安1 

中市土地開発公社の実施したさざんかタウン鷺宮住宅団地造成事業に伴う吹上遺跡(略称G

の埋蔵文化財発掘調査報告書である。事業主管課は違うが同一遺跡内の調査のため今回、

荒神平・吹上遺跡として報告する。

発掘調査は荒神平遺跡が平成 2年度、吹上遺跡が平成 4年度に実施し、遺物整理は平成 5年2 

度・平成 6年度に実施した。

発掘調査は荒神平遺跡が安中市教育委員会社会教育課文化財係主事大工原豊が、吹上遺跡、は3 

安中市教育委員会社会教育課文化財係主事千田茂雄が担当した。

遺物整理及び本書の編集、執筆は千田が行った。石材分析は磯貝基一(元県立高校教諭)に

委託して行った。

4 

遺構の写真撮影は荒神平遺跡を大工原、吹上遺跡を千田が行った。航空写真・遺構実測用写5 

また遺物の写真撮影・実測用写真撮影は、写真家小;I[忠真は(有)青高館に委託して行った。

博に委託して行った。

遺構平面図の整理作成・トレース服組は、千田、氏家芳子、古立真理子、稲葉恵美子、が行っ

た。

6 

遺物の実測・トレース版組は、千田、氏家芳子、古立互理子、稲葉恵美子、矢島恵美子、須

藤明子、小川綾子、田中佳子、高林直美、斉藤説成、斉藤雅美、原田加代が行った。

写真図版の作成は須藤明子が行った。

調査区の国家座標取イ寸及び、測量基準杭の設置は(株)大成測量に委託して実施した。7 

今回の調査における記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。8 

調査及び遺物整理の期間中次の方々に有益な指導、助言、協力を行っていただいた。記して9 

感謝の意を表したい。また発掘調査及び遺物整理に従事していただいた方々に厚くお礼申し上

げます。(敬称略・ 50音I1買)

和田正若狭徹右島和夫平野進一津金沢茂吉神保惰史小野和之井上慎也

※若狭徹氏には、弥生土器の整理にあたり多大なご協力をいただいた。厚くお礼申し上げま

す。



凡例

1 荒神平遺跡全体図の縮尺は 1/400である。

吹上遺跡全体図の縮尺は 1/500である。

2 遺構実務、1図の縮尺は 1/80である。

3 遺物実測図の縮尺は次のとおりである。

土器:1/4 

小形石器:2/3、中形石器:1/3、大形石器:1/6 

4 石器実測図中の記号は石材を示し、主な略号は以下のとおりである。

Ob:黒曜石 Ch:チャート Sh:頁岩 HSh:硬質頁岩

S c h :輝緑凝灰岩 BAn 黒色安山岩 An 安山岩 SS:砂岩

S c 結晶片岩 GrR:緑色岩類 T f :凝灰岩 Bsh 黒色頁岩

5 石器実測図中の細密平行線は使用痕・研磨痕の範囲を示す。

磨石・凹石・石皿では基本的に使用部分を白抜きとし、現喋面は点描とした。ただし、一部

使用部分を含め点描で表現したものもある。そして、凹石の場合、凹と磨面の切り合い関係を

示すため、凹→磨では凹の範囲を波線で表現し、磨→凹では実線で表現した。

石棒等は点描により表現した。

6 土層説明中での記号、略称は次の通りである。

色調<:より明るい方向を示す(例 1< 2 1より 2の方が明るい)

しまり、粘性 g:あり、 0:ゃゃあり、企:あまりない、 x なし

混入物 (CJJ:大量、 0:多量、 δ:少量、*若干、 x なし、

As-A:浅間A軽石、 As-B:浅間B軽石、 YP:板鼻黄色軽石、

RB:ロームブロック、 RP:ローム粒子、 WP:白色粒子、

R e P :;赤色粒子

7 荒神平遺跡の遺物分布図の略号は次の通りである。

.H (土師) 0 Y (弥生) ... S (石器) ムSE (須恵) 女 Fe (鉄) す C (炭)

遺物の多いものはセクションポイントを中心とし線引きしその中に含まれる物のみをセク

ション図中に示した。

8 吹上遺跡の遺構平面中・のみは16分割の基準点を示す。

9 石器の分類は、大下原遺跡・吉田原遺跡 1993の分類基準に基づく。
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I 調査に至る経過

0荒神平遺跡 平成 2年市土木課より、市道東491号線の建設に係る埋蔵文化財の取扱いに関す

る協議を行いたいとの申し出が市教育委員会にあった。該当地域は、遺跡詳細分布調査による周

知の遺跡地内のため、計画変更をも含め土木課と協議を行った。しかし、地元の要望も強く地域

活性化のためぜひ実施したい事、計画変更にしても遺跡地内を回避することが難しいことなどか

ら、埋蔵文化財に影響を受ける部分について発掘調査を実施し、記録保存の措置を講ずることに

なった。

0吹上遺跡 平成 3年安中市土地開発公社より、住宅団地用地造成に係る埋蔵文化財の取扱い

に関する協議を行いたいとの申し出が市教育委員会にあった。該当地域は、遺跡詳細分布調査に

よる周知の遺跡地内であり、また平成 2年度に該当地東の隣接地を発掘調査(荒神平遺跡)して

おり、遺跡が今回の造成計画地内にまで伸びていることは確実であったため、その旨土地開発公

社に連絡をした。その後両者の聞で計画の変更をも含め協議を行ったが、地元の要望や住宅団地

としての適地が他にあまり見あたらないとと、多少の計画変更によっても遺跡地を回避すること

は難しいことなどから、埋蔵文化財に影響を受ける部分について発掘調査を実施し、記録保存の

措置を講ずることになった。

11 調査の方法と経過

0荒神平遺跡 調査の効率化を計るため、計画された市道東491号線の道路中心線に沿うように

調査区全体に 4mX4mのグリッドを設定した。グリッドの呼称は北西隅を基点として北から南

へアルフアベットでA、B、C…Y、西から東へ算用数字で、 1、 2、3…と 4進法 (m)で呼ぶ

ことにした。そして、南北方向はアルファベットの先頭にし 2、3…と算用数字を付げて、 100

mでアルファベットが一巡するようにした。

発掘調査は、平成 2年 7月16日から 9月10日までの間行われた。調査はまずパックホーにより

IV層上面までを掘削し、その後人力により遺構、遺物の確認作業を実施した。また確認された遺

構は順次精査を行った。確認された遺構は平板により実測を行い、遺物分布図、土層断面図を必

要に応じ作成した。遺物の取り上げは各遺構ごとに行い、住居壮については基本的に遺物分布図

を作成して取り上げた。

この他遺構以外の部分については、グリッドごとに取り上げた。また、必要に応じて遺構、遺

物の写真撮影を行った。

1-



遺物整理は、発掘調査終了後断続的に実施した。作業は、遺物の水洗・注記→実測・拓本→ト

レ←ス・写真掻影のJ[買で、行い、並行して遺構図面の整理・素図作成、トレース、写真整理を行っ

7こ。

0吹上遺跡 まず最初にグリッドの設定を行った。造成計画図によると、東西方向に並行して

3本の道路が設定されていたため、調査の効率化を計るために道路と並行するように調査区全体

の範囲に100mX100mの大グリッドと、 4mX4mの小グリッドを併用して設定した。グリッド

の呼称は北西隅を基点として北から南へアルフアベットでA、B、C…Y、西から東へ算用数字

でし 2、 3…と 4進法 (m) で呼ぶことにした。そして、南北方向はアルファベットの先頭に

し 2、3…と算用数字を付けて、 100mでアルファベットが一巡するようにし、 Aのラインを大

グリッドのラインとした。また、東西方向は25n+1 (n = 0、 1、 2、 3)のラインを大グリッ

ドのラインとした。そして、座標値は国家座標に取り付けた。 D-2はX= 33636.041、Y二-

85542.643、M-2はX= 33609.170、Y= -85518.673である。

発掘調査は、平成 4年12月1日から平成 5年 2月28日までの間行われた。調査はまずパック

ホーにより IV層上面までを掘削し、その後人力により遺構、遺物の確認作業を実施した。また確

認された遺構は順次精査を行った。確認された遺構は気球により高度から写真撮影を行い、その

写真を元に平面図を作成、必要部分のレペリングを行った。また必要に応じて透明なビニールへ

の直接の転写法により土層断面図を作成した。遺物の取り土げは基本的に各遺構ごとに行った。

住居祉については、確認された住居を16に分割し、各層ごとに分層して取り上げる16分割分層方

式にておこなった。しかし今回の場合住居牡の大半がかなり複雑な切り合い関係を持っていたた

め、平面的なプラン確認では各住居±止の範囲がまったくと言っていいほどわからなかったため、

そのような部分についてはーまとめとして 2mX2m、 1mX1mのグリッドに分割し、各層ご

とに分層して取り上げた。

この他遺構以外の部分については、グリッドごとに取り上げた。また、必要に応じて遺構、遺

物の写真撮影を行った。

遺物整理は、発掘調査終了後断続的に実施した。作業は、遺物の水洗・注記→実測・拓本→ト

レース・写真撮影の順で行い、並行して遺構図面の整理・素図作成、トレース、写真整理を行っ

。
た
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III 遺跡、の地理的・歴史的環境

安中市は、群馬県の南西部に位置する。碓氷峠付近に源を発する碓氷}I[と、松井田町の仙ヶ滝

付近に源を発する九十九川が市の中央部を並行して東流し、市の東部で合流し流下していく。荒

神平・吹上遺跡の存在する鷺宮地区は、安中市の中央南方部にあたる。この地区は、碓氷川によっ

て形成された河岸段丘の上位段丘面に相当する。この段丘面は松井田町行田付近から安中市の中

野谷地区・鷺宮地区・上間仁田地区・下問仁田地区に分布し、広範囲な台地を形成している。台

地の北側には碓氷]I[と支流の柳瀬川により形成された下位段丘面が広がり、台地との境に段丘崖

線が存在する。一方、台地の南側には鏑)I[の支流星川Iにより侵食された急峻な狭谷が存在する。

また、南西には高田川が流れ、この沖積低地との間にも急峻な段丘崖線が存在する。この台地は

台地南部を猫沢川が東流し、乙れに注ぎ込む多くの小河川により侵食され、東西に長い舌状台地

が連続して形成される地形を見せる。

荒神平・吹上遺跡は、この台地の中央東よりの碓氷川下位段丘面との境に接した東西方向の舌

状台地上に存在する。遺跡北側には、下位段丘面との比高差約20m前後の急峻な段丘崖線が存在

する。遺跡はこの段丘崖線から南に傾斜する斜面に存在している。遺跡の範囲はこの舌状台地の

南斜面全体に広がることが予想される。地元の古老の話では、遺跡の南の小谷地に沿って幾つも

の湧水点があったとのことであり、現在もなお数カ所に湧水点が残っている。また遺跡詳細分布

調査によっても、遺跡の範囲が台地の広範囲にわたることが推測されていることから、小谷地沿

いの湧水点、を取り囲み、広範囲に遺跡が広がっているものと考えられる。

次に、本遺跡の周辺の遺跡を概観してみたい。本遺跡の周辺は以前から弥生時代の後期に属す

る土器が採集され、この時期の集落が存在することは知られていた。昭和39年発行の安中市誌や

遺跡台帳等にも記録され、畑の耕作時に樽期の土器が出土している諏訪遺跡、道路の拡張工事時

に樟期の土器が出土している宮遺跡がある。諏訪遺跡は本遺跡のある舌状台地東端部に位置し、

宮遺跡も本遺跡の舌状台地付け根の部分にあたる。これらはその立地から、本遺跡で確認されて

樽期に属する集落との関係で捉えることができるであろう。この他、下間仁田地区の天神森遺跡、

西上磯部の勘五原遺跡からも樽式期の土器の出土が記録されている。

その他、本遺跡と関連する遺跡としては、本遺跡の東方約 1キロにある、樽期の集落遺跡であ

る諏訪の木遺跡、本遺跡の西、中野谷地区遺跡群中の樽式期の住居 3軒が確認された大下原遺跡、

樽期の遺物が確認された落合遺跡が存在する。

この他にも、本遺跡の存在する河岸段丘面上には数多くの遺跡が存在している。特に西寄りの

地域は土地改良事業に伴い中野谷地区遺跡群として数多くの遺跡が調査されている。旧石器時代

3 



から近世に至るまで連綿と続く人々の生活が確認できる。その中でも縄文時代前期の集落遺跡の

多さ、奈良・平安時代の「牧jに関係すると考えられる遺跡が多い点に特徴がある。これら詳細

については『中野谷地区遺跡群.11994を参照していただきたい。

遺跡 名 !日
京電 文 弥 生 古 墳

奈良 平安
草早前中後晩 中後 前中後

l 大 下 原 。ム 。 ム
2 =仁とゴ 田 原 。
3 注連引原 。 。
4 注連引原 II * 

。牢 ム 。 ム
5 下 原 。
6 中 原 ム。 * 

つ 。
7 落 メ口L 原 ム
8 落 メ口L 

* * * * * ム。。
9 北 下 原 。 つ 。
10 下 塚 田 ムキ ムどL ム
11 北東・堤下 。ム 。。
12 金井谷戸 。ム
13 東 何回 。ム
14 下 宿 東 * 。ム O 。 つ 。
15 五回 回 。ム ムO つ 。
16 手口 久 回 牢 * ム つ 。
17 東 向 原 本 * 

? つ

18 天 十申 原 (QJ (QJ (QJ (QJ 。 。
19 松 原 ム* 

。。。 。つ つ

20 田中田・久保田 。 。
21 塩ノ 久 保 。
22 西裏・西新井 ムム 。。。
23 諏 訪 辺 。
24 松井田工業団地 本 。 。。。。
25 上 人 見 。
26 経塚古墳 。
27 荒神平・吹上 本 。本 。。。。 。。
28 道前久保 。。。 。。
29 蔵 畑 。。
30 諏訪ノ 木 。 。
31 上 黒 岩 。

第 1表周辺遺跡一覧表
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第 1図 荒神平・吹上遺跡と周辺遺跡
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第 2図
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第 3図調査区設定図 (1: 2，500) 
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序層IV 

荒神平・吹上遺跡の基本層序は第 4図のとおりであり、土層説明は第 2表のとおりである。今

回の調査区内は畑作によって擾乱されていて、浅間A軽石 (As-A:1783年)が純層で堆積し

また浅間A軽石を耕作時に集めたものと考えられる場所も数カ所ている場所は部分的であった。

そして、浅間B軽石 (As -B : 1108年)は純層で堆積していた場所はほとんど

そのほとんどは遺構覆土中での確認であった。

存在していた。

無く、

1m 

V層

基本層序柱状図第 4図

物

As-B 

入

YP As-A 

混

RP RB 
備考

1 a層

1 b層

IIa層

III層

IV層

V層

純層。
。。

※ 

※ 

※ 。

粘性

ム

×

a
o
o
 

しまり

A 

×

ム

ム

0

0

調

IIa<III 

III <IV 

IV<V 

色名

層

層

土

層

層

土

層

軽

層

土

土

色

土

色

土

色

色

褐

色

白

色

褐

褐

黄

黒

灰

黒

黒

暗

暗

層番層

。
基本土層説明
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荒神平遺跡



V 荒神平遺跡、の概要

荒神平遺跡は縄文時代中期から平安時代にかけての集落遺跡である。以下、各時代ごとに概要

を述べる。

縄文時代

中期に属する住居杜2軒が確認された。しかしいず、れの遺構も堀込みは浅く、 J-2号住に関

してはその範囲を確定することができない。遺物は中期の土器・石器を中心に少量出土した。特

に注目される遺物としては、グリッド出土の小形磨製石斧(祭杷に使用か?)、 J-2号住の床面

下のローム土中から出土した縄文早期の可能性のある土器片(lcm程の小破片で図化不可能)が

ある。

弥生時代

後期に属する住居社11軒が確認された。その中でY-8号住は一片が10mを計る大型の住居で、

遺物もかなり多量に出土した。遺物は弥生時代後期樽式土器の良好な資料が多数出土し、群馬県

内では出土例の少ない石庖丁も検出された。

古墳時代

この時期の住居牡は20軒確認され、そのうち前期に属する住居牡が 3軒検出されている。古墳

時代の住居祉はこの周辺地域全体にかなりの広がりを持つものと考えられる。

奈良・平安時代

この時期の住居牡は 7軒確認されている。住居以外にも古墳時代終末から奈良時代にかけて 3

回の建て替えが行われている堀立柱建物祉が検出された。規模は本調査区内においては 2間x3 

間で、 3回目の建て替え時に礎石を持つ構造になっている。

その他

調査区内を南北に走る溝が検出された。年代は、浅間B軽石降下(1108年)以降のものである。

この溝は、安中市中野谷地区遺跡群において検出されている、「牧jに関係する溝と類似している。

しかし、中野谷地区遺跡群のものは 9世紀頃のものであり、時代が大きく異なるため直ちにこれ

と結びつけることはできない。
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2 暗帯泡土層 j < 2 010 *本

3 暗帯泡土居 1く 3 010 ムム ネ
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5 暗褐色土屑 4く 5 。 。 。 。 。
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7 暗褐色土層 6 < 7 。 。 * 10 。
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同番 層名 色調 しまり 粘性

yp RP RB C 焼土

1 赤褐色土居 1く 3。X I X キ× x 10 

21i!i、褐色土居 2> 4 。×ネ ネ× x 10 

3 赤黄褐色土層 3> 4 。* I * ム X I X ム

4褐色土層 ムム ム ム X I X * 
51m 5> " ム× X I X X I X 。

4 m 

H-3号住居社実測園
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向
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ヨ

口
・

日一一
N

・
ロ
ヨ

P

・

. 
田

E級協F

H-4号住 1 

1-1-4号住

H-5号i干 I

混入物
層番 層名 色調 しまり 粘性

AsB RP RB YP 

l 黒褐色士層 ムム 01 x 

2 黒褐色土層 1く 2 。。 ど， I X * 
3 暗黄掲色土問 2く 3 。。 A ム ι 

4 暗黄褐色十周 3く 4 Ol@ ι 。ム

5 黒褐色土居 3>5 。。 * I * I * 
6 黒褐色土層 3> 6 ム O × キ キ

H-5号住

伝言
__j 

H-4号住
E. 

¥ . 

-c 
l・

212.0 m 
J
 -

X
 

∞一
-
N

211.8 m 

G 

4 m 

第37図 H← 4・5号住居牡実測図

\二三44巳~-:~
H -5号住

20cm 

第38図 H-4・5号住居社出土の遺物
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二E

h 斗

4前目

S齢 「ミζε-' _ c ，~ /1 

v ⑨ 
も. 

• No.5 
亡コ N02 

211.9m- f-4//《 //J[N04¥?03Fal Ia4 て8?号 [09 ~一一一
F 

H-6号住

4 m 

第39図 H-6・7・8号住居牡実測図

H-7号住

混入物
国番 層 名色調 しまり 袖性

YP RP RB 焼土 C--[ .-;; 
1 黒褐色土居 。。* I * I * 
2 黒褐色土層 1く 2 。o [ x * I * 
3 暗黒褐色土間 1く 3 。。ムム ム
4 暗黄赤掲釦t層 3く 4 。o [ * 。。*
5 暗黄車褐色土層 4 < 5 。0[6 。。。
6 黄赤褐色土層 5く 6 。。× 。ム
7 暗赤褐色土居 6> 7 。。ネどミ ムO

8 陪赤褐色土問 7> 8 。。ネム ネO

9 陪貰掲色士居 5 < 9 。。ムO ム
10黒褐色土居 9 >10 。。ムムキ
11 暗黄掲色土居 10く 11。。* [ 0 。

γ三二 f 。 20cm 

第40図 H-6号住居社出土の遺物
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A. 

。

412 Y - 6 号住/，:，~ ⑨ E・欄 J

H -9号住

212.0 m 

c・ 'D 

4 m 

第41図 H-9号住居牡実測図

¥ 

2 

.8 

H-9号住

国番 h雪 名

1 黒褐色土陪

2 黒褐色土問

3 黒褐色土層

4 暗赤褐色土田

5 暗黄褐色土居

6 暗黄掲色土居

7 黒褐色士照

①暗褐色土尉

。

H-9号[丁カマド

層番 回名

1 黒褐色土居

2 暗黄褐色土問

3 暗褐色土問

4 黄褐色土層

色調 しまり 粘性

。。
1=c2 。。
2く3 。。
3 < 4 。。
4く5 。。
5く6 。。
5> 7 。。
1く① 。。

第42図 H-9号住居社出土の遺物

~ 35 

混入物
色調 しまり 粘性

RP RB C 焼土。ムム × 

1 < 2 。。。ム* * 
2> 3 。ム凸 * I * * 
2> :j 。。 。

混入物
備考

YP RP RB 焼土 C 

)( I X X I X x Il~4 層9号住

キ× X I X × 

乙込 * * I X × 

ネ* * 1 6  × 

016  ム× * 
ムム ム× × 

ネネ ム× × 

ムふ * I X * 

20cm 
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⑨ 

N
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ロコ

向。
Y-5号住

p . 

c. 

Hー 11号住

. 。

. 
回

212.1 m 

第43図 H-IO・11号住居牡実測図

てて ]71友安ク2

第44図 H-11号住居社出土の遺物
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級協
H --11号住カマド

.D 

混入物
用番 層名 色調 しまり 粘性

YP RP RB 焼士

I 暗黄掲色上田 OliCJ ネ O 。
* 

2 暗褐色土間 1> 2 。。* I 6， * I * 
3 暗黄赤色士国 2く 3 Ol@  * 10 。。
4 暗志椙色土問 3く 4 。。 * 10 。。

H-ll号住 (SPE-SPWJ

4 m 

つ(
。 20cm 



E島
H -12号f主力マドー l

N 

N 

〉
N . 
ョ

④ 

G. 

どち

.N  

工

w w 
4日

南:

亡コ

N 

N 

3 

H-12号住カマド 1 

層番 層名 色調 しまり 粘性

1 暗黄褐色土問 。。
2 黄褐色土層 1く 2 。。
3 暗黄赤褐色土吉 2> 3 。。
4 暗赤掲色土居 3> 4 。。
5 赤褐色士居 4 < 5 。。
6 黒褐色土居 5> 6 。。

212.2 m 

G・

混入物

YP RP RB 焼土

*ゐ ど¥ I * 
半。 。*
x 10  ムO

Xl d. ムO

×ム ム0

X I * *キ

H -12号住 p .S 

C 

× 
× H-12号住 I 

× 
× 
× 
。

。

. 
正

H-12号{主

層番 層名

I 黒褐色土層

2 暗黄掲色土層

3 暗黄褐色土居

4 暗貰褐色土居

5 黒褐色土居

6 暗黄掲色土居

7 黒褐色土層

第45図 H-12・13・14号住居牡実測図
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一」

混入物
色調 しまり 粘性

YP RP RB 焼土 C 

。。ホ** I * × 
1く 2 。。 * I " 

ム** 
2 < 3 。。。。。ホ * 
3<4 。。A ど三 * X I X 

3> 5 。。*ム * I X X 

5 < 6 。。ムムム X I X 

3>7 。。ネ** I X × 

4 m 



H-12号住カマド

混入物
用番 回名 色調 しまり 粘性

YP RP RB 焼土 C 

l 暗黄褐色土問 。。* 10 ×キ × 
2 暗主黄椙色土問 1く 2 。× x 10 ×。 × 
3 暗褐色土居 1> 3 。。* I * * I X × 
4 暗d楠間色土作j 1 < 4 ム× ムO ×。 * 

H-13号住 1 

混入物
同番 府名 色調 しまり 粘性

YP RP RB 焼土 C 

1 黒褐色土問 。。* I 〆、 ネ× × 
2 黒褐色土回 1> 2 。。ネ× ネ× × 
3 黄褐色土居 2 < 3 。。 ムO 。*× 
4 語、黄掲色土問 4> 8 。。61¥(3) x 10 キ
5 暗褐色土居 5く 6 。。ムム * I * × 
6 暗貰褐色上田 6> 7 。。。。!¥本 × 
7 暗褐色土問 5く 7 。。O ム* I * × 
8 暗黄褐色土問 3>8 。。。。 。キ × 
9 暗黄椙色土問 8>9 。。。。 ム× × 
10 黒褐色土居 9 >10 010  ムキ ム× × 
11黒褐色土居 2く 11。。*ム * I X × 

H-13号住

~グイC=Jι J， :ョ¥e==I:L司

己斗J

川町1 
」

/一一|三三、 8

三二l

Hー 12号住居士止出土の遺物

;二R

γι で

日〈l

¥ 

¥ 

卜~一¥

" ノノ

20cm 

H-12・13・14号住居牡出土の遺物
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〉

ミLノ

可4 J

cl三-;7

モま

H-15号住カマ↑

混入物
国番 回 名色調 しまり 粘性

YP RP RB  焼士 C 

1 暗黄掲色上回 。。*ム ムム × 

2 黒褐色土問 1> 2 。ム× X I X * I X 

3 赤黄喝色土層 Iく 3 。。ム O 。。× 

4 暗赤買間色土居 3> 4 。。キム ×ム * 

H-15号住

。 4 m 

第47図 H-15号住居杜実測図
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マ ス ιス

20cm 

- 39 

第48図 H-15号住居社出土の遺物



pd/ α3 . 

-
〈

E

一N
一N
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第50図 H-17号住居士l上出土の遺物
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。 4 m 
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第51図 H-17号住居杜実測図



日
一

N

D

ヨ

同
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o] 

-
0
 

P 

H-18号住カマト

混入物
層番 府 名色調 しまり 粘性

YP RB RP 焼土 C 

I 暗赤掲色土岡 。。*ム * ム ×

2 暗黄罪褐色土居 1く2 OliilJ * 10 ι ム X

3 暗褐色土居 2> 3 。。キム ム * I * 
4 暗褐色土層 3く4 。。* I * * I * I X 

5 暗褐色土層 4> 5 。。*キ *ム*

H-18号住

混入物
陪番 間 名色調 しまり 名古性 備考

YP RP RB 焼土 C 

①黒褐色土問 。。
乙斗 * * I * × 焼士市側多

② 暗黄褐色土居 1 < 2 016 キム ホ * * 
③黄褐色土層 2 < 3 。。卒。 *水 × 

@ 暗黄褐色土居 ①く@。。 キム 業× × 

ミヨコ3

G) 

-
0
 

QHー 17号住

212.0 m 

l・ oJ 

g 4 m 

第52図 H-18号住居牡実測図

¥上クイ

巳長イ ミ五ノ5

。 20cm 

第53図 H-18号住居社出土の遺物(1)
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第55図 H-18号住居牡出土の遺物(3)

一一 43 

__-

~一

18 

20 

20cm 



④ 

A・

H-19号住

混入物

陥 i 出名 色調 しまり 粘性 備考
YP RP RB 溌土 C 

1 黒褐色土国 。。* I X * I X × 

2 黒褐色土問 1く 2 。。*ム *水 × 焼土東側

3 黒褐色土層 1> 3 。。キ× ホ× × 

4 黒褐色土居 3 < 4 。。* I X X I X × 

。 4 m 

第56図 H-19号住居牡実測図

三二 (:J

可二コ〕イ己主ぷ

f 

)つ ~"戸引-三13 20cm 

第57図 日 19号住居祉出土の遺物(1)
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第58図

H -20号住
C. 

H-20号住
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H-20号住居社出土の遺物
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第61図 H-21号住居牡実測図
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第63図 H-22号住居牡実測図
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H-21号住

γ---1 lJ! 

白))，

第62図 H-21号住居牡出土の遺物
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、¥一一」ι二ブ2

ぷ
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第64図 H-22号住居I止出土の遺物
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第65図 H-23号住居牡実測図

戸プ二|三子、!

〕
日 23号{主

4 m 20cm 

第66図 H-23号住居社出土の遺物
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第67図 H-24号住居牡実測図
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H-25号住居牡出土の遺物第69図
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20cm 

H-26号住居社出土の遺物第71図
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4 m 

第70図 H-26号住居祉実測図
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H -24号住
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H-27号住。11 ・D

211.0 m 
c・

務胸
陥 3

N05 
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。 4 m 

第72図 H-27号住居杜実測図
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第73図 日-27号住居壮出土の遺物
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第74図 H-28号住居壮実測図

〈コl

第75図 H-28号住居牡出土の遺物
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H-28号住
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。
Y -[0柱。

A 伊

c. 

2[2.3 m 

2 [2.3 m 

c・ l

HT-l ① 

混入物
層番 層名 色調 しまり 粘性

yp RB RP 

I 暗貰褐色土層 。。 帯。 。
2 黒褐色土層 1> 2 。。 X I * * 
3 暗貰褐色土居 2 < 3 。。 キ。 。
4 暗褐色土層 3> 4 。。 * 10 

。
5 黒掲色土層 4> 5 。。 * I X X 

HT-l ② 

工

HT-l ③ 

混入物
国番 l西名 色調 しまり 粘性

yp RB RP 

1 黒褐色土屑 。。
2 暗褐色土層 1 < 2 。。
3 暗褐色土居 2く 3 。。
4 黒褐色土層 3> 4 。。
5 暗褐色土層 4 < 5 。。
6 暗褐色土層 5く 6[0 [ 0 ム* ネ

。

④ 

LL . 

E 

M 

-N 凶

。J
HT-l-④ 

HT-l ⑤ 

層番 層名

I 黒褐色土居

2 暗黄褐色土層

3 暗褐色土層

4 黒褐色土層

HT-l 

層番 層名

1 黒褐色土問

2 暗黄褐色土層

3 黒色土層

4 暗褐色土問

①暗褐色土層

第76図 HT-l掘立柱建物社実測図
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色調

1 < 2 

2> 3 

1> 4 

色調

Iく 2

2> 3 

3く 4

1>① 

~臼。J

混入物
しまり 粘性

yp RB 

。。*本
。。 ムム
。。*ム
0[0 キキ

混入物
しまり 粘性

yp RB 

ムO ネ×

O ム。。
。。* I X 

ムO ム*

RP 

* 
A 

キ
* 

RP 

× 

。
× 

* 。。ムキ*

備考

盤築の土居

11 

J -41 

4 m 
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級協
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0-6 

0-4 

211.6m 

0-8 

〆一¥

A・， ， ， ， .8 
0-8 

.も
211.6m 

212.1 m 

A. .8 
ト・ ~ 感感

。 4 m 

第77図 土坑実若者図(1)
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第78図土坑実測図(2)

54 



M[ 

T 2 G 

H 20号住フク士

H [5号住周辺

ヌ Y 6号住フク土
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H [5号住周辺

M[  

/
刊
川
ハ
川

μい

D 5 フク土

刀
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第79図
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H 22号住フク土 Y 7号住フク土

H 26号住フク土

H [2号住 フ ク 土 J 2号住
H[8号住フク土

H [3号住 H 25号 住 フ ク 土 H [8号 住フク土

D [ Y 8号住 M[ 

叫、ミ::-"""

2 P [ G 

Y 8号住フ ク 土

いで~-----7l 
Y 4号{主

第80図 土坑・その他の出土遺物(2)
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組 内αf為 fi. 

宮最古リ
i腰型車 lyI5 

Y [0号住フク土

1 
I ，-ー

H 22号住フク土

フク土

Y [0号住フク土

害X
Y [0号f主フク土

M 2 

2 F 2 b 20cm 



荒神平遺跡住居土l上観察表

住(荒居神社平名) 
規 模

炉(長X牡短×形深さ態) 平面形態 主 柱 穴 主 事由 付帯施設
横×縦(m) 深さ (cm)

J-1 円形(推) 46 壁際に円形に並ぶ 平板石大4個小3個の石材

により構築。

J-2 7 複数

Y-1 長方形 3.5X5.1 45 3基(推 4) 北皇室寄り中央に設けられ炉 N-1 "-W 

補助穴数基 南に 2個の棒状石材を配

す。 (50x 40 x 6) 

Y-2 長方形 3.8X4.7 28 4基 北壁寄り中央に設けられ炉 N-48"-W 周壁及び住居内焼

南に棒状石材を配す。 が激しい

(50X50X10) 

Y-3 54 

Y-4 5.3X 20 2基

Y-5 X5.1 32 2墓(推 4) 

Y-6 19 

Y-7 8 東壁寄りに設けられ炉西側

に棒状石材を配す。

(50 x40 x 15) 

Y-8 長方形 7.8 x 10 43 3基(推 4) N-2
0

-E 壁際雛壇状

補助穴数基

Y-9 長万形 4.2x 33 N-30-E 壁際一部雛段状

Y-10 53 壁際に数基

Y-ll 47 
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住(荒居神社平名) 
規 模

平面形態 主 軸 主柱穴 竃 構 ス、A且ニ 付帯施設備考
横×縦(m) 深さ (cm)

H-1 6.4X 24 N-3T-E 4基 東壁南寄りに設けられローム混じり 電南側に貯蔵穴

の褐色土で構築。両袖に石材を使用。

Y-1号住と 1部l
依存状態良好

日-2 正方形 3.5x3.4 13 N-80"-E 4基 東壁中央に設けられている。南北に

走る溝により依存状態は悪い 重複

日 3 正方形 6.2X6.1 18 N-3"-W 4基 北壁東寄りに設けられ両袖に支脚石

と見られる石材を検出褐色土で構築。

H-4 一X3.8 14 2基(推 4) 

日 5 X5.0 23 2基(推 4) 

H-6 24 

H-7 2.9X 39 N-76"-E 東壁に設けられローム混じりの褐色 H-6号住と重複

土で構築。

H-8 19 日 7、Y-5号 T主

と重複

H-9 3.4X 28 N-53"-E 東壁やや南寄りに設けられローム混 Y-6号住と重複

じりの褐色土で構築。竃内及び篭周

辺に遺物多数検出。依存状態良好。

H-10 15 H-11号住と重複

H-11 正方形 3.0X3.0 48 N-73"-E 東壁やや南寄りに設けられローム混 H-10号住と重複

じりの褐色土で構築。

H-12 - x5 33 N-11"-W 3基(推 4) 北壁に設けられローム混じりの褐色 Y 号、 H-13、

土で構築。袖石、板状の天井石を使 14号住と重複

用。依存状態良好

H-13 25 

H-14 14 

H-15 x4.9 24 N-29"-W 2基(推 4) 北壁に設けられローム混じりの褐色

土で構築。

H-16 長方形 一x3.6 14 N-91'-E 東壁に設けられており依存状態悪い

(推)

H-17 正方形 4.4x 48 N-61"-E 4基

H-18 正方形 3.5x3.8 48 N-49"-E 3基(推 4) 北東壁の東寄りに設けられ両袖に石 電東に貯蔵穴

材を配しローム混じりの褐色土で構 篭内に多量の遺物

築。 検出

H-19 x4.3 20 N-66"-E 東壁に設けられている。

H-20 5.7x4.5 14 

H-21 一x5.2 16 

H-22 36 

日 23 x5 13 N-72"-E 5基

日 24 20 

H-25 3.9x 13 N-72"-E 3基(推 4) 東壁ほぽ中央に設けられローム混じ 電南に貯蔵穴

りの褐色土で構築。竃内に支脚石検

出。

H-26 x3.3 11 

日 27 15 N-40"-W 2基 北壁に設けられローム混じりの褐色 電東に貯蔵穴

土で構築。

H-28 21 

58 



荒神平遺跡遺物観察表

J-1号住

器種 法量(cm)

1 深 鉢 口 19.0 

底 9.0 

主同主一 24.0 

2 深 基本 口

底

高

3 深 鉢 口

底

両

4 h、，言τて， 喜本 日

底

τFき司-

5 深 鉢 口

底

高

6 深 喜本 口

底

高

7 深 鉢 口

底

品

J-2号住

No 器種 法量(cm)

1 h何 τド， 鉢 口

底

高

2 h内ドτ， 鉢 口

底

両

3 深 重本 口

底

高

4 深 鉢 口

底

高

5 浅 鉢 口

底

Y同主一

6 深 鉢 口

底

両

土器 の特徴 依存状態・備考

口縁部から胴部中央にかけ単節斜縄文を施す 口縁部~底部

口縁部には隆帯による渦巻き状の施文を施す

胴部には隆帯を横位に施し、胴部を 2区画に分割する

口縁部に隆帯により施文後、隆帯上に矢羽状の刻みを施す 破片口縁部

隆帯及び竹管による沈線で文様を施す 破片

より糸文を施す 破片

垂下する隆帯を中心に竹管による沈線文を斜め方向に施す 破片

隆帯による区画内に櫛状工具によると思われる沈線文を施す 被片口縁部

隆帯による区画内に単節斜縄文を施す 破片

土 器 の特徴 依存状態・備考 | 
隆帯による区画内に単節斜縄文を施す 破片口縁部

隆帯と沈線による区画内に縦位の沈線文を施す 破片口縁部

隆帯と沈線による区画内に櫛状工具によると思われる横位の沈線文 破片口縁部

を施す

隆帯上に横位の沈線を施す 破片口縁部

口唇部下に沈線による文様を施す 破片口縁部

沈線文により区画を施している 破片
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荒神平遺跡石器観察表

No. 器 種 石 材 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g) 備考

1 石鍍 黒曜石 l.5 l.4 0.5 0.9 

2 石ま族 黒曜石 l.5 l.7 0.2 0.8 

3 石古族 黒曜石 l.4 l.4 0.2 。.6
4 石鉱 黒曜石 l.5 l.3 0.1 0.6 

7 小形磨製石斧 蛇灰岩 2.7 l.2 0.5 2.0 

8 打製石斧 はんれい岩 11.4 5.4 2.3 175.0 

9 打製石斧 荏質頁岩 6.7 4.1 l.6 45.0 

10 打製石斧 頁岩 9.2 4.9 l.3 85.0 

11 磨石 安山岩 (8.6) 7.2 4.0 365.0 

12 凹石 安山岩 11.7 7.1 4.2 500.0 

13 磨石 安山岩 14.4 7.6 5.3 840.0 

14 磨石 安山岩 18.6 15.0 6.9 2940.0 

15 石皿 安山岩 (29.5) (16.4) 8.0 4300.0 

16 石皿 安山岩 (15.0) 18.5 5.5 2460.0 

17 多孔石 安山岩 (14.0) (17.7) 8.5 2770.0 
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荒神平遺跡遺物観察表

Y-1号{主

No. 器種 法量(cm)

1 整 口 16.8 

底

高 5.5 

2 斐 口

底

高

3 宜士E 口 14.4 

底

高 10.0 

4 宜古 口 9.5 

底 6.5 

局

5 両杯 口 12.4 

底 14.3 

両 8.6 

Y-2号住

No 器稜 法量(cm)

1 鉢 口 13.8 

底 5.5 

高 7.1 

2 高杯 口 11.9 

底 8.5 

高 10.5 

3 高杯 ロ 18.3 

底 8.0 

高 11.6 

4 高杯 口

底 8.6 

高(7.2) 

日 高杯つ 口 16.1 

底 (10.1)

高

6 小型婆 口 10.9 

底

高 (9.0) 

7 護 口 15.1 

底 6.1 

高 24.0 

8 護 口 11.8 

底 6.1 

両 19.0 

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

外面.口縁部横ナデ 胎砂粒を含む 口縁部の約1/6

内面.不定方向へラミガキ 色赤褐色

焼良

外面:口縁部波状紋、頚部簾状紋 胎砂粒を含む 破片

内面・へラミガキ 色にぶ、い樫色

焼良

外面:口辺部横ナデ、頚部二連止簾状紋、胴 胎砂粒を少量含む 口辺部~胴上部の

部波状紋 色黄褐色 1/3 

内面へラナデ 焼良 *内外面スス付着 | 
外面:へラミガキ(磨滅) 胎砂粒を含む 胴下位~底部の山|

内面:へラミガキ 色にぶい燈色 *内外面スス付着

焼良

外面 口縁部横へラミガキ、杯部脚部斜ない 胎砂粒を少量含む 9/10 

し縦へラミガキ後赤色塗彩 色赤 *外面スス付着

内面:杯部内面横へラミガキ後赤色塗彩、脚 焼良

部横ナデ

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

内外面共にへラミガキ(不定方向) 胎細砂粒を含む 9/10 

内外面に赤色塗彩 色赤 一部スス付着

焼良

外面・不定方向へラミガキ 胎砂粒を少量含む ほぼ完形

内面不定方向へラミガキ 色赤 *内面スス付着

内外面に赤色塗彩 焼良

外面:口唇部は刻み目、口縁部は横ナデ、杯 胎砂粒を含む 6/7 

部~脚部にかけて縦方向へラミガキ 色にぶい黄褐色 *一部スス付着

内面:口縁部横ナデ、杯部横へラミガキ、脚 焼良

部横ナデ

内外面共に磨滅著しい 胎砂粒を含む 脚部のみ4/5

色赤褐色

焼良

外面:口縁部横へラミガキ、体部斜及び縦へ 胎砂粒を含む 杯部ほぼ完形

ラミガキ 色にぶい樟色

内面:横ナデ 焼やや不良 着、磨滅著しい

外面:口辺部波状紋、頚部二連止簾状紋、胴 胎砂粒を含む 3/5 

上部波状紋、口辺部及胴上部に円形浮 色赤褐色 *府外面…着 l
紋を付す(口辺部 6個、胴上部 6個) 焼良

胴下位へラミガキ

内面:へラミガキ

外面 口辺部横ナデ、頚部簾状紋、胴と半部 胎砂粒を含む ほぼ完形

波状紋、胴中央~底部にかけてへラミ 色燈色 *一部スス付着

ガキ 焼良

内面.口縁部横ナデ、頚部~体部へラミガキ

外面:口縁部横ナデ、口辺部ノ¥ケ目、頚部単 胎砂粒を含む 9/10 

止策状紋、以下へラミガキ 色にぶい燈色 *内面スス付着

内面:口縁部~胴上部横方向へラミガキ 焼良
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

9 小型護 ロ 8.5 外面:口縁部横ナデ、口辺~底部へラミガキ 胎砂粒を含む 9/10 

底 5.2 (磨滅) 色赤褐色 *内外面スス付着

高 12.8 内面:横方向へラミガキ 焼良

10 斐 口 14.3 外面・口縁部横ナデ、口辺部縦方向ヘラミガ 胎砂粒を含む 口縁~胴上部までの

底 キ、頚部二連止簾状紋、胴上部波状紋 色黒褐色 5/6 

高 (10.3) 内部.口縁部横ナデ、口辺~胴部へラミガキ 焼良 *スス付着

11 小型斐 口 (11.2) 外面.磨滅著しい、頚部簾状紋、胴上部波状 胎砂粒を含む 1/5 

底 紋、胴中央へラミガキ 色赤褐色 *内外面スス付着

高 (13.0) 内面横へラミガキ 焼良

12 斐 口 18.2 外面.口縁部横ナデ、頚部簾状紋、胴上部波 胎砂粒を含む ロ縁~胴中央部まで

底 状紋、中央部少しへラミガキが見られ 色にぶい赤褐色 の4/5

高 (11.7) る 焼良 *スス付着

内面・口縁部横ナデ、頭部、胴部横方向へラ

ミガキ

13 斐 口 22.2 外面:口縁部横ナデ、口辺部へラミガキ、里震 胎砂粒を含む 口縁~胴上半部のみ

底 部二連止策状紋、胴上半部波状紋 色にぶい糧色

高 (18.5) 内面:口縁部横ナデ、口辺~頚部にかけてへ 焼良

ラミガキ、胴上半部横ナデ

14 主主 口 12.0 外面:口辺部横ナデ、頚部簾状紋胴上部波状 胎砂粒を含む 口縁~胴上部までの

底 紋 色黒褐色 3/4 

高(8.0) 内面:口縁部横ナデ、頚部~胴上部へラミガ 焼やや不良 *スス付着

キ 内外面磨滅著しい

15 主主 口 (13.4) 内外面共磨滅著しい 胎砂粒を含む 口辺の1/3

底 頚部に簾状紋、波状紋 色淡い掻色

高(7.0) 焼良

16 宣士E 口 21.8 外面 口縁横へラミガキ、口辺部斜へラミガ 胎砂粒を含む 口縁~頚部まで

底 キ、頚部櫛描T字文 色にぶい燈色

高(9.2) 内面.横ナデ 焼良

17 E霊 口 (14.0) 外面:折り返し口縁、口辺部へラミガキ、頚 胎砂粒を含む 口辺部の一部

底 部簾状紋 色にぶい樟色

高(5.2) 内面:口辺部へラミガキ 焼良

18 査 口 11. 0 外国:l頭部~胴上部波状紋、胴中央~下半部 胎砂粒を含む 頚部~底部ほぼ完形

底 にかけて磨滅著しい 色燈色 *一部スス付着

高 (41.5) 内面:磨滅 焼良

19 査 口 (18.4) 外国ー折り返し口縁、口縁部に波状紋 胎砂粒を含む 口辺部の一部

底 内面横ナデ 色にぶい燈色

主作主司γ 3.7 焼良

20 斐 口 (10.0) 外面.胴上部に波状紋、へラミガキ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上半部

底 内面:へラナデ 色灰褐色 2/3 

高(6 0) 焼良

21 宝士E 口 (20.0) 外面:頚部簾状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 4/5 

底 横方向へラミガキ、胴中~下縦方向へ 色にぶい燈色 *内外国にスス付着

高 (8.0) ラミガキ 焼良

内面:へラミガキ

22 底部 口 内外面共に磨滅著しい 胎砂粒を含む 底部のみ

底 6.9 色澄色 *外国にスス付着

高(2.1) 焼良
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No. 器穫 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

23 底部 口 外面.縦方向へラミガキ 胎砂粒を少量含む 底部の1/4

底 6.8 内面:不定方向へラミガキ 色にぶい燈色 *内面にスス付着

高 焼良

24 底部 口 外面縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 5.0 内面:不定方向へラミガキ 色にぶい燈色 *外面にスス付着

高(2.4) 焼良

25 底部 口 外国:磨滅 胎砂粒を含む 底部のみ

底 5.9 内面:へラナデ 色にぶい樺色 *内外面スス付着

高(2.4) 焼良

26 底部 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部の1/4

底 8.4 内面:不定方向へラミガキ 色にぶい権色 *内面にスス付着

高 焼良

27 底部 口 外面縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 4.6 内面:不定方向へラミガキ 色にぶ、い燈色 *外面にスス付着
τ作会ヨ会 焼 良

28 底部 口 外面磨滅 胎砂粒を含む 底部のみ

底 6.7 内面不定方向へラミガキ 色 燈 色 本内外面スス付着

高 (19) 焼良

29 底部 口 外面へラナデ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 6.5 内面不定方向へラケズリ 色にぶい樟色 *内外面スス付着

高 (26.0) 焼良

Y-7号住

No 器種 法 童 (c加) 器形、技法等の特徴 胎土、色調、焼成 依存状態、備考

1 鉢 口 (115) 内外面共にへラミガキ 胎細砂粒を含む 9/10 

底 3.0 黒色処理 色 黒 色

高 5.8 焼良

2 宜士主 口 外面不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む 胴下半部~底部yz
底 8.0 内面.横へラミガキ 色にぶい澄色 *内外面にスス付着

高 7.6 焼良
」 」

Y-8号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 鉢 口 11. 4 外面ー胴上部横方向へラミガキ 胎砂粒を少量含む 5/6 

底 6.9 胴下位縦方向へラミガキ 色にぶい燈色 本外面スス付着

高 11.8 内面:へラミガキ 焼良

2 高杯 口 23.4 外面:へラミガキ 胎砂粒を少量含む 3/5 

底 内面:へラミガキ 色にぶい黄樟色 *内外面スス付着

高(8.7) 焼良

3 警 口 11.7 外面.口辺部四連巻き上げ痕、頚部指圧痕、 胎砂粒を含む 2/3 

底 15.5 胸部へラミガキ 色赤褐色 *内外面スス付着

作司 5.1 内面:口辺~胴中央部横へラミガキ、下部斜 焼良

へラミガキ

4 婆 口 (15.1) 外国:口辺部へラミガキ、頚部二連止簾状紋、 胎砂粒を含む 3/4 

底 6.9 胴上部波状紋、胴下位へラミガキ、全 色にぶい樺色 *外面にスス付着

高 20.5 体に磨滅 焼良

内面へラナデ
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No. 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

5 斐 口 17.7 外面・口辺部横ナデ、頚部二連止簾状紋、波 胎砂粒を含む 1/2 

底 状紋、胴中央部へラミガキ 色にぶい褐色 *内外面スス付着

高 (17.0) 内面.口縁部横ナデ、体部横へラミガキ 焼良

6 斐 口 (15.2) 外面・頚部簾状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 口縁~胸中部にかけ

底 内面・横ナデ 色暗赤褐色 て3/4

高 (13.0) 焼良

7 喜善 口 17.3 外面.折り返し口縁、口縁吉田波状紋、口辺部 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部

底 ヘラミガキ、頚部二連止策状紋、胴上 色にぶ:ぃ燈色 キスス付着

高 (10.5) 部波状紋 焼良

内面:へラミガキ

8 室 口 14.9 外面:口唇部キザミ及波状紋、胴上部に波状 胎砂粒を含む 1/2 

底 紋、胴へラミガキ 色にぶい樟色 *内外面スス付着

高 (19.0) 内面:へラミガキ 焼良

9 斐 口 (144) 外面:縦へラミガキ 胎砂粒を含む 口辺部1/4

底 内面:横へラミガキ 色にぶい櫨色

高 (8.3) 焼良

10 E霊 口 (16.0) 外面:頚部二連止簾状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 口縁~胴上部の一部

底 内面:横方向へラミガキ 色黄褐色

高 (14.0) 焼良

11 斐 口 (12.4) 外面 口縁~胴上部波状紋 胎砂粒を含む 1/4 

底 内面.不定方向へラミガキ 色にぶい燈色

高 (9 5) 焼やや不良

12 斐 口 (15.0) 外面:口辺部波状紋、頚部二連止簾状紋 胎砂粒を含む 口辺の1/3

底 内面:横へラミガキ 色にぶい権色

高 (6.2) 焼良

13 護 口 (19.5) 外面・口縁部折返し、口辺部へラケズリ、胴 胎砂粒を含む 自/10

底(7.7) 中部~下位縦方向へラミガキ 色にぶい黄澄色 *スス付着

高 (33.8) 内面:斜へラミガキ 焼良

14 斐 口 (21.3) 外面:口縁部横ナデ、口唇部は刻み目、口辺 胎砂粒を含む 口辺部の1/3欠けて

底 (10.0) 部縦方向へラミガキ、頚部二連止簾状 色 にぶい黄撞色 いるのみほとんど完

高 (35.5) 紋、胴上部波状紋、中央部横及び斜方 焼良 育長

向へラミガキ、胴下半部縦方向へラミ *スス付着

ガキ

内面:口縁部横ナデ、他横方向へラミガキ

15 士主E 口 (21.0) 外面・口縁部きざみ有り、口辺部縦方向へラ 胎砂粒を含む 口辺部のみ

底 ミガキ 色淡権色

高 (3.9) 内面:口辺部へラミガキ 焼良

16 斐 口 (17.0) 外面:口辺部横へラミガキ 胎砂粒を含む 口辺部1/5

底 内面:磨滅著しい 色赤色

高 (5.9) 内外面共に赤色塗彩 焼良

17 片口 口 (10.7) 外面:不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む 口縁部~胴中央部に

底 内面:不定方向へラミガキ 色にぶ、い燈色 かけての1/4

高(4.8) 焼やや不良 *外面スス付着

18 登 口 21.8 外面:口縁部横ナデ、口辺部斜へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺の1/2

底 内面:横ナデ 色にぶ:い燈色

高 (6.3) 焼良

- 64 



No. 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

19 ~ 口 (162) 外国 口縁部横ナデ、頚部不定方向へラミガ 胎砂粒を含む 口辺部~頚部の約

底 キ 色にぶい樫色 1/4 

高(7.1) 内面・不定方向へラミガキ 焼良

20 査 口 (11.4) 外面:へラミガキ(磨滅有り) 胎砂粒を含む 口縁部の1/4

底 内面:へラナデ 色赤褐色

高(4.8) 焼良

21 宜:i1l' 口 (20.8) 内外面共にハケナデ 胎砂粒を含む 口辺部の約ν4

底 色樫色

高(5.3) 焼良

22 宜:i1l' 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 破片

底 内面.横方向へラミガキ 色燈色 *外面にスス付着

高(8.6) 焼良

23 套 口 外面:口辺部へラナデ、頚部簾状紋 胎砂粒を含む 口辺部~頚部のみ

底 内面:不定方向へラミガキ 色澄色 2/3 

高(5.0) 焼やや不良

24 斐 口 外面 口辺部へラミガキ、頚部簾状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面横へラミガキ 色赤褐色

高(4.3) 焼良

25 婆 口 外面ー頭部簾状紋 胎砂粒を少量含む 破片

底 内面:横ナデ 色にぶい燈色

高(6.0) 焼良

26 斐 口 外面:口辺部波状紋、頚部二連止簾状紋 胎細砂粒を含む 破片

底 内面:横へラミガキ 色にぶい褐色

高(5 0) 焼良

27 窪 口 外面:口縁部折り返し、頚部簾状紋 胎細砂粒を含む 破片

底 内面:横へラミガキ 色黄褐色

高(6.0) 焼良

28 斐 口 外面:口縁部折り返し、口唇部きざみ、口辺 胎砂粒を少量含む 破片

底 部波状紋 色鐙色

高(4 5) 内面.横へラミガキ 焼良

29 斐 口 外面:口唇部きざみ、頚部簾状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色褐色

高(4.5) 焼

30 斐 口 内外面共に磨滅著しく不明瞭 胎砂粒を含む 口辺部破片

底 外面赤色塗彩 色赤色

高 (4 0) 焼良

31 斐 口 外面:上部円形浮紋有り 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色にぶい糧色 *外面スス付着

高(6.0) 焼良

32 宜士 口 外面・頚部簾状紋、胴上部櫛描紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面.磨滅著しい 色燈色

高(8.0) 焼やや不良

33 宜士E 口 外面:波状紋 胎砂粒を含む 口辺昔話~頚部の1/4

底 色にふ、い樟色

高(8.6) ;廃良

34 :i1l' 口 外面:1頭部縦ないし斜ハケ目、単止簾状紋波 胎砂粒を含む

底 状紋 色燈色

高(12.0) 内面:横ナデ 焼良



No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

35 王室 口 外面:口辺部胴上部波状紋 胎砂粒を含む 胴の一部

底 頚部三連止簾状紋 色にぶい樟色

高 (15.2) 内面:磨滅著しく不明瞭 焼やや不良

36 斐 口 内外面に不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む 胴下半部の1/4

底 色にぶい樟色

高 (152) 焼良

37 高巧: 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部のみ

底 内面:へラミガキ 色褐色

高 (6.0) 焼良

38 脚部破片 ロ 外面:へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色掻色 *外面スス付着

高 (5.0) 焼良

39 脚部破片 口(2.8) 外面:磨滅、赤色塗彩 胎砂粒を含む 1/2 

底 内面:へラミガキ 色樺色

高(3.1) 焼良

40 高杯 口 外面:へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色燈色

高(4 2) 焼やや不良

41 底部 口 外面:不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部全部

底 3.4 内面:不定方向へラミガキ 色にぶい燈色

高(2.7) 焼良

42 底部 ロ 外面:磨滅著しく不明瞭 胎砂粒を含む 破片

底 5.2 内面:磨滅著しく不明瞭 色褐色 *外面スス付着

高(1. 0) 焼やや不良

43 底部 口 外面へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

底 4.0 内面へラナデ 色 にぶい樟色 *内外面共スス付着

高(1.5) 焼良

44 底部 口 外面へラミガキ 胎砂粒を含む 破片

底 5.0 内面へラナデ 色にぶい燈色 *外面スス付着

高(1.5) 焼良

45 底部 口 外面.縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部全部

底 5.8 内面.不定方向へラミガキ 色にぶい掻色

高(15) 焼良

46 底部 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部全部

底 4.2 内面不定方向へラミガキ 色にぶい澄色

高(3.0) 焼良

47 底部 口 外面.へラミガキ 胎砂粒を含む 破片

底 6.4 内面へラナデ 色褐色 *タ1-面スス付着

高(1.5) 焼良

48 底部 口 外面縦へラミガキ 胎砂粒を含む 底部破片

底(6.8) 内面.横へラミガキ 色にぶい燈色 本内外面共にスス付

高(2.2) 焼良 着

49 底部 口 調整不明外面赤色塗彩 胎砂粒を多量に含

底 (7.0) む 底部破片

高 (2.4) 色赤色

焼良
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No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

50 底部 口 外面:へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

底 10.0 内面:へラナデ 色樟色 *外面にスス付着

高 (2.2) 焼良

51 底部 口 外面:へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

底 7.0 内面:へラミガキ 色 燈 色 *内面にスス付着

高(3.0) 焼良

52 底部 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部の3/4

底 7.4 内面.横方向へラミガキ 色にぶい援色 *内外面共にスス付

高(3.0) 焼やや不良 着

53 底部 口 外面縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部の1/5

底(6.1) 内面横方向へラミガキ 色にぶい経色 *内面にスス付着

高(6 0) 焼良

54 底部 口 外面.縦へラミガキ 胎砂粒を含む 底部一部分のみ

底(5.4) 内面横へラミガキ 色にぶい撞色 *内外面共にスス付

高(3.3) 焼良 着

55 底部 口 内外面へラミガキ 胎砂粒を含む 破片

底(7 2) 色黄褐色 *内外面共スス付着

高(2.5) 焼良

56 底部 口 内外面共にへラミガキ 胎砂粒を含む 底部1/3

底(7.6) 色 澄 色

高(1.7) 焼やや不良

57 底部 口 外面;不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部全部

底 8.0 内面:不定方向へラミガキ 色にぶい燈色

高(3.4) 焼やや不良

58 底部 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 6.2 内面:横方向へラミガキ 色にぶい燈色 *内外面にスス付着

高(3.2) 焼良

59 底部 ロ 外面:縦ヘラミガキ 胎砂粒を含む 底部破片

底(7.8) 内面:横へラミガキ 色にぶい燈色 *外面一部スス付着

高(2.8) 焼良

60 底部 ロ 外面:横方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 7.6 内面:横方向へラミガキ 色にぶい褐色 *外面スス付着

高 3.0 焼良

61 底部 口 外面:縦へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底(7.8) 内面ー横へラミガキ 色にぶい樟色 *外面底部スス付着

高(2.9) 焼良

62 底部 口 外面・縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部の1/3

底 9.2 内面.へラナデ 色灰褐色 *外面スス付着

高 焼良

63 底部 口 外面縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 8.4 内面横方向へラミガキ 色にぶい種色 *内外面共にスス付

高(4.5) 焼やや不良 着

64 底部 口 外面.縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 6.0 内面横方向へラミガキ 色にぶい燈色

高(4 0) 焼良

65 底部 口 外面.縦方向へラミガキ 目白砂粒を含む 底部のみ

底 8.4 内面.不定方向へラミガキ 色にぶい燈色 *外面スス付着

高(4.0) 焼良

67 ~ 



No. 器種 法 量(cm) 器形、技法等の特徴 胎土、色調、焼成 依存状態、備考

66 底部 口 外面:斜方向へラケズリ 胎砂粒を含む 底部の1/4

底 5.6 内面:横方向へラケズリ 色にぶい検色 *外面スス付着

高(6 0) 焼やや不良

67 底部 口 外面:縦方向、横方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 7.6 内面:横方向へラミガキ 色にぶい糧色 *外面スス付着

高(6.3) 焼やや不良

68 底部 ロ 外面.へラナデ 胎砂粒を含む 底部一部

底 (9.6) 内面.横ナデ 色燈色 *内外面にスス付着

高(5.5) 焼良

69 底部 口 内外面共にへラケズリ 胎砂粒を含む 底部の1/6

底 (10.6) 色燈色 *外面にスス付着

高(5.0) 焼良

70 底部 口 外面.縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部破片

底(8.0) 内面横方向へラミガキ 色にぶい検色 *内外面共にスス付

高(4.5) 焼良 着

71 斐 口 外面へラミガキ 胎砂粒を含む 胴下位~底部の1/2

底(7 0) 内面へラミガキ 色にぶい糧色 *内外面スス付着

高(6.5) 焼良

72 壷 口 外面.不定方向へラミガキ、赤色塗彩 胎砂粒を含む 下半部2/3

底(8.5) 内面.横ナデ 色赤色

高 (12.9) 焼良

73 石庖了 長 6.7 1/2 

厚 0.7 

府高 4.8 

重 40g 

Y-10号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 婆 口 外面:頚部簾状紋(単止)、胴上部波状紋、胴 胎砂粒を含む 頚部~胴中部の一部

底 中下位へラミガキ 色掻色

高(5.0) 内面:へラナデ 焼良

2 宜古E 口 (21.9) 外面:口縁部横ナデ、口辺部へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部のみ1/3

底 内面:横へラミガキ、赤色塗彩 色赤色

高(5.0) 焼良

3 査 口 (14.5) 外面:[コ縁部横ナデ、頚部T字紋(櫛描・縦十 胎砂粒を含む 口縁~胸中央部にか

底 横) 色にぶい黄樫色 けての9/10

高 (13.2) 口辺と胴部はへラミガキ(磨滅してい 焼良 *スス付着

て不明瞭)

内面:横ナデ、口縁~頚部にかけて横方向へ

ラミガキ、赤色主主彩

4 警 口 外面 :T字紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色澄色

高 (2.6) 焼良

5 底部 口 外面:胴底部へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

底 5.4 内面:へラナデ 色にぶい樟色 *内外面共にスス付

高(3.0) 焼やや不良 着

6 底部 ロ 外面縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 6.4 内面不定方向へラミガキ 色燈色 *タ十面にススイ寸着

高(2.6) 焼良

68 



Y-11号住

No 君苦種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

~ 口 (20.0) 外面 口縁部波状紋、頚部簾状紋胴上部波状 胎砂粒を含む 口縁部~胴部1/2

底 紋、胴下半部斜および縦へラミガキ 色にぶい燈色 *内外面スス付着

高 (26.0) 内面.横ナデ 焼良

2 小型黍 口 (11.0) 外面:口唇部キザミ、頚部二連止簾状紋 胎砂粒を含む 口辺部の1/2

底 内面:磨滅 色黄褐色

高 (3.8) 焼良

3 斐 口 外面:口縁部櫛描紋、頚部櫛描紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色 褐 色 *内面スス付着

高(4.2) 焼良

4 警. 口 外面:櫛描紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色赤褐色

高 (7.4) 焼不良

5 婆 口 不明瞭 胎砂粒を含む 破片

底 色にぶい掻色

高 (3.0) 焼良

H-1号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 日 (120) 外面 白辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

珂く 底 内面横ナデ 色黄褐色 *内外面スス付着

高 4.5 焼良

2 土師器 口 (12.3) 外面.口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 2/3 

杯 底 内面・横ナデ 色にふ、い燈色 *外面スス付着

高 4.8 焼良

3 土師器 口 外面・均二部横へラケズリ、脚部縦及横ナテ、 胎砂粒を含む 1/2 

高杯 底 9.3 内面・杯底部縦へラミガキ、脚部横ナデ 色 糧 色

高(8.0) 焼良

4 土師器 口 (13.4) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/4 

高巧= 底 内面:へラミガキ 色赤褐色

高(5.0) 焼良

5 土師器 口 (12.0) 外面・口辺部横ナテ¥胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部1/3

斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 色赤褐色

高(5.0) 焼良

6 土師器 口(9.5) 外国横ナデ 胎砂粒を含む 4/5 (関H司Hのみ)

高杯 底 内面へラナデ 色赤褐色 *内外面スス付着

高(6.0) 焼やや不良

7 土師器 口 (15.4) 外面 口縁部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部1/3

蚤 底 内面 白縁部横ナデ、胴上部へラナデ 色 権 色

高(7.5) 焼良

8 土師器 口 (11.0) 外面.口縁部~胴上部横ナデ 胎砂粒を含む 4/5 

土甘 底 胴中位~下位へラケズリ 色稔色 *外面スス付着

品 18.2 内面口縁部~頚部横ナデ 焼良
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H-2号住

No. 器種 法量(cm)

1 土師器 口

均く 底

高 3.2 

日 3号住

No 器種 法量(cm)

1 土師器 口 11.5 

杯 底

高 4.8 

2 土師器 口 13.4 

杯 底

高 4.0 

3 土師器 口 12.1 

杯 底

両 4.8 

4 土師器 日 12.2 

杯 底

高 5.1 

5 土師器 口 (115) 

珂t 底

~司Z 4.8 

6 土師器 口 (20.2)

整 底

高 (150) 

7 土師器 口 12.8 

高杯 底

高 10.0 

8 土師器 口 18.2 

警 底

高 (179) 

9 土師器 口 20.2 

長胴婆 底

高 (19.4)

10 土師器 口 22.0 

長』同王室 底

高 (33.2)

11 土師器 口 (21.4)

長胴斐 底

守F主そ~ 29.8 

H-4号住

器形・技法等の特徴

外面:不定方向へラミガキ

内面:不定方向へラミガキ

器形・技法等の特徴

外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ

内面;横ナデ

外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、体部へラケズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、胴部横へラケズリ

内面.横ナデ

外面脚部縦方向へラミガキ

内面脚部横ナデ

杯底部へラミガキ

外面.口辺部横ナデ、胴部斜縦位へラケズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、胴上半部へラケズリ

内面:横ナデ

外面 口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ

内面.横ナデ

外面.口縁部横ナデ、休部縦方向へラケズリ

内面.横ナデ

器形・技法等の特徴

外国:口縁部へラミガキ

体底部へラケズリ

内面.へラミガキ

- 70 

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を多量に含 *内外面にスス付着

む

色樟色

焼良

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む ほぽ完~

色燈色 *外面スス付着

焼良

胎砂粒を含む ほぼ完形

色にぶい燈色

焼良

胎砂粒を含む 完形

色にぶい縫色 *スス付着

焼良

胎砂粒を含む ほぼ完形

色樟色 *外面スス付着

焼良

胎砂粒を含む 1/3 

色明赤褐色

焼やや不良

胎砂粒を少量含む 口縁部~胴中央部

色燈色 2/5 

焼良 *内面スス付着

胎砂粒を含む 脚部のみ

色樟色 *底部スス付着

焼良

胎砂粒を含む 2/3 

色樫色

焼良

胎砂際を含む 口縁部~胴上半部

色赤褐色 2/3 

焼良 *内外面スス付着

胎砂粒を含む 2/3 

色赤褐色 *内外面スス付着

焼良

胎砂礁を含む 1/4 

色灰褐色 *外面スス付着

焼良

胎土・色調・焼成 | 依存状態・備考

胎砂粒を含む |破片

色褐色

焼良



日 5号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 12.4 外面:口縁部横ナデ 胎砂粒を含む 1/5 

珂= 底 体底部不定方向へラケズリ 色澄色

作司 3.9 内面横ナデ 焼良

2 土師器 ロ 9.5 外面:へラケズリ 胎砂粒を含む 3/4 (脚部のみ)

台付婆 底 内面:指ナデ 色燈色 *外面スス付着

高 (5.7) 焼良

H-6号住

No 器種 法量(c潤) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 須恵器 口 (12.0) 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を含む 口辺部の一部

均L 底 色灰色

高 (3.0) 焼良

2 土師器 口 外国不定方向へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

増 底 内面指ナデ 色にぶい憧色

高(5 4) 焼良

3 土師器 口 外面.口辺部横ナデ、胴上部縦方向へラケズ 胎砂粒を含む 破片

斐 底 リ 色積色

高(6.3) 内面へラナデ 焼良

4 土師器 口 (27.2) 外面 口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部のー

斐 底 内面.口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 色褐色 音H

高(3.6) 焼良 *内外国にスス付着

5 土師器 口 24.0 外面 白縁部横ナデ、体部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

甑 底 8.0 内面.口辺部横ナデ、体部へラナデ 色にぶい樟色 *外面スス付着

高 24.9 焼良

H-9号住

N口 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 13.9 外面 口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む ほぽ完ID

珂= 底 ズリ 色明赤褐色

高 4.9 内面.口辺部横ナデ、体部放射状へラミガキ 焼良

2 土師器 口 11. 5 外面 口辺部~胴上部横ナデ 胎砂粒を含む 9/10 

小型窪 底 4.4 以下縦方向へラケズリ 色赤褐色 *内外面スス付着

局 11.8 内面.口辺部横ナデ、胴部へラナデ 焼良

3 土師器 口 l3.8 外面:口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

小型斐 底 7.0 内面:へラナデ 色淡褐色 *内外面スス付着

局 11.3 焼良

4 土師器 口 11.4 外面:口縁部横ナデ、体部へラケズリ 胎砂粒を含む 完形

小型斐 底 5.3 内面・横ナデ 色にぶい掻色

F司 12.1 焼良

5 土師器 口 20.5 外面.口辺部横ナデ、腕部縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む ほぽ完形

甑 底 7.3 内面縦方向へラミガキ 色にぶい撞色 *内外面スス付着

高 27.7 内外面に赤色塗彩 焼良
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日 11号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 外面:口辺部横ナデ、底部ヘラケズリ 胎砂粒を多量含む 1/6 

巧t 底 内面:横ナデ 色燈色

高(2 0) 焼良

2 土師器 口 12.4 外面:へラナデ 胎砂粒を含む 口縁部の1/6
t 宣 底 内面:縦方向ミガキ有り 色にぶい樫色

高 1.6 焼良

3 土師器 口 外面:磨滅 胎砂粒を含む 破片

斐 底 内面:へラナデ 色燈色 *スス付着
τ岡吉 6.3 焼やや不良

4 土師器 口 外面:横ナテ、後一部へラミガキ 胎砂粒を含む 底部の2/3

斐 底 7.3 内面:へラナデ 色にぶい燈色

高 焼良

H-12号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

ユ 土師器 口 (118) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

珂= 底(2.5) 内面:横ナデ 色燈色 *内外面スス付着

高 焼良

2 土師器 口 (132) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

均t 底 内面:横ナデ 色種色

高 3.0 焼良

3 土師器 口 (13.1) 外面:磨滅著しく調整不明 胎砂粒を含む 1/3 

河= 底 内面:横ナデ 色褐色 *内面スス付着

高 3.6 焼 不 良

4 土師器 口 (14.5) 外面:口辺部横ナデ、底部不定方向ヘラケズ 胎砂粒を含む 3/4 

杯 底 リ 色にぶ:い樟色 *内外面スス付着

高 4.6 内面:横ナデ 焼良

5 土師器 口 (14.0) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 1/3 

杯 底 内面:放射状へラミガキ 色にぶい燈色

高(5.2) 焼良

6 土師器 口 (146) 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む ほぼ完形

巧: 底 ズリ 色樟色 *内外面スス付着

高(5.6) 内面ー口辺部横ナデ、体底部放射状へラミガ 焼良

キ

7 須恵器 口 (15.0) 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切り、 胎砂粒を含む 1/4 

高台付杯 底 削り出し高台を付す 色灰色

高(4.5) 焼良

8 須恵器 口(l3.4) 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を少量含む 3/7 

蓋 つまみ怪 色灰色 *外面に自然灰稿付

高(1.8) 焼良 着

9 土師器 口 外面.磨滅 胎細砂粒を含む 脚部のみ4/5

高杯 底 内面:っきおし 色種色

高 (8.0) 焼やや不良

10 土師器 口 外国:脚部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 脚部のみ

高均二 底 内面:杯部へラミガキ 色赤褐色

高 (6.3) 焼良
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No 器種 法 量(cm)

11 土師器 口 13.2 

台付饗 底 9.8 

高 13.0 

12 土師器 口 20.5 

甑 底

高 (22.2)

H~13号住

日 14号住

No. 器種 法量(叩)

1 土師器 口 (15.2)

斐 底

高(4.8) 

2 土師器 口 (13.0)

杯 底

高 (4.5) 

3 土師器 口 (14.0)

士甘? 底

高

H~15号{主

N日 器種 法量(cm)

l 土師器 口 12.5 

珂〈 底

高 4.3 

2 土師器 口 (13.4)

杯 底

高(4.5) 

3 土師器 ロ (15.8)

巧= 底

局 3.8 

4 土師器 口 (13.0)

杯 底

高(3.8) 

5 土師器 口 (14.2)

珂= 底

高(3.7) 

6 土師器 口

杯 底

両 3.6 

器形・技法等の特徴

外面 口辺部横ナデ、胴部不定方向へラケズ

リ

内面:口辺部横ナデ、胴部横ナデ、磨滅して

いる

外面 口辺部横ナデ、胴部斜ないし縦へラミ

ガキ

内面:口辺部横へラミガキ

器形・技法等の特徴

外面:口縁部横ナデ、胴上部へラケズリ

内面:横ナデ

器形・技法等の特徴

外面:横ナデ

内面:横ナデ

内外面共に磨滅著しく調整不明

外面:縦方向へラミガキ

内面:へラナデ

器形・技法等の特徴

外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向ヘラケ

ズリ

内面:横ナデ

内外面共に不定方向へラミガキ

外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面横ナデ

外面・口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面横ナデ

外面・口辺部横ナデ、体底部へラケズリ

内面.横ナデ
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胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 2/3 

色赤褐色 *内外面スス付着

;焼良

胎砂粒を含む 2/3 

色赤褐色 *内外面スス付着

焼良

胎土・色調・焼成| 依存状態・備考

胎砂粒を含む |口縁部~胴上部1/6

色赤褐色 1*内外面スス付着

焼良

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 口縁部~胴上部

色にぶい経色 1/10 

焼良

胎砂粒を含む 1/5 

色燈色

焼やや不良

胎砂粒を少量含む 1/6 

色にぶい掻色 *外面スス付着

焼良

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む ほぼ完形

色明赤褐色 *内外面スス付着

焼良

胎砂粒を含む 1/3 

色燈色

焼良

胎砂粒を少量含む 1/3 

色灰褐色 *内外面スス付着

焼良

胎砂粒を含む 1/5 

色撞色

焼良

胎砂粒を含む 1/5 

色にぶい燈色

焼良

胎砂粒を少量含む 1/10 

色燈色

焼良



Nn 器種 法量(叩) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

7 須恵、器 口 10.6 内外面共に回転横ナデ、底部凹転ヘラ切り 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 色暗灰色

高 3.1 焼良

8 須恵器 口 (25.3) 外面・横ナデ 胎砂粒を含む 1/7 

高均二 底 (12.8) 内面.横ナデ 色灰白色

高 8.9 焼良

H-17号住

Nn 器種 法量(叩) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (220) 外面 口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

長胴斐 底 内面.横ナデ 色灰褐色 *内外面にスス付着

高(17.0) 焼良

2 土師器 口 9.8 外面.口縁部へラナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

巧= 底 内面:黒色処理、不定方向へラミガキ 色褐色

品 3.3 焼良

3 土師器 口 (10.0) 外面 口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/5 

杯 底 内面へラミガキ、黒色処理 色黒褐色 *外面にスス付着

高(4.0) 焼良

4 土師器 口(1l.2) 外面.口辺部横ナデ、体部斜へラケズリ 胎砂粒を含む 1/6 

杯 底 内面・横ないし斜へラミガキ 色にぶい燈色

高(3.5) 焼良

5 土師器 口 7.0 外面縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 脚部ほほ完形

台付婆 底 内面.横方向へラナデ 色にぶい燈色 *内外面共にスス付

高(4.6) 焼良 着

H-18号住

Nn 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 8.9 外面・口縁部へラナデ、体底部不定方向へラ 胎砂粒を含む 1/5 

巧= 底 ケズリ 色燈色

高 3.5 内面:黒色処理、不定方向へラミガキ 焼良

2 土師器 口 11.4 外面ー磨滅著しく調整不明 胎砂粒を少量含む ほぽ完形

杯 底 内面・横ナデ 色 燈 色 *内外面共にスス少

局 4.0 焼やや不良 量付着

3 土師器 口 11.4 外面.口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/4 

杯 底 内面・横ナデ 色燈色 *内外面共にスス少

局 3.4 焼良 量付着

4 土師器 口 (11.8) 外面.へラケズリ 胎砂粒を少量含む 1/4 

巧: 底 内面.横ナデ 色赤褐色 *外面にスス付着

~司さア 3.8 焼良

5 土師器 口 14.2 外面・口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 3/4 

勾= 底 内面.横ナデ 色撞色 *内外面共にスス少

高 4.1 焼良 量付着

6 土師器 口 11.6 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 5/6 

勾く 底 ズリ 色 燈 色

品 4.0 内面:横ナデ 焼良

7 土師器 口 14.9 外面ー口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

均二 底 内面:横ナデ 色赤褐色

両 4.8 焼良
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No. 器種 法量(cm)

8 須恵、器 口 18.8 

蓋 つまみ怪 4.5
ヲFさヨr 3.8 

ヨ 須恵器 口 14.9 

蓋 つまみ置ー

高 4.8 

10 須恵器 口

巧二 底

高 2.5 

11 須恵器 口 11.2 

珂二 底 8.0 

高 3.5 

12 土師器 口 26.0 

鉢 底

局 11.5 

13 土師器 口 14.8 

小型警 底

両 14.0 

14 土師器 口 25.8 

斐 底 7.9 

戸司 29.7 

15 土師器 口 (22.0)

長胴婆 底

高 (19.4)

16 土師器 口 2l.0 

球胴斐 底

高 15.0 

17 土師器 口 2l. 9 

長胴斐 底

高 27.0 

18 土師器 口 23.1 

長胴斐 底 7.0 

向 35.0 

19 土師師 ロ 22.3 

長胴整 底 7.2 
守F主ヨT 36.7 

20 土師器 口 23.6 

長胴斐 底

高 34.1 

H-19号住

器形・技法等の特徴

内外面共に回転横ナデ

内外面共に回転横ナデ

外面:体部回転横ナデ、底部回転糸切り

内面:回転横ナデ

内外面共回転横ナデ、底部回転へラギリ

外面:口縁部横ナデ、体底部斜ないし横へラ

ケズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、胴部へラケズリ(不定

方向)

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ

外面:口辺部横ナデ、輪積痕が残る、胴部斜

縦位へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ

外面:口縁部横ナデ、胴部へラケズリ

内面 口辺部横ナデ、胴部へラナデ

外面:口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴上部へラナデ

外面.口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ

内面:口辺部横方向へラミガキ、胴部縦方向

へラミガキ

外面:口辺部横ナデ、胴部及び底部へラケズ

リ

内面:口辺部横ナデ、胸部へラナデ

外面:口縁部横ナデ、胴部斜縦f立へラケズリ

内面:口縁部横ナデ、胴部へラナデ

外面:口縁部横ナデ、胴上中央部縦へラケズ

リ、下半部斜ないし横へラケズリ

内面:横ないし縦へラナデ

器形・技法等の特徴

外面:磨滅著しく調整不明

内面:体部放射状へラミガキ
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胎土・色調・焼成

胎砂粒を含む

色 灰 色

焼良

胎砂粒を少量含む

色 灰 色

焼良

胎砂粒を少量含む

色灰白色

焼良

胎砂粒を少量含む

色灰白色

焼良

胎砂粒を含む

色赤褐色

焼良

胎砂粒を含む

色赤褐色

焼良

胎中砂粒を多量に

合む

色にぶい燈色

焼良

胎砂粒を含む

色にぶい撞色

焼良

胎砂粒を含む

色 褐 色

焼良

胎砂粒を含む

色赤褐色

焼良

胎砂擦を含む

色赤褐色

焼良

胎砂粒を含む

色赤褐色

焼良

胎砂粒を含む

色褐色

焼良

胎土・色調・焼成

胎砂粒を含む

色赤褐色

焼やや不良

依存状態・備考

ほぼ完形

1/6 

底部~体部1/3

ほぽ完形

2/3 

*外面一部スス付着 l

ほぼ完形

*外面スス付着

3/5 

*外面スス付着

1/4 

口辺部~胴上部の

1/2 

口辺部~胸部にかけ

*内外面共にスス付

着

2/3 

*外面にスス付着

9/10 

*外面にスス付着

7/8 

*外面にスス付着 | 

依存状態・備考

2/3 

*内外面共にスス付

着



No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

2 土師器 口 (12.5) 外面・口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/8 

杯 底 内面.口辺部横ナデ、体底部へラミガキ 色棒色

高(4.0) 焼良

3 土師器 口 (12.8) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラナデ 胎砂粒を含む 1/4 

珂て 底 内面:口辺部横ナデ 色燈色

高(3.9) 焼艮

4 須恵器 口 14.1 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り 胎砂粒を含む 4/5 

均く 底 色灰色

高 3.7 焼良

5 須恵器 口 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を含む 破片

高台付杯 底 色灰色

高(3.3) 焼良

6 土師器 口 (10.4) 外面:口縁部横ナデ、体部~底部にかけてへ 胎砂粒を含む 完形

小型斐 底 ラケズリ 色 にぶい赤褐色 *内外面共にスス付

高 8.2 内部.口縁部横ナデ、体部~底部へラナデ 焼良 着

7 土師器 口 外国:磨滅、不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む 2/3 

高杯 底 内面:横ナデ 色赤褐色 *内外面共にスス付

高 (8.5) 焼良 着

8 土師器 口 11.0 内外面共にへラミガキ 胎砂粒を含む 口辺部のみ

増 底 色褐色

高 (3.5) 焼良

9 土師器 口 (15.0) 外面 口辺部横ナデ、胴上部縦方向へラケズ 胎砂粒を少量含む 口縁部~胴上部のー

斐 底 リ 色暗灰色 吉日

高(9.0) 内面:口縁部横ナデ、胴上部へラナデ 焼やや不良 *内外面にスス付着

磨滅

10 土師器 口 (19.2) 外面.口縁部横ナデ、口辺部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部の一部

斐? 底 内面:横ナデ 色にぶい棒色

高 (5.5) 焼良

11 土師器 口 (12.4) 外面.口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

小型斐 底 内面 口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 色にぶい燈色 *内外面一部スス付

高 (10.7) 焼良 着

12 土師器 口 (12.7) 外面.口辺部横ナデ、胴上部縦へラケズリ 胎砂粒を少量含む 口縁部~胴上部のー

斐 底 内面へラナデ 色樟色 吉日

高 (5.5) 焼良

13 土師器 口(16.0) 外面・口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部のー

主主 底 内面 口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 色にぶい燈色 部

高 焼良

14 土師器 口 (23.4) 外面・口縁部横ナデ、胴上部縦方向へラケズ 胎砂粒を含む 口縁部~胴中部の

婆 底 リ 色褐色 1/6 

高 (12.0) 内面.へラナデ 焼良

15 土師器 口 (13.4) 外面:縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

婆 底 内面横方向へラナデ 色黄褐色

高 焼良
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H-20号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口(19.8) 内外面共に細いへラミガキ 胎砂粒を含む 口辺部のみの1/3

ノfレス 底 色にぶい樟色 *内外面共にスス付

t 宜E 高(4.5) 焼良 着

2 土師器 口 外面:へラナデ 胎砂粒を少量含む 破片

斐 底 内面:へラナデ 色燈色
τ同さr 焼良

3 土師器 口(8.6) 外面:へラケズリ、ハケ目 胎砂粒を含む 1/5 

台付婆 底 内面杯部横ナデ、脚部指ナデ、裾部横ナデ 色黄燈色

高(9.3) 焼良

4 土師器 口 外面:ハケ自 胎砂粒を含む 破片

斐 底 内面:へラミガキ 色にぶい様色 *内外面にスス付着

高 焼良

5 土師器 口 外面:ハケ目 胎砂粒を少量含む 破片

護 底 内面:へラナデ 色黄褐色

向 焼良
」

H-21号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 須恵器 口 (10.6) 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を含む 1/10 

珂t 底 色灰色

高(2.9) 焼良

2 土師器 口 外面.口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

杯 底 内面:斜へラケズリ 色赤褐色

高 焼良

3 土師器 口(7.0) 外面 口辺部~頚部横ナデ、胸部ハケ白状の 胎砂粒を少量含む 1/10 

小型窪 底 横ナデ 色淡い樫

高(5.1) 内面:口辺部横ナデ、胸部へラナデ 焼良

H-22号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (10.0) 外面・口縁部横ナデ、体部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 破片

均二 底 内面:へラミガキ 色 樟 色 キ内外面共に磨滅著

高(3.1) 焼やや不良 しい

2 須恵器 口 内外面共に回転横ナデ 胎細砂粒を含む 破片

杯 底(6.9) 底部回転糸切り 色灰白色 *外面スス付着

両 焼やや不良

3 須恵器 口 外面:横ナデ、タタキ目痕有り 胎砂粒を含む 口辺部の一部

斐 底 内面.横ナデ 色灰色

両 焼良

日一23号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 須恵器 口 (19.8) 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を含む 1/6 

蓋 つまみ主霊 色灰褐色

高(2.8) 焼良

2 土師器 口 外面へラケズリ 胎砂粒を含む 破片

地? 底 内面:へラナデ 色にぶい燈色 *内面スス付着

高 焼良
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H-25号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口(140) 外面.口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 内面 口辺部横ナデ、体部放射状へラミガキ 色赤褐色

高(4.9) 焼良

2 土師器 口 13.8 外面 口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴中央部に

小型斐 底 内面.横ナデ 色赤褐色 かけて4/5

高(9.4) 粗雑な仕上げ 焼やや不良 *内外面共スス付着

つd 土師器 口 (15.0) 外面口辺部横ナデ 胎砂粒を含む 警の口のみ1/2

Z喜 底 内面ー口縁部横ナデ、口辺部へラミガキ 色検色

高(4 0) 焼良

4 土師器 口 9.6 外面・口縁部横ナデ、体部斜縦位へラケズリ 胎砂粒を含む 完形

小型斐 底 5.0 内面:横ナデ 色赤褐色 本内外面スス付着

高 12.8 焼良

5 土師器 口 (29.9) 外面:横方向へラケズリ、赤色塗彩 胎砂粒を含む 胴中央部~底部にか

EE 底 5.4 内函:斜方向へラナデ 色にぶい褐色 けて1/3

高 (21.2) 焼良 *内外面共にスス付

着

H-26号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 外面:折り返し口縁、口縁部横ナデ 胎砂粒を含む 破片

破片 底 内面:磨滅 色澄色

高 4.5 焼やや不良

2 土師器 口 15.2 外面:口縁部横ナデ 胎砂粒を含む 1/5 

杯 底 内面・磨滅 色赤褐色

高 4.6 焼やや不良

H-27号住

N日 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

l 土師器 口 外面:口辺部横ナテ¥体部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 破片

杯 底 内面:横ナデ 色樺色

高(2.4) 焼良

2 土師器 口 (14.0) 外面:斜へラミガキ 胎砂粒を含む 破片

鉢? 底 内面:へラナデ 色赤褐色 *内面スス付着

高(5.5) 焼良

3 土師器 口 15.6 外面:口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を多量含む 1/4 

小型婆 底 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色赤褐色 *内面スス付着

高 16.0 焼良

4 土師器 口 16.1 外面:口縁部横ナデ、胴部不定方向へラケズ 胎砂粒を含む 1/2 

小型警 底 3.5 リ 色にぶい燈色 *内外面にスス付着

高 17.4 内面.横ナデ 焼良

5 土師器 口 21.4 外面:口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部1/4

斐 底 内面・口辺部横ナデ、胸部へラナデ 色 種 色 *外面一部スス付着

高 (15.7) 焼良
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日 28号住

No 器種 j去量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 外国 口辺部横ナデ、体部へラケスリ 胎砂粒を含む 口縁部~体部の一部

均二 底 内面:へラナデ 色にぶい樟色 *内外面にスス付着

高(5.4) 焼良

2 土師器 口 内外面共にへラナデ 胎砂粒を含む 一部

杯 底 色澄色

高(3 5) 焼やや不良

3 土師器 口 14.1 外面・口縁部横ナデ、体部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む ほぼ完形

有孔鉢 底 4.4 内面:横ナデ 色にぶい燈色

高 9.4 焼良

4 土師器 口 12.0 外面 口辺部横ナデ、胴部ハケ自 胎砂粒を含む 3/5 

S字台付 底 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶい燈色 *内外面スス付着

斐 高 (17.2) 焼良

5 土師器 口 (18.4) 外面:口縁部横ナデ、胸部不定方向へラケズ 胎砂粒を含む 口辺部~胴中央部に
宝古E 底 リ 色糧色 かけ1/3

高 (15.0) 内面:横ナデ 焼良

*内外面共に磨滅著しい

荒神平遺跡

土坑・その他の出土遺物

No 器種 法量(cm) 土器の特 徴 依存状態・備考

1 口 28 横位の隆帯により口縁部と胴部の境がされ、胴部に単節の斜縄文を 口縁部~胴部

底 施す

高 (22) 口縁部と胴部の境部分に取っ手を付す

2 Y伺'"ド 鉢 口 i沈線により文様を施す 破片

底

高

3 i?tドw 鉢 口 縦位の沈線により区画され区画内に沈線を矢羽状に斜自に施す 鯛下部~底部

底 7 

高

4 h、r言τ〈 鉢 口 口縁部に沈線と隆帯により横位の区画を施す 破片口縁部

底

両

5 h釘?ド 鉢 口 口縁部に沈線と隆帯により区画を施し区画内に縦位の沈線が施文さ 破片口縁部

底 れる

両

6 深 鉢 口 口縁部に沈線とにより区画を施し区画内に縦位の沈線が施文される 破片口縁部

底

高

7 ~ ミ 鉢 口 口縁部に沈線とにより区画を施し区画内に縦位の主主線が施文される 破片口縁部

底

同

8 深 鉢 口 隆帯により上下が区画され沈線により文様が施される 破片

底

高
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No 器種 法量(cm) 土 器の特徴 依存状態・備考

ヨ 深 鉢 口 太めの沈線により区画された中を縦位の沈線が施文される 破片

底

高

10 深 喜本 口 20 胴部を口縁音防3ら垂下する沈線と隆帯と胴中央部に横位に施された 口縁~胴下部

底 沈線と隆帯により大きく十字に区画され区画内に無節の斜縄文を施

高 (20) す

11 h百τて， 鉢 口 35 口唇部直下に隆帯による横位の区画を施しそこから垂下する隆帯と 口縁~胴部

底 沈線により胴部を区画する

高 (29) 区画内に単節の斜縄文を施す

12 b市ド 鉢 口 口唇部直下に横位の沈線を施す 破片口縁部

底

高

13 深 鉢 口 口唇部下に横位の隆帯を回し隆帯上に刺突を施す 破片口縁部

底

ヲF主司T 

14 深 鉢 口 口縁部に沈線により横位の区画を施し区画内に単節の斜縄文を施文 破片口縁部

底 する

高

15 深 鉢 口 口縁部に沈線により横位の区画を施し区画内に単節の斜縄文を施文 破片口縁部

底 する

高

16 深 鉢 口 口縁部に沈線により区画を施し区画内に単節の斜縄文を施文する 破片口縁部

底

高

17 深 鉢 口 口縁部に隆帯と沈線により横位の区画を施し区画内に単節の斜縄文 破片口縁部

底 を施文する

高

18 深 鉢 口 口縁部に沈線により文様を施す 破片口縁部

底

高

19 深 鉢 口 沈線と単節の斜縄文を施す 破片

底

高

20 深 喜本 口 沈線により区画され区画内に単節の斜縄文を施す 破片

底

両

21 深 鉢 日 口唇部下に沈線による横位の区画がされ区画内に刺突が施される 破片口縁部

底

高

22 i深 鉢 ロ 沈線による横位の区画がされ区画内に刺突が施される 破片

底

口
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Nc 器種 法量(αn) 土器 の特徴 依存状態・備考

23 深 喜本 口 口唇部内側に 1条の沈線が回る 破片口縁部

底

両

24 浅 鉢 口 口唇部の折り返し部分に沈線による横位の区画が施され区画内に単 破片口縁部

底 節の斜縄文を施す

高

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

25 弥 生 口 24 外面折り返し口縁、口縁部波状紋口辺部へ 胎砂粒を含む 口縁部

査 底 ラミガキ 色にぶい燈色

局 内面:へラミガキ 焼良

26 弥 生 口 外面:口辺部へラミガキ、頚部簾状紋 胎砂粒を含む 破片口縁部

斐 底 色赤褐色

高 焼良

27 弥 生 日 外面:頚部簾状紋(単止)、胴上部波状紋 日台 砂粒を少量含む 破片口縁部

斐 底 色赤褐色

高 焼良

28 日示 生 ロ 内外面に不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む 胴下位~底部

斐 底 8.4 

高

29 土師器 口 15 外面:口辺部様ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴下部

警 底 内面:口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 色赤褐色

高 (13)

30 弥 生 口 外面・波状絞 胎砂粒を含む 破片

警 底

高

31 土師器 口 8 外面ー口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎細砂粒を含む ほぼ完形

小型斐 底 4 

高 6 

32 土師器 口 26 外面:口縁部横ナデ、体底部斜へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴部

局 杯 底 内面:横ナデ 色赤褐色

向

33 須恵器 口 16 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を含む 口縁部~底部破片

高台付 底 12 高台断面台形 色灰色

巧= 作司 4 焼良

34 刀 子 万部 S 鉄製

長さ 6.5 

81 



荒神平遺跡出土の石器組成表

器 種 石 材 計

ob 

A 石 告族 6 6 

類 計 6 6 

Sh Hsh はんれい岩

ヂ了 製 石 斧 2 2 1 5 
B 
スクレイパ~ B 2 2 

類
そ の 他 1 I 2 

計 5 3 l 9 

An 

凹 石 1 1 

C 磨 石 6 6 

類 石 皿 2 2 

多 子L 石 1 1 

計 10 10 

蛇灰岩

E 小形磨製石斧 1 1 
類 言十 1 I 

メ口与 計 22 3 1 26 
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吹上遺跡



VI 吹上遺跡、の概要

吹上遺跡は縄文時代中期から弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代にかけての集落遺跡である。

以下各時代ごとに概要を述べる。

縄文時代

中期に属する住居牡 4軒、配石墓 I基、埋窒 5基、土坑が確認された。住居祉は荒神平遺跡と

比べ、堀込みはしっかりとしていた。荒神平遺跡を含めても縄文時代の遺構は少ない。荒神平・

吹上遺跡周辺においては、縄文時代の集落はそれほどの広がりは持たないものと考えられる。

弥生時代

後期に属する住居杜が21軒確認された。住居主止は特にまとまりは持たず調査区全体から確認さ

れていて、荒神平遺跡と考え併せても集落はかなり広範囲に広がりを持っているものと思われる。

遺物は後期樽式土器を中心に多量に出土し、安中地区の弥生時代後期を考える上で貴重な編年資

料を得ることができた。また、荒神平遺跡に続き石庖丁も検出された。

古墳時代

この時期の遺構は前期から後期まで住居牡が確認され、確実に時期決定を行える住居でその数

は48軒に上る。荒神平遺跡でも20車干の住居牡が確認されており、古墳時代全般を通しでかなり大

規模な集落が営まれていたことがうかがえる。

奈良・平安時代

この時期の遺構は住居牡10軒、堀立柱建物杜3棟、土坑が確認されている。 T-3号堀立柱建

物祉は、荒神平遺跡で確認されたものの続きであるが、礎石の確認はできなかった。

その他

調査区内に板状の疎が I列に並ぶ部分が確認された。 2カ所確認され、住居牡の切り合い関係

から見て古墳時代から奈良時代のものと考えられる。荒神平遺跡から続いて検出された堀立柱建

物社との関係が注目される。
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い
出

E
旧
，
口
一
山

.8 

貯蔵穴

20cm 

第166図 H-8号住居牡出土の遺物



ロコ LL ~ 飛ぶ総

¥¥ 11 起を
、

¥¥ 1¥ Y -6号住
k 
、
1 、。 、、w ¥¥¥1 .D ℃・ 11 ¥¥ 

Q 
¥ 
¥ 

¥ 

¥ー一ーーーーー--1111 (f) 

Hーヨ号住
もl!ノO!

ε 
f 。。
1; 一
{I !/よ/_N ぐ、， . 

w . 
w 〈玄

日 9号住

211.8 m 

c. 

第167図 H-9号住居壮実測図

D 4 m 

て二:1_--:1 
Y H 3 20区 l層

14区 l層

Y H 3 8区 1]喜

1
¥
 

Y H 3 15区 l層 4

15 

6 

Y H 3 
20cm 

第168図 日-9号住居社出土の遺物
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混入物

回番 回 名 しまり 粘性

YP RB RP WP  

I 黒褐色土陪 ムム ム

2 黒褐色土問 ムム ムム

3 暗褐色土問 。 。 。 。

一ー一ーーー.tl υ一lJ_ A・

¥豆ノ じ」
. 

H-l0号住

凶

• B 
214.3 m 

A・

212.0 m 
c 

口 4 m 

居番層 名 色調 しまり 粘性 yp RB 

1 暗褐色土問 O ム 。

2 暗褐色土居 2> 1 O ム ム。

3 暗褐色士層 3> 2 01/¥ 010 

4 茶褐色土居 016 ム O

5 暗褐色土屑 O ム ネ A

第169図 H-10号住居社実測図

⑧ 

。

213.5 m 
A. .B 

IIa 

212.0 m 
E 

H-ll・12号住

コニ

E

D
，
N
 

第170図 H-ll号住居牡実測図

4 m 



」4J ιコ. モを
11書 2層

|層/~円、 4 A. I U) l~) ・ B2

l層 一一」
212.0 m 

A. • B 

2層

20cm 4 m 

第171図 H-ll号住居社出土の遺物 第172図 H-12号住居壮実測図

⑨ 
α3 . 

【

ー

ε
山
，
門

N ・
〈

S物 -3

物被

H-13号住カマド

H-13号住

o . 

-
O
 

E
旧

.
N

一N

。 4 m 

第173図 H-13号住居牡実測図

\L_ーし/ρ/ 斗、~ ! 9 / / 

-

Y H 4 55区2層

て¥ρジづ ト一一-ラ/3

Y H 4 48区!層
Y H 4 力マド

20cm 

第174図 日一13号住居牡出土の遺物(1)
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~ 
Y H 4 力マド

" 6 

Y H 4 7区 3層
Y H 4 力マド

Y H 4 力マド

I I 8 

Y H 4 力マド

Y H 4 力マド

Y H 4 力マド

o 20 m 

Y H 4 40区 3層・力マド

第175図 H-13号住居社出土の遺物(2)
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E. 

④ 

212.20 m 
A・

211.5 m 

E・

第176図 H-14・15号住居牡実測図

142 

-
U
 

E
N
.
N

一N

.B 

.F 

H-14・15号住

間番 屑 名 色調 しまり 粘性 YP RB RP WP 

1 黒褐色土層 ム A ム

21!!'.褐色土居 ムム ム

3 黒褐色士層 ムム ム

4 茶褐色土居 ムム ム

5 茶褐色士層 。。 。。
6 茶褐色土層 6>5 。。 。。

。 4 m 



2区|層

" 

2区|層

フク土一括

、2

2区 i層

第177図 H-14号住居牡出土の遺物

第178図 H-15号住居社出土の遺物
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2区 i層

2区|層

2 

フク土 括

20cm 



@ 

A. 
¥ ， 、、、、

A・213.5m 

o . 

。。 物放
.B 

N .  

ιコ

力マド

力マド

4 m 

H-16号住居杜実測図

カマド

力マド 20cm 

第180図 H-16号住居社出土の遺物
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ー
Hー 16号住

A e--j 

213.85 m 
A・

ιコ. 

B 
-
U
 

E
山
.
門
一

N

.8 

H-17号住

。

αコ. 

第182図 H-18号住居壮実測図

4 m 

国番 間名 色調 しまり 粘性 RB RP YP ReP 

1 黒褐色土居 X I X 。
2 月黒褐色土屑 1く 2 ム A

3 暗褐色土居 2く 3 ムム 。。
4 黒褐色土居 3> 4 ムム 。
5 黒褐色土問 4> 5 ムム ム

第181図 H-17号住居牡実視j図

2区|層

αコ. 

2区 l層

2区!層

4 

-
4
 

E

D

寸
一

N

4 m 。 20cm 

第四3図 H-17号住居社出土の遺物
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④ 
H← 20号住

ーlコ
Y H 3 4区 IJ言

Y H 3 4区|層

E 

M 

Cコ. 

N.  
仁J

H ~19号住

用番 借名 色調 しまり 粘性

.B 
la暗褐色土層 。ム

III 
lb暗褐色土居 la>lb O ム

2 暗褐色土層 2> 1 。ム

3 暗褐色土問 3> 2 。ム

4 茶褐色土問 。ι

第184図 H-19号住居杜実測図

入三~
力マド|層

百十一 ~4
Y H 3 35区|層

第185図 H-19号住居牡出土の遺物
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yp RB 

* 

。

* 10 

。

。|

4 m 

20cm 



c. 

211.3 m 
c・

lL . 

• D 

第186図 H-20号住居杜実測図

~_ -1 ~J: 
Y H 20区 l層

Y H 30区 2層

第187図 H-20号住居牡出土の遺物

H-20号住

E 

Cザ3

lL . 

p、J. 
凶

Y H 30区 1J言

4 m 

" 3 

20cm 



/
 /

 
/
 

Eコ. LL . ⑧ 

A // 
三

にJ

A 212.4m . s. 

I
 

I
 

I
 

211.0 m 
c・

H-21・22号住

.D 
層番 層名 色調 しまり 粘性 yp RB 

1 時符j色土層 O ム

2 暗褐色土層 2> 1 016 * 101 

3 暗褐色土層 3> 2 O ム * 10 

4 茶褐色土層 O ム 。
5 明褐色土層 016 。
6 褐色土層 。。

務協
211.2 m 

E・・F

多欄

。 4 m 

第188図 H-21・22号住居杜実測図

JIIIK( 'tyz，:: -
/111¥1 N 、、 i

下層

第189図 H-21号住居社出土の遺物(1)

下層

148 



十羽I===: ----

り 4

上層

下層

I I 

下層 下層

第190図 H-21号住居祉出土の遺物(2)

~I 
フ ク 土一括 気~I.-:?

フク土 括

20cm 

第191図 H-22号住居社出土の遺物
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c. 

211 ，2m 
c・

H -23号住

H -24号住

-t 

〈

ミ二7

.D 

第192図 H-23号住居杜実測図

l て、 2

Y H 14区 2層

第193図 H-23号住居牡出土の遺物

H -23号住

ロコ. 

~: 

. 
4 

4 m 

どさ辛う》

4 m 

20cm 

第194図 H-24号住居牡実測図 第195図 H-24号住居牡出土の遺物
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I
 

I
 

A・212.6m 
o . 

4 m 。

~(~; 

H-25号住居J:l上実測図

ミJ
第196図

=d， 三三

7 

14区|層

4区 l層

¥マi-j

Y H 1 

Y H 1 

ιs， 

一1
/
ノ寸
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l
l
l
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i
h
-
-い
¥
¥
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J
Jハ
ド
ト

1lh山
¥
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1

4

J

f
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~

1

ノ

/
f
i
f
¥
、

一klf

「
J
H
Uい
l

¥

「

J 

12 

0 力マド

H十 25号住居社出土の遺物
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カマド

第197図

力マド



E・

@ 
ヱ
-

「. 

A • . /人¥¥¥

け-26号住

. 
に3

211.3 m 
A. 3 .8 

211.3 m 
E・ .F 

紘一一一一

コニ. 211.3 m 
l・ l

H-26号住カマト

周番 屑名 色調 しまり 粘性 RB ReP 

1 暗褐色土居 企ム 。
2 褐色土問 。OI(QJ 

3 褐色土層 3> 2 。。。
4 赤褐色土層 ムム 。
5 明褐色土居 ムム 。

H-26号住

第198図 H-26号住居牡実測図

4 m 

E 
σ3 

ぐ...，. 
に3

Xミヨイ CdJ， 巳三宮
13区!層 フク土 括

L一三E__::) ~吾 i 
¥ζ〉く〉一一ニヨメ//_//

可=ミこと金三-ラ:--- 5 

カマド

/λ6 
l区 2層

15区2層

力7 ド 9区 l層

カマド

10区 2層・ 14区 2層

20cm 

第199図 H-26号住居牡出土の遺物(1)
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)Ar;rrl.卜--k
11 11 

行
い
川
川
ハ
ド
ー
ー

5区 2層・ l区 2層

20cm 。
H-26号住居牡出土の遺物(2)

@ 
A ¥ (~ ))ノ

H -28号住 I "--手ム¥

/何)//

力マド

王号羽2
 

H
 

n
D

・m
 

nノ
L

内〆

A

門.

局番 屑名 色調 しまり 粘性

1 黒褐色土層 A ム * 

2 暗褐色土居 A ム ム

3 茶褐色土層 。。。

4 茶褐色土層 4く 3 ムム 。

IIa 

4 m 。H-27・28号住居社実測図第201図

Y H 1 50区|層 20cm 
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Y H 1 

第202図



ιコ

モー
ιコ

E 

e、，

..!. 
にJ H -29号住

， ， 
B . 

212.9 m 
A・ • B H-29号住

階番 国名 色調 しまり 中占性 yp RB 

1 暗褐色土田 。ム *ネ

2 暗褐色土肝 2> 1 。ム 。。
3 茶褐色土問 016 01il"J 

4 茶褐色土問 4> 3 il"J16 01il"J 

IIa 

4 m 

第203図 H-29号住居社実測図

日 以 宅~ 一に
2層 2層 1 J書

1 J署

日-<<〉尺 4

2層

下川-(
11書

。 20cm 

l層

第204図 H-29号住居社出土の遺物
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H -30号住

ζコ

@ 物議5

. 

.F 

H -29号住

. レ/
:E弱齢にJ

H-30号i主カマト

211.0 m 
A・ .6 

4 m 

第205図 H-30号住居壮実測図

三 i二三J
Y H 2 64区|層

\ぜ~シづ〆_..j〆ノ〆
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Y H 2 64区 11言
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宍
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三
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¥

V

l

Y H 2 64区|層

』同 5

Y H 2 45区 l層
20cm 

Y H 2 50区 l層

第206図 H-30号住居牡出土の遺物
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211.0 m 
A. 

Y H 2 72区 l層

Y H 2 72区|層

0 . 
⑮ 

.B 

.B 

E 

u) 

Q . 

N.  

u 

第207図 H-31号住居牡実測図

λ凡
Y H 2 66区|層

O 
Y H 2 71区 2層

第208図 日 31号住居牡出土の遺物
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4 m 

、、
Y H 2 72区 l層

弓じ三
Y H 2 76区|層

20cm 



⑨ 

H -33号f主

、、
、、

、、
、，

 
I
 

ロコ. 

211.48 m 
E・ 2

H-32号住カマド

出番問 名 色調 しまり 粘性 RB HeP 

I 茶褐色土岡 O ム。
2 赤褐色土居 X I X 。
3 暗褐色土居 ムどち 。
4 赤褐色土居 4> 2 X I X 。
5 茶褐色土居 0 ム;:， 

6 茶褐色土問 6> 5 。ム ム
7 茶褐色土層 7>6 。。。

第209図 H-32号住居社実測図

Y H 2 22区2層

21区 2層

4 m 

一
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¥
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ι

」、 」Lf
Y H 2 39区 i層

大与

11 

Y H 2 力マド 20cm 

第210図 H-32号住居牡出土の遺物



@ 

A 

212.9 m 
A. 

。

H -32号{主

w 

1Ia 

ζコ. 

4 m 

ιコ

;;〆
:以C

第211図 H-33号住居牡実測図

Y H 2 16区3層

巳孟ト-~
Y H 2 14区 l層

Y H 2 22区 2層

.8 

第212図 H-33号住居土l上出土の遺物
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e 

'" 
れJ • 

にJ

H-33号住

居番 層名

I 暗褐色土用

2 暗褐色土層

3 暗褐色土居

4 茶褐色土層

5 暗褐色土居

6 暗褐色土居

7 茶褐色土居

色調

2> 1 

3> 2 

5> 2 

6>5 

7> ， 

しまり 粘性

。色
016 

016 。。
016 

016 。。

E 

o 

じ一. 

"'. w 

yp RB 

*キ

* 10 。。
。。
* 10 。。
。。

J r 

4 

WP  

本

26区 2層

20cm 
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「. 

212.5m 212.6m 

M・ハ S .N K・ ・L

腕
あ J~多
綴I

H -35号{主
ιコ. 工

・

4込 母
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o白
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ーくコ。弓弘

守口

勺~ 6 0 
C)Qσγc 

。
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Q 

ζコ

E
山
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E
門

-
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N
 

212.4 m 
A. S Rep 2 .8 

日 34・35・36号住

212.3 m 
E・ S 

〈二〉
.F 

4 m 

第213図 H-34・35・36号住居社実測図
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モ王ヨ¥dJ 
Y H 4 8区|層

1ζミ父J...____...ラグj

Y H 4 8区 11曹

、三_Þ-~イ ~6

Y H 4 19区 3層

内

l
l
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b

一
五
層

一

'

4

F

q
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一

二

区

一
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F
n
/
ι

一一-ご一
4

一--
h
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'
h
U
H

ニ

「

主

/

一
一
プ
ミ
y

、
Y

一三一、

Y H 4 北ヵマド

H -34号住居士止出土の遺物

Y H 4 Y H 4 

20区 3層・ 27区 3層

Flu--j川
打
川
什
い
け
げ

Y H 4 

グ
/
L
1
1

い
一
¥

39区 3層Y H 4 

14 

北力マド周辺

34区 2層

?と弓売誤F人々¥
¥¥)持軍1吾容プ二 13

Y H 4 19区 3層

Y H 4 

20 m Y H 4 12 

H-34・35号住居牡出土の遺物
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第214図

L 

34区3層Y H 4 



Y H 4 18区 2層

Y H 4 50区3層

hイ〈2|

Y H 4 39区 3層

26区 3層

力マド

第215図 H-35号住居社出土の遺物

161 

II 16 

Y H 4 27区 2・3層

Y H 4 11区2層・ 12区3層

Y H 4 力マド

Y H 4 13区!層 20 m 

第216図 H-36号住居社出土の遺物



αコ. 

ロ q
(1)"< 

乙山口

。 川

H -38号住

. 
ι) 

④ 

。

物場

。
。CQ@ 

⑪ 
。

E 

Cコ

-
4
 

N

一N/つ

。。。
Q 

。1-37号{主カマド

ι::::> 4 

H-37・38号住居牡実演j図
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第217図



叫レr
Y H 7 28区 3層

第218図 H-37号住居牡出土の遺物

司 j

一一寸
一三J

Y H 9 15区|層

YH9 IIB:I層
Y H 9 19区|層

第219図 H-38号住居社出土の遺物 Y H 9 15区|層

11 

。乃戸
A
吋

ぶ

υ

〈

円

ν、j
G

O

O

¥

、vo

、

G

N

q

ノ

212.55 m 
A・

H-39号住

第220図 H-39号住居社実測図

じZ

⑧ 

B 

4 m 

Y H 9 31区|層・ 32区|層

Y H 9 30区 l層
20cm 

第221図 H-39号住居牡出土の遺物
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U
 

E
N
.
N

一N

。

B 

.8 . 

212.0 m 
A. 

H-40号住居土Il:実測図

ミζヨ

第223図

ミ」

司ノ
10 

H-40号住居牡出土の遺物(1)
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て三~

ぐ王コ

第222図

~ 

二グi

: 



6区2層

6区 1. 2層

¥ ¥ 

カマド 3区 2層

: 16 

J

H川

ηパ
υtIF

18 

5区 2層

一仁
(~ 

f 一一J
'--く______ l，_ 

2区 l層

5区 2層 20cm 

第224図 H-40号住居壮出土の遺物(2)

165 



カマド

H-42号住

αコ・.

4 m 

第226図 H-41・42号住居士止実測図

。 20cm 

第227図 H-42号住居社出土の遺物
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⑧ :品:
じ一. υー. 

移
A・ H -43号住

c. 

E
山

.
N-w Yー 10号住
N.  

U 

H-43号住カマド

ゑ物語
層番 照名 色調 しまり 粘性 RB ReP 

1 茶褐色土居 。。
2 事褐色土国 X I X 。
3 暗褐色土問 ムム 。
4 暗褐色土尉 4く 3 ムム 。

212.5 m 
c・ .D 

級協物扱 。 4 m 

第228図 H-43号住居牡実測図

品
l層

|層i 層|層l層

w 
可i:37

|層|層

泊d 「性¥!λう三kJ=?fZJ〈乙ーミ」二;ペi一一戸/づ1ノえHγ3 0 l 層 2 層 p加与{~ 居牡出土の遺物(1)
H -43写住

床直 第229図

167 



2層

ー〆|

fヘ24
床直

「
1
1

《ノ

ι一川
2層

!層

I J蚕

床直

ミJ
床直

25 

l層
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吹上遺跡住居社観察表

住居社名 規模 炉牡形態平面形態 主 柱 穴 玉 軸 付帯施設(吹上 横×縦(m) 深さ (cm)
長X短×深さ)

J-1 円形 5.1x5.1 32 溝に沿って 6基以上 ほぼ中央に設けられ 5個の N-15'-W 壁下に周溝一部二

石材で構築。 重に溝

(70X70x20) 

J -2 円形 18 壁際に 3基

J -3 円形 28 20墓以上 中央部分の堀り込みである 壁下と住居内に二

と忠、われしる。 重の溝

J -4 円形 20 

Y-1 長方形 5 x 6 (推) 20 北西壁寄りに設けられてい N-7'-E 

る。 (80x80焼土のみ)

Y-2 正方形 5.8x5.8 14 3基(推 4) N-3'-W 西南角に突出部

Y-3 長方形 4.6x 22 2基 中央北壁寄りに設けられ炉 N-20'-W 

の南側に数個の石材を検出

(70 x45x 30) 

Y-4 6.6x 22 複数 焼土 2ヶ所 N-15'-W 北壁東壁下に細溝

(45x45X-) と幅広の溝を検出

Y-5 56 

Y-6 6.7x - (推) 20 N-54'-W 

Y-7 長方形 4.8x 38 N-50'-W 

Y-8 14 複数 N-5'-W H-38号住と重複

Y-9 正方形 5.0x5.0 20 3基(推 4) N-l7'-W  

Y-10 長方形 5.8x8.7 34 3基(推 4) 中央北壁寄りに設けられ炉 N-10ロ E 日 43号住と重複

南に棒状石材 1個

(60x60x10) 

炉付近に焼土(径40)

Y-ll 38 N-14'-E 側壁及び住居内全

面焼土

Y-12 長方形 4.4x5.8 44 2基 中央北壁寄りに設けられ炉 N-19'-W 

の南側に石材が置かれてい

る。 (60X60x10)

Y-13 8.0X 28 壁際 4基住居内に複数 N-81'-E H-58号住と重複

Y-14 - x7.0 50 西壁際に 5基 N-37'-W  

Y-15 5.2x 28 壁際3基住居内 2基 北壁寄りの中央に設けられ N-18'-W 住居西側に突出部

炉の南に石材配置。

(100 x 70 x 10) 

Y-16 正方形 5.3x5.8 24 壁際2基 住居中央のやや北よりに設 N-16'-E 

けられている。 (60x40Xー)

焼土のみ

Y-17 長方形 4.7x 78 壁際 6基 N-24'-W 壁際雛段状

Y-18 5.0x 28 1基 N-5'-W 

Y-19 4.2x 40 N-5'-W 

Y-20 4.3x 16 2基 住居中央北寄りに設けられ N-50'-W 

炉の南側に棒状石材 2個を

配す。 (40x40x5)

Y-21 5.2x 30 壁際5基住居内 4基 住居中央の北壁寄りに設け N-8'-W 

られ炉南に棒状石材を配

す。 (55x 55 x 7) 
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住(居吹社上名) 
規 模

平面形態 主 軸 主柱 穴 竃 構 、ユ丘旦と 付帯施設備考
横×縦(m) 深さ (cm)

H-1 正方形 4.8X4.8 60 N-18'-W 

H-2 6.4X 48 N-30'-W 北西壁下に溝

H-3 24 壁下に周溝

北西隅に貯蔵穴

H-4 28 

H-5 4.5X 8 N-28'-W 

H-6 4.6X 17 N-32'-W 

日 7 長方形 4.6X 32 N-26'-W 2基 北壁ほぽ中央に設けられ依存状態は 壁下に周溝

良好。ローム混じりの褐色土による

構築。

日-8 4.3x 42 N-51。羽7 北壁中央に設けられ、ローム混じり 電右に貯蔵穴

の褐色土による構築。

H-9 6.4x 14 N-30'-W 北側 2基 壁下に周溝

(推 4) 

H-10 4.5xー 26 N-31'-W 

日-11 4.8x 32 N-40.-W 北壁やや東寄りに設けられている。

依存状態悪い。

H-12 16 N-42'-W 

H-13 18 N-69'-E 東壁やや南寄りに設けられ褐色土に 竃北に棒状際141固

よる構築。両袖に石材を使用。 検出

日 14 18 N-8'-W 

H-15 38 N-18'-E 側壁に 1基

H-16 3.4x 28 N-71'-W 西壁ほぽ中央に設けられ褐色土によ 室内に婆 2個検出

る構築。両袖に石材を配し板状の天

井石を使用。

H-17 4.5x 12 N-30'-W 

H-18 x4.2 22 N-24ロ W 破壊されている。

H-19 28 N-20.-W 

H-20 正方形 3.6x3.65 30 N-25'-W 

H-21 54 

H-22 32 

H-23 5.2X 12 N-20.-W 

H-24 2.8x 54 N-5'-W 

H-25 3.6X 26 N-15'-W 1基 北壁ほぼ中央に設けられ両袖に石を

配しローム混じりの褐色土で構築。

H-26 (4.2) x4.4 37 N-Il3"- W  側壁に 1基 西壁ほぽ中央に設けられローム混じ

りの褐色土で構築。袖石、支脚石及び

板状石材を検出。

H-27 19 N-7'-W 

H-2S 19 N-13'-E 

H-29 4.4X 68 N-5'-W 

H-30 33 N-14'-E 北壁に設けられローム混じりの褐色

土で構築。

H-31 10 N-S'-W 

H-32 31 N-12.-W 1基 北壁中央に設けられローム混じりの

褐色土で構築。依存状態良。

H-33 5.1 X 17 N-29ロ W 北壁西寄りに設けられ右袖石 1個検

出。依存状態悪い。

H-34 正方形 6.0x6.3 29 N-18'-W 北壁中央に設けられローム混じりの 住居内にも多くの

褐色土と多くの石材とにより構築さ 石材を検出

れている。
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住(居吹牡上名) 
規 模

付帯施設備考平面形態 主 軸 主柱穴 竃 構 3、旦'" 
横×縦(rn) 深さ (cm)

H-35 正方形 5.8X5.7 31 N-8'-W H-34号住と同一竃。袖部先端に長 住居内にも多くの

胴警が l対。電先端は長く住居外に 石材を検出

突き出ている。

H-36 X2.8 13 N-13'-W 

H-37 22 N-14'-E 

H-38 北壁に設けられローム混じりの褐色 Y-8号住と重複

土で構築。片袖のみの検出。片側は

調査区域外。

H-39 20 

日 40 正方形 4.7X4.2 37 N-8'-E 4基 北壁に設けられ両袖に長胴斐を逆に Y-8号住と重複

置き天井にも長胴斐 2個をつなぎ支 電内にも婆を検出

脚石を置く。褐色土で構築。

H-41 10 

H-42 21 

H-43 X3.1 24 N-81'-E 東壁に設けられローム混じりの褐色

土で構築。竃内に袖石と見られる石

材検出。

H-44 正方形 3.5X3.7 41 N-50'-W 北壁中央に設りられ両袖に石を配し

ローム混じりの褐色土で構築。

H-45 44 N-74'-E 東壁に設けられローム混じりの褐色

土で構築。竃内に長胴萎を検出。

H-46 4.8xー 29 7基?

H-47 

H-48 62 

日 49 長方形 3.5x4.1 43 N-63'-E 東壁に設けられ褐色土で構築右袖石 電南側に貯蔵穴

を検出。

H-50 正方形 - x3.5 35 N-66"-E 依存状態は悪い。東壁やや南よりに 竃南側に貯蔵穴

設けられローム混じりの褐色土で構

築。

H-51 58 

H-52 短形 27 N-77"-E 東壁ほぼ中央に設けられ両袖に石材 竃南に貯蔵穴

を配しローム多量に含む褐色土で構

築。

H-53 正方形 3.4x3.3 47 N-85'-E 南壁際に 2東壁南寄りに設けられ依存状態はや

基 や良好でトある。両袖に石材を使用ロー

ム混じりの褐色土で構築。

H-54 短形 5.3x3.6 46 N-4'-E 北壁西寄りに 1基、東寄りに補助的

なもの 1基設けられ褐色土で構築。

H-55 60 N-90'-E 東壁に設けられローム混じりの褐色

土で構築。

H-56 52 

日 57 5.7x 62 N-28'-W 西壁際に I 北壁ほぼ中央に設けられ石材を多く 電東に貯蔵穴

基 使用。ローム混じりの褐色土で構築

され先端は外部に突出している。

日 58 4.4x 64 N-72'-E 東皇室中央に設けられ左袖には芯とな

る石材検出。依存状態は良好。ロー

ム混じりの褐色土で構築。

H-59 長方形 3.7x6.0 48 N-96'-E 3基 東蟹やや南寄りに設けられ右袖に石 皇室下に周溝

材検出。褐色土で構築。依存状態き H-60号住と重複

わめて悪い。

日 60 36 
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住(居吹牡上名) 
規 模

付帯施設備考平面形態 主 事由 主柱穴 竃 構 三、E昌三

横×縦(m) 深さ (cm)

H-61 長方形 3.2x4.8 39 N-I06"-E 依存状態きわめて悪く東壁南寄りに

(推) に設けられ両袖に石材を検出。ロー

ム混じりの褐色土で構築。

H-62 39 壁際に 2基 H← 63号住と重複

H-63 短形 8.1x6.8 52 N-8T-E 壁際に 1基 東壁のほぼ中央に設けられローム混 H-62号住と重複

(推) じりの褐色土で構築。右袖に石材検

出。依存状態悪い。

H-64 長方形 3.0x 37 N-86回 E 東壁やや南寄りに設けられ褐色土で

構築。依存状態悪い。

H-65 18 N-69"-E 依存状態悪い。両袖に石材検出。

H-66 長方形 x3.2 16 N-2J-W  

H-67 18 

H-68 3.4x 25 

H-69 8 

H-70 9 

H-71 8 

H-72 20 
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吹上遺跡遺物観察表

J-1号住

No 器種 法量(cm)

1 深 鉢 口

底

高 (20)

2 深 ま本 口

底 7.6 

高 (20.8)

3 深 鉢 口

底

高 (24)

4 深 喜本 口 21 

底

高 (14)

5 深 鉢 ロ

底

高

6 白、，τπド， 鉢 口

底

高

7 h、布市〈z， 鉢 口

底

高

8 深 鉢 日

底

高

9 深 鉢 口

底

高

10 
k 、訂， 鉢 口

底

高

11 深 鉢 口

底

高

12 深 鉢 口

底

両

l3 深 鉢 口

底

高

14 深 鉢 口

底

高

土器の特徴 依存状態・備考

口縁くびれ部分から胴上部にかけ隆帯による区画が施され、区函内 口縁部下~胴部

に沈線文、三叉文が施文される

胴部中央から上部にかけ隆帯による区画を施し、区画内に沈線文、 胴上部~底部

三叉文を施文する

全体に沈線による文様が施文される 口縁~胴部破片

口縁部下に取手を持つ

横位の隆帯により胴部と口縁部が区画され、胴部には単節斜縄文が 口縁~胴上部

施文される

口縁部と胴部の境界に取手を持つ

沈線と隆帯により施文される 破片

口縁部に横位の隆帯により区画を施し、区画内に単節斜縄文を施文 口縁部破片

する

単節斜縄文を施文後沈線文を施す 破片

単節斜縄文を施文後沈線と隆帯による横位区画の文様を施す 破片

口唇部下に沈線による文様を施す 口縁部破片

隆帯による区画内に単節斜縄文を施す 破片

隆帯による区画内に単節斜縄文を施す ロ縁部破片

口唇部より沈線文を施す 口縁部破片

口唇部より沈線と隆帯により区画を施し、区画内に単節斜縄文を施 口縁部破片

文する

隆帯により区画され区画内に単節斜縄文を施文する 口縁部破片
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No 器種 法量(cm) 土 器の特徴 依存状態・備考

15 深 鉢 口 口縁部破片

底

品

16 1、~τ7 鉢 口 単節斜縄文を施文後沈線文を施す 破片

底

高

17 深 鉢 口 口縁部は横位の隆帯により区画され区画内に沈線文を施す 胴部は 口縁部カ〉ら胸部

底 矢羽状の沈線文と隆帯により施文される

局

18 i深 鉢 口 横位の隆帯による区画下により糸文を施す 破片

底

高

19 深 鉢 口 単節斜縄文を施文後隆帯による文様を施す 破片

底

戸司

J~2 号住

No 器種 法量(cm) 土器の特徴 依存状態・備考

l 深 鉢 口 胴部全体により糸文を施した後隆帯により胴部を区画する 破片

底

古1司主T

2 深 鉢 口 より糸文を施文後隆帯を施す 破片

底

局

3 深 吉本 口 40 口縁部は横{立の隆帯により区画され区画内に沈線文を施す。胸部は 口縁~底部

底 11. 2 口縁文様帯から垂下する沈線により区画され区画内に矢羽状の沈線

高 50 を施す

4 深 ま本 口 単節斜縄文を施す。磨滅が著しい 胴上部~底部ミニ

底 7 チュア

高 (10)

J~3 号住

No 器穫 法量(cm) 土器の特徴 依存状態・備考

1 深 鉢 口 沈線により渦巻き状の施文を施す 口縁部破片

底

高

2 深 鉢 口 口縁部は隆帯により施文され口縁部下は単節斜縄文が施される 口縁部破片

底

局

3 浅 鉢 口 口唇部より沈線と隆帯により区画され区画内に単節斜縄文を施す 口縁部破片

底 口縁文様帯部分に赤色顔料が塗布される
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No 器種 法量(cη) 土器の特徴 依存状態・備考

4 深 鉢 口 胴上部と思われる部分に隆帯による横位の区画が施されそこから垂 胴部破片

底 下する隆帯により区画される。胸部全体に無節斜縄文が施文される

両

5 深 鉢 口 46 口縁部は横位の隆帯と沈線により区画きれ区画内は櫛状工具による 口縁部~胴部

底 沈線文が施される。胴部も同様の沈線文が施される

高 (36)

6 深 鉢 口 口縁部は横位の隆帯により区画され区画内により糸文を施す。胴部 口縁部~網部破片

底 文様帯にかけて無文帯を持ち胴部にもより糸文を施す

高

7 深 鉢 口 口縁部と胴部のくびれ部分に隆帯を施し区画し腕部に単節斜縄文と 口縁部~胴部破片

底 隆帯を施文する

同

8 深 鉢 口 口縁部に隆帯と沈線による横位の区画を施し区画内に単節斜縄文を 口縁部破片

底 施す

両

9 h釘 τド， 鉢 口 口縁部に隆帯と沈線による横位の区画を施し区画内に沈線文を施す 口縁部破片

底

高

10 深 鉢 口 口縁部に隆帯と沈線による横位の区画を施し区画内に沈線文を施す ロ縁部破片

底

両

11 深 鉢 口 隆帯と刺突文を施す 破片

底

存可

12 h問ドF 鉢 口 隆帯による区画内により糸文を施す 破片

底

高

13 深 鉢 口 口縁部と服部の境に沈線文を施し胴部に単節斜縄文を施す 口縁部破片

底

高

J-4号住

No 器種 法量(cm) 土器の特徴 依存状態・備考

1 深 鉢 口 沈線と隆帯により文様構成された取手 取手

底

高

2 間、"ォド， 鉢 口 単節斜縄文が施される 底部

底 10 磨滅著しい

高 (11)

3 h、，軍κτ 鉢 口 単節斜縄文施文後隆手告を施す 破片

底

高

~211~ 



No. 器種 法量(cm) 土器の特徴 依存状態・備考

4 深 鉢 口 単節斜縄文施文後隆帯と沈線を施す 破片

底

高

5 h缶百~ 鉢 口 単節斜縄文施文後沈線を施す 破片

底

高

6 深 鉢 口 沈線文を施す 破片

底

高
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吹上遺跡、石器観察表

J ~ 1号住

No 器 種

l 石鉱

2 スクレイパー

3 スクレイノfー

4 石錐

5 ピエスエスキユ

6 打製石斧

7 打製石斧

8 打製石斧

9 打製石斧

10 磨製石斧

11 凹石

12 凹石

13 凹石

14 凹石

15 敵石

16 磨石

17 磨石

18 石皿

19 石皿

J~2 号住

No. 器 種

1 石鍍

2 打製石斧

3 打製石斧

4 打製石斧

5 凹石

6 凹石

石 材

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

蛇紋岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

結晶片岩

結晶片岩

石 材

黒曜石

頁岩

頁岩

安山岩

安山岩

安山岩

長さ (cm) 幅(cm) 厚き (cm) 重量(g) 備考

1.5 1.7 0.3 0.8 

1.8 1.2 0.4 0.9 

2.6 1.1 。.6 1.5 

3.2 1.3 0.5 2.3 

1.9 1.6 0.5 0.8 

8.6 3.5 1.8 54.0 

8.0 4.7 2.0 95.0 

10.4 4.2 1.5 81.0 

16.4 5.3 1.9 250.0 

9.5 5.4 2.9 280.0 

10.6 10.4 4.2 530.0 

8.7 7.4 5.3 415.0 

11.3 7.8 5.5 680.0 

13.1 5.3 4.6 420.0 

10.2 8.1 5.1 600.0 

14.6 6.7 6.7 1025.0 

18.5 10.1 6.1 1560.0 

(25.4) (10.9) 6.1 2500.0 

(19.7) (17.5) 19.7 3000.0 

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量(g) 備 考

2.4 1.5 0.4 1.0 

10.9 4.4 2.0 115.0 

7.3 5.7 2.7 135.0 

12.0 6.9 3.0 325.0 

7.9 6.7 5.3 285.0 

10.6 7.2 5.3 670.0 
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J-3号住

No 器 種 石 材 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g) 備 考

1 スクレイパー 黒曜石 2.4 l.4 0.5 l.2 

2 石錐 黒曜石 3.0 2.1 0.9 2.2 

3 打製石斧 頁岩 7.4 3.4 l.6 46.5 

4 打製石斧 砂質頁岩 9.7 3.5 l.7 70.0 

5 打製石斧 黒色頁岩 10.9 3.7 l.3 60.0 

6 打製石斧 頁岩 9.5 3.9 l.5 90.0 

7 打製石斧 頁岩 9.3 4.2 1.6 85.0 

8 石錘 安山岩 7.8 3.8 2.3 95.0 

9 磨石 安山岩 8.9 5.3 2.7 185.0 

10 凹石 安山岩 8.7 7.4 4.4 330.0 

11 凹石 安山岩 11.8 6.5 3.0 365.0 

12 磨石 安山岩 14.2 13.8 4.0 1180.0 

J-4号住

No 器 種 石 材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量(g) 備 考

1 打製石斧 頁岩 7.8 4.0 1.6 500.0 

2 打製石斧 頁岩 10.7 3.8 1.6 72.0 

3 磨石 安山岩 13.7 7.9 4.7 790.0 

4 凹石 安山岩 15.5 6.0 4.6 720.0 

5 凹石 安山岩 13.2 6.6 4.6 580.0 

土坑

No. 器 種 石 材 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g) 備 考

1 打製石斧 頁岩 6.8 3.8 1.1 55.0 

2 打製石斧 黒色頁岩 9.4 5.1 1.1 75.0 

3 打製石斧 頁岩 18.4 10.6 2.9 750.0 

4 打製石斧 黒色頁岩 5.2 5.1 1.4 75.0 

5 打製石斧 頁岩 12.0 6.9 3.4 325.0 

6 田石 安山岩 23.0 21. 4 7.5 5400.0 

7 鼓石 安山岩 14.1 6.3 6.0 785.0 

8 凹石 安山岩 11.2 8.8 5.7 685.0 

9 凹石 安山岩 10.9 6.1 4.1 390.0 

10 凹石 安山岩 7.5 6.8 4.4 340.0 

11 凹石 安山岩 11.0 8.9 4.2 650.0 
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グリッド

No 器 種 石 材 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g) 備 考

l 石鉱 黒曜石 2.1 l.7 0.4 l.0 

2 石鉱 チャート l.8 l.1 0.3 0.4 

3 石古族 黒曜石 l.9 l.4 0.3 0.5 

4 石古族 黒曜石 l.8 l.3 0.3 0.6 

5 スクレイパー 黒曜石 2.6 2.1 0.4 l.2 

6 スクレイパー 黒曜石 2.2 l.5 0.9 l.0 

7 石錐 黒曜石 2.6 l.6 0.6 l.3 

8 石錐 黒曜石 2.4 l.2 0.5 l.0 

9 ピエスエスキユ 黒曜石 l.5 l.1 0.6 0.8 

10 石匙 黒曜石 3.4 l.9 0.8 2.2 

11 スクレイパー 黒曜石 2.6 3.4 0.8 l.8 

12 スクレイパー 頁岩 5.5 5.2 l.8 42.0 

13 スクレイノ\~ 頁岩 4.8 3.8 l.2 20.0 

14 石匙 チャート 3.8 2.0 0.5 15.0 

15 スクレイパー 頁岩 3.8 8.5 l.2 38.8 

16 スクレイノ\~ 頁岩 4.2 9.2 l.9 45.0 

17 スクレイパー 頁岩 6.0 10.2 l.7 92.0 

18 スクレイノ\~ 頁岩 7.2 6.9 0.9 60.0 

19 スクレイパー 黒色頁岩 6.8 3.2 0.8 15.0 

20 スクレイパー 貰岩 12.4 10.0 l.0 520.0 

21 打製石斧 頁岩 9.2 4.4 2.0 100.0 

22 打製石斧 頁岩 8.3 4.9 2.6 125.0 

23 打製石斧 頁岩 10.9 5.9 2.3 160.0 

24 打製石斧 安山岩 10.9 4.0 l.9 100.0 

25 打製石斧 硬質頁岩 10.8 3.8 l.7 80.0 

26 打製石斧 頁岩 10.5 6.8 2.0 130.0 

27 磨製石斧 蛇紋岩 7.7 3.1 l.4 65.0 

28 磨製石斧 蛇紋岩 5.1 3.6 l.6 55.0 

29 磨製石斧 緑色岩類 5.5 3.0 l.3 45.0 

30 磨製石斧 緑色岩類 10.6 2.9 l.6 100.0 

31 磨製石斧 緑色岩類 6.8 6.4 3.8 240.0 

32 磨製石斧 緑色岩類 12.7 5.1 4.9 350.0 
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No 器 種 石 材 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g) 備 考

33 磨製石斧 緑色岩類 10.7 5.7 3.5 390.0 

34 磨製石斧 緑色岩類 8.6 4.2 2.2 130.0 

35 磨右 安山岩 4.7 4.2 3.7 90.0 

36 磨石 安山岩 5.3 5.0 4.5 150.0 

37 磨石 安山岩 6.6 4.0 2.9 80.0 線刻有

38 鼓石 安山岩 10.8 5.5 4.9 400.0 

39 蔽石 安山岩 13.4 5.5 4.8 605.0 

40 敵石 安山岩 13.6 6.2 4.6 610.0 

41 敵石 安山岩 12.5 7.4 4.2 606.0 

42 蔽石 安山岩 13.9 5.6 4.5 615.0 

43 蔽石 安山岩 14.0 4.4 3.3 400.0 

44 磨石 安山岩 l3.7 6.3 3.2 612.0 

45 磨石 安山岩 12.5 6.5 3.5 604.0 

46 磨石 安山岩 12.4 11.0 4.1 840.0 

47 磨石 安山岩 5.1 8.5 3.1 380.0 

48 凹石 安山岩 14.6 6.9 4.4 645.0 

49 凹石 安山岩 9.5 9.7 5.8 500.0 

50 凹石 安山岩 10.2 7.9 5.2 550.0 

51 凹石 安山岩 17.0 7.7 4.2 875.0 

52 凹石 安山岩 9.5 6.8 3.8 450.0 

53 凹石 安山岩 11.8 4.2 9.4 560.0 

54 石皿 安山岩 (27.5) (17.7) 11.1 4700.0 

55 石皿 安山岩 (18.0) (16.4) 7.5 2500.0 

56 石皿 結晶片岩 (18.0) (10.0) 4.5 2300.0 

57 石皿 安山岩 (12.0) (19.2) 8.0 2200.0 

58 石皿 結品片岩 (30.5) (9.7) 6.6 2700，0 

59 石皿 結晶片岩 (35.5) (18.5) 5.8 5180.0 

60 多孔棒状穣 結晶片岩 (48.0) (12.5) 10.5 11000.0 
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吹上遺跡石器組成表

J-1号住

器

石

石

種

ま族

錐
A 

スクレイパー A
類

R . F . A 

ピエス・エスキーユ

計

B 打 製 石 斧

類 スクレイノ"- B 

計

凹 石

磨 石
C 

鼓 石類
石 皿

計

D 磨 製 石 斧

類 計

lEL 1 計

J-2号住

器 種

A 石 革主

類、 計

打 製 石 斧
B 

そ の 他
類

計

C 凹 石

類 計

メ仁与1 計

石 材 計

ob 

l 1 

l 1 

3 3 

5 5 

l I 

11 11 

Sh An 

7 2 9 

1 1 2 

8 3 11 

An Sc 

4 4 

4 4 

2 2 

2 2 

10 2 12 

蛇紋岩

1 1 

1 I 

30 5 35 

石 材 言十

ob 

1 1 

1 l 

Sh Aロ

2 1 3 

1 1 

3 l 4 

An 

2 2 

2 2 

6 1 7 



J-3号住

器 種 石 材 計

ob 

石 錐 1 1 

A スクレイノ'¥- A I l 

類 R F . A 1 l 

計 3 3 

Sh Bsh 

打 製 石 斧 4 1 5 
B 

そ の f也 2 2 
類

言十 6 1 7 

An 

凹 石 2 2 
C 

磨 石 2 2 
類

計 4 4 

J仁午コ 計 13 1 14 

J-4号住

器 種 石 材 計

Sh 

打 製 石 斧 2 2 
B 

そ の 他 1 1 
類

計 3 3 

An 

凹 石 2 2 
C 

磨 石 l 1 
類

言十 3 3 

J口午 計 6 6 

土坑

器 種 石 材 言十

Sh Bsh 

B 打 製 石 斧 3 2 5 
類 計 3 2 5 

An 

凹 石 4 4 
C 

磨 石 1 1 類
蔽 石 l 1 

計 6 6 

9 2 11 
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調査区

器 種 石 材 計

ob ch 

石 錐 5 2 7 

石 錐 3 3 

石 匙 1 1 2 
A 

スクレイパー A 10 10 
類

R . F A 13 13 

ピエス・エスキーユ 1 1 

計 33 3 36 

Sh Hsc Bsh An 

打 製 石 斧 7 1 3 11 

B スクレイノ"~ B 9 2 11 

類 そ の 他 2 1 3 

計 18 1 2 4 25 

An Sc 

凹 石 8 8 

磨 石 10 8 
C 

蔽 石 6 6 
類

石 皿 6 3 6 

計 27 3 30 

Sc 

D 多 子L 棒 状 磯 I 1 
類 計 1 

l仁Lコ 計 79 7 2 4 93 
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吹上遺跡遺物観察表

Y-3号住

No 器種 法量(cm)

1 高杯 口

底

高

2 底部 口

底 6.0 

高

3 底部 口

底

高

4 底部 口

底 6.5 

高(3 0) 

5 底部 口

底 6.0 

高 (l.5) 

6 底部 口

底(7.2) 

高 (2.2) 

7 底部 口

底 (11.0)

高 (8.0) 

8 査 口

底 7.8 

高 (12.8)

9 破片 口

底

高

10 高杯 口 (15.6)

底

高(5.9) 

11 小型斐 口

底 6.0 

高 (10.1)

12 小型斐 口 13.7 

底 7.0 

品 16.0 

13 墾 口 (20.0)

底

高 (18.6)

14 士宜宣 口

底

高

15 査 口 2l.4 

底

高 (10.5)

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

外面・へラミガキ 胎砂粒を少量含む 破片

内面:杯部横ミガキ、底部へラケズリ 色燈色 3区下層

焼良

外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部完形

内面:横方向へラミガキ 色にぶ、い憧色 14区下層

焼良 *外面スス付着

外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

内面:横方向へラミガキ 色褐色 上層

焼 *内外面スス付着

内外面共に磨滅著しく不明瞭 胎砂粒を含む 底部のみ

色燈色 6区下層

焼やや不良

外面ー縦ナデ 胎細砂粒を含む 底部のみ

内面ヘラナデ 色にぶい燈色 上層

焼良

内外面共へラミガキ 胎砂粒を少良含む 破片

色にぶい櫨色 上層

焼やや不良

内外面共に磨滅著しい 胎砂粒を含む 底部の破片

色にぶい燈色 10区下層

焼不良

外面・縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 胴中部より下2/3

内面:横方向へラミガキ 色にぶい燈色 *内面スス付着

焼良 10区1層

外面:口唇部きざみ有り 胎砂粒を含む 破片

体部横ナデ 色黄土色 床直

内面:横ナデ 焼やや不良

外面:口縁部V字切り込み飾り、体底部不定 胎砂粒を少量含む 郎部1/2

方向へラミガキ、内外面赤色塗彩 色赤色 10区1層

内面杯部不定方向へラミガキ 焼良

外面:頚部簾状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 1/3 

内面:磨滅著しく不明瞭 色にふ、い褐色 *内外面にスス付着

焼やや不良 10区1層

外面:口縁部横ナデ、口縁部~頚部単止簾状 胎砂粒を含む 3/5 

紋 色赤褐色 15区1層

胴上部波状紋 焼不良

内面:口縁部横ナデ、以下斜ナデ

外面:口縁部横ナデ、口辺部斜ナデ、頚部二 胎砂粒を含む 口縁部~胴上半部2/

連止簾状紋、胴上部波状紋、胴上半部 色燈色 3 

横ナデ 焼良 *外面スス付着、磨

内面:横へラミガキ 滅著しい

外面:頚部簾状紋、胴上部波状紋、胴上半部 胎砂粒を含む 破片

縦方向波状紋 色にぶい掻色 10区1層

内面:横方向へラナデ 焼良

外面:口縁部横ハケ目、口辺部縦ハケ目、頚 胎砂粒を含む 口縁部~頚部のみ

部単止簾状紋 色 にぶい黄褐色 *内外面スス付着

内面:ロ縁部横ナデ、口辺部斜ナデ 焼良 3区下層
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No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

16 士宣 口 外面:頚部単止簾状紋、胴上部波状紋、胴中 胎砂粒を含む 口縁部~頚部欠損

底 19.5 央部横へラミガキ、下半部斜へラケズ 色澄色 *外面スス付着

高 (32.5) リ、胴一部赤色塗彩 焼良 6区下層

内面;頚部斜ハケ目、胴上部横へラナデ、胴

下部横ナデ

Y-4号{主

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 5字護 日 (14.0) 外面:口辺部横ナデ、頚部~胴上部斜ハケ目 胎砂粒を少量含む 口辺部~胴上部破片

底 内面:横ナデ 色にぶい燈色 16区1層

高 (3.2) 焼良

2 小型斐 口 14.8 外国:口縁部横ノ¥ケ目、キザミ模様頚部縦ノ、 胎細砂粒を含む 完形

底 6.0 ケ日後櫛描波状紋 色赤褐色 *上半部スス付着

高 17.3 中胴部~下部斜方向ハケナデ 焼良 10区l層

内面:口縁部横ナデ、頚部以下斜ノ、ヶ目

3 高巧= 口 (19.2) 内外面共杯部放射状へラミガキ 胎砂粒を少量含む 杯部の破片

底 色 権 色 15区1層

高(3 5) 焼良

4 小型主主 口 (10.0) 外面.口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/3 

底 ズリ 色 にぶい黄樫色 *内外面にスス付着

同 8.7 内面:口縁部横ナデ、不定方向ナデ 焼良

5 器台 口(8.8) 内外面共に杯部放射状へラミガキ 胎砂粒を少量含む 杯部1/4

底 色樟色 45区l層

高(2.3) 焼良

6 台付斐 口 外面;台部斜ハケ目 胎砂粒を含む 台の一部分

底 内面.へラナデ 色にぶい撞色 23区1層

高(4.0) 焼良

7 杯 口 (14.0) 外面 口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

底 内面:横ナデ 色にぶい樺色 38区l層

高(1. 9) 焼良

Y-5号住

No. 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 宜士E 口 20.0 外面:口縁部波状紋、頚部櫛描T字紋 胎砂粒を多量に含 口辺部~頚部のみ

底 内面:横ナデ む *内外面共に磨滅著

高 (10.5) 色にぶい燈色 しい

焼不良

2 台付婆 口 外面脚上部斜ハケ白状ナデ 胎砂粒を少量含む 脚部破片

底(8.7) 内面裾部折り返し 色にぶい樟色

高(4 5) 焼良

3 底部 口 外面ーハケ白状ナデ 胎砂粒を含む 底部のみ

底(8.9) 内面縦へラナデ 色にぶい樟色

高(5.8) 焼良

Y-6号住

器形・技法等の特徴 l胎土・色調・焼成 l依存状態・備考

外面:~頭部四連止簾状紋、胴上半部波状紋 |胎 砂粒を含む 11/5 
内面:横へラミガキ |色 にふやい褐色 1*外面スス付着

焼良 1 46区l層
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

2 斐 口 外面:胴上半部波状紋 胎砂粒を含む 腕上半部一部

底 内面:へラミガキ 色にぶい燈色 46区1層

高 (6.8) 焼良

3 斐 口 外面波状紋 胎砂粒を含む

底 内面横へラミガキ 色 にぶい黄槍色 35区I層

高(4 0) 焼良

4 婆 口 外面波状紋 胎砂粒を含む 一部

底 内面横ナデ 色 にぶい黄燈色 23区1層

高(4.5) 焼良

5 斐 口 外面:口辺部波状紋、頚部簾状紋 胎砂粒を含む 口縁部~頚部一部

底 内面:横ナテ 色黒褐色 4区 l層

高 (3.1) 焼良

6 斐 口 外面:上部波状紋、横ナデ 胎砂粒を含む 一部

底 内面:横ナテ 色にぶい燈色 30区1層

高 (7 2) 焼良

7 査 口 外面:波状紋、胴中央部へラケズリ 胎砂粒を含む 胴上半部部

底 内面:横ナデ 色黒褐色 29区 I層

高 (6 3) 焼良

8 底部 口 内外面共にへラミガキ 胎砂粒を含む 底部2/5

底 (10.3) 色にぶい檀色 一部スス付着

高(2.6) 焼良 46区1層

9 高均二 口 外面へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部のみ

底 8.6 内面・横ナデ 色赤褐色 39区1層

高(6.5) 焼良

Y~7 号住

No 器種 j去量(叩) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

l 土甘 口 15.0 外面:口辺部不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む

底 内面:へラミガキ 色赤色 *麿滅著しく不明瞭

高(5.0) 焼良 内外面共に赤色

21区1層

2 局杯 口 外面:脚部縦方向へラケズリ、裾部横ナデ 胎砂粒を含む 脚部~杯底部のみ

底 7.5 内面:横ナデ 色にぶい後色 *内外面スス付着

高 6.2 焼良

3 高均二 口 16.0 外面'口縁部横ナデ、体底部縦方向へラケズ 胎砂粒を含む 琢部のみ

底 リ 色にぶ:い燈色 2区2層

高 (6 0) 内面:斜ナデ 焼良

4 宜士E 口 (13.8) 外面:口縁部横ナテ¥口辺部ハケ白状ナデ、 胎細砂粒を含む 口縁部~胴上部1/

底 頚部~胴上部波状紋、胴下部へラミガ 色 にぶい赤褐色 4区1層

局 17.7 キ 焼良 3区2層

内面ー口辺部横ナデ、胴下部へラミガキ

5 底部 口 外面:胴下半部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 胴下半部~底部のみ

底 7.9 内面:斜ハケ目状ナデ 色 にぶい赤褐色 1区2層

高(4.6) 焼やや不良

6 主主 口 (24.4) 外面:口辺部横ナデ、頚部~胴上部櫛描紋、 胎砂粒を含む 口縁部~胴中部1/2

底 胴上部円形浮紋有り 色燈色 4区1層

高 20.0 内面:口辺部横ナテ¥頚部へラナテ 焼やや不良



Y-8号住

No. 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 t 宜宣 口 外面胴上部波状紋 胎砂粒を多量に含 破片

底 内面横へラミガキ む 5区l層

高(5.9) 色にぶい褐色

焼良

2 斐 口 外面 頚部二連止策状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 胴上部の破片

底 内面:横へラミガキ 色にぶい桜色

高(5.6) 焼良

3 斐 口 外面.胴上部波状紋 胎細砂粒を含む 口縁部~胴上部破片

底 内面:横へラミガキ 色灰褐色 8区l層

高(4.3) 焼良

Y-9号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 査 口 外面頚部二連止簾状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面・磨滅 色 桜 色 25区2層

高 (7 5) 焼やや不良

2 宜士E 口 外面頚部二連止簾状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面・磨滅 色 にぶい黄櫨色 24区1層

高(6.5) 焼良

3 宝~ 口 外面:胴上部波状紋 胎砂粒を多量に含 破片

底 内面・磨滅 む *外面スス付着

高(9.3) 色 にぶい黄燈色 28区3層

焼やや不良

4 士宣E 口 外面頚部簾状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面へラミガキ 色 燈 色 24区3層

高 (5.5) 焼良

5 台付王室 口 外面・ 5霊受部斜ハケ目 胎砂粒を含む 脚台部のみ

底 9.5 内面斜ないし横ナデ、裾部折返し 色明赤褐色 27区l層

高(7.4) 焼良

Y-10号住

No 器種 法量(叩) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

l E霊 口 外面:口唇部キザミ、口縁部波状紋、口辺部 胎砂粒を含む 破片

底 ハケ目 色にぶい棒色 3区1層

高 (7 0) 内面:横方向へラミガキ 焼やや不良

2 宜古 口 外面:頭部二連止簾状紋、胴上半部波状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面:横へラミガキ 色 にぶい赤褐色 *スス付着

高(9 3) 焼良 13区1層

3 霊童 口 外面:口唇部キザミ、口縁部波状紋、口辺部 胎砂粒を含む 破片

底 ハケ目、頚部簾状紋 色にぶい黄燈色 キ外面スス付着

高(6.5) 内面:横ナデ 焼やや不良 床直

4 査 口 内外面共にへラナデ 胎砂粒を含む 破片

底 色にぶい撞色 4区l層

高 焼良

5 斐 口 外面波状紋 胎細砂粒を含む 破片

底 内面・へラナデ 色にぶい燈色 11区ベルト 1層

両 焼やや不良
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N日 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

6 窪 口 外面:~頭部簾状紋 胎砂粒を少量含む 破片

底 内面:横へラミガキ 色にぶい樟色 床直

局 焼良

7 宜士E 口 外面:口辺に巻きとげ痕 胎砂粒を含む 破片

底 内面:横ナデ 色赤褐色 4区2層
主同主 焼良

8 整 口 外面:波状紋 胎砂粒を少量含む 破片

底 内面:磨滅 色にぶい燈色 12区2層

高 焼良

Y-11号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 ~ 口 外面:頭部二連止簾状紋、胴上部波状紋、胴 胎砂粒を含む 1/2 

底 8.5 中央~下半部縦及び斜へラケスリ後へ 色にぶい燈色 1区1層

高 (31.2) ラミガキ、胴部波状紋下赤色塗彩 焼やや不良

内面:磨滅著しく不明瞭

Y-12号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 高杯 口 11.6 内外面共に磨滅著しいがへラミガキ有り 胎砂粒を含む 口縁部のみ欠損

底 7.7 底部内面を除く全面に赤色塗彩 色赤色 4区 2層

局 11.0 焼やや不良

2 鉢 口 13.0 外面:縦へラミガキ 胎砂粒を含む 3/4 

底 4.8 内面:横へラミガキ 色赤色 3区ベノレト 2層

両 7.0 底面を除く全面に赤色塗彩 焼やや不良

3 底部 口 外面:縦へラミガキ 胎砂粒を少量含む 底部の破片

底 6.6 内面:不定方向へラミガキ 色黄褐色

高 (2.0) 焼やや不良

4 底部 口 外面.縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ完形

底 6.8 内面:不定方向へラミガキ 色にぶい澄色 *内外面共にスス付

局 焼やや不良 着

2区 2層

5 底部 口 外面.縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部完形

底 6.6 内面:不定方向へラミガキ 色燈色 *外面スス付着

高 焼やや不良 4区 2層

6 古宣 口 16.8 外面.口縁部横ナデ、口縁部~頚部縦へラミ 胎砂粒を少量含む 4/5 

底 9.2 ガキ、頚部二連止簾状紋、胴部縦方向 色にぶい澄色 キ外面に多量のスス

高 30.7 へラケズリ後上部波状紋、中部横方向 焼良 付着

へラミガキ、下半部縦方向へラミガキ 4区 2層

内面.横へラミガキ

7 査 口 17.2 外面:口辺部縦ないし斜へラミガキ、頚部二 胎砂粒を少量含む 9/10 

底 7.6 連止め簾状紋、胴上部波状紋、胴中部 色にふ、い樫色 *口縁部1.5cm位僅

高 28.2 横へラミガキ、下半部縦へラミガキ後 焼良 かな膨らみを持ち

横へラミガキ 胴中央で横に張り

内面:口辺部横ないし斜へラミガキ、胴部横 出す

ないし斜へラミガキ *外面スス付着

4区 2層
」
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No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

8 査 口 2l.0 外面.口縁部横ナデ、頚部縦へラミガキ二連 胎砂粒を含む 口縁部~頚部のみ

底 止簾状紋 色 糧 色 4区2層

高 (18.0) 内面 頚部斜及び横方向へラミガキ 焼やや不良

9 1!f 口 2l.9 外面:口縁部~頚部波状紋、頚部二連止簾状 胎砂粒を含む 口縁部~胴上半部1/

底 紋及び波状紋 色 にぶい黄燈色 2 

高 (15.5) 内面 口縁部~頭部へラミガキ 焼良 4区2層・床直

胴上半部磨滅の為不明瞭

10 小型警 口 (14.5) 外面:口縁部~胴上部櫛描波状紋、頚部二連 胎砂粒を含む 3/4 

底 7.2 止策状紋、胴下半部縦方向へラミガキ 色赤褐色 *内外面にスス付着

戸司 19.5 内面:横部斜方向へラミガキ 焼良 4区2層

11 警 日 外面.f頭部簾状紋、胴上部波状紋、胴中部横 胎砂粒を少量含む 頚部以下

底 7.6 方向へラミガキ、下部縦方向へラミガ 色 にぶい黄櫨色 4区2層

高 (14.9) キ 焼良

内面:斜横方向へラミガキ

12 至宝 口 外面:櫛描紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色にぶ、い燈色 4区2層

高 焼良

Y-13号住

Nc 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 婆 口 (13.7) 外国 口辺部横ナデ、頚部~胴中央部波状紋 胎砂粒を含む 口縁部~胴中央部1/

底 内面.横方向へラミガキ 色にぶい褐色 3 

高 (10.7) 焼不良 *内外面一部スス付

着

2 警 口 外面.頚部二連止簾状紋、胴上半部波状紋、 胎砂粒を含む 破片

底 中央部ハケ自 色灰褐色 1区1層

高(9.6) 内面.横へラナデ 焼良

3 警 口 外面.口辺部横ナデ、頚部~胴上半部波状紋、 胎砂粒を含む 口縁部~胸中央部

底 胴中央部ミガキ、磨滅著しい 色 にぶい赤褐色 1/6 

高 (18.5) 内面.横へラミガキ 焼やや不良 2区l層

4 査 口 23.7 外面・横ナデ 胎砂粒を含む 口辺部3/4

底 内面:横ナデ後横へラミガキ 色 糧 色 *内外面共著しく磨

高 (10.2) 焼 不 良 滅

2区1層

Y-14号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 査 ロ 外面:口辺音Hハケ目、頚部二連止簾状紋、胴 胎砂粒を少量含む 9/10 

底 9.7 上部波状紋、斜横方向へラミガキ、胴 色 燈 色 *外面スス付着

高 (33.5) 中部~下部縦方向へラミガキ 焼良 1区2層

内面 口縁部横ナデ、口辺部~胴下部横方向

へラミガキ

2 宜士E 口 外面胴中央部波状紋、腕下半部へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 7.0 内面.横方向へラミガキ 色明赤褐色 *内外面スス付着

高(9.0) 焼 不 良 2区2層

3 ミニチュア 口(9.1) 外面:縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

底(4 4) 内面:横方向ヘラナデ 色 にぶい黄櫨色 ネ内外面共に粗雑

高 8.5 1区2層
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Y-15号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 窪 口 外面 頚部二連止策状紋、胴上半部波状紋 胎砂粒を含む 胴上半部1/5

底 内面・横へラミガキ 色 にぶい黄燈色 *外面少量スス付着

高(7.4) 焼やや不良 2区2層

2 ~ 口 外面:頚部二連止簾状紋、胴上部波状紋、以 胎砂粒を含む 胴上部2/5

底 下へラミガキ 色 にぶい赤褐色 *外面多量のスス付

高 (11.5) 内面:横へラミガキ 焼良 着

3区 1層

3区2層

Y-16号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 底部 口 外面:へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 6.4 内面:へラミガキ 色 にぶい赤褐色 *内外面スス付着外

高(3.4) 焼やや不良 面磨滅著しい

底部網代痕有り

1区 1層

2 高杯 口 外面:へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部1/2

底(7.8) 内面:へラナデ 色赤色 2区 1層

高(6.7) 内外面共に磨滅著しい、赤色塗彩 焼不良

3 高杯 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部のみ1/2

底 8.3 内面:斜方向へラミガキ 色絵色 *外面スス付着

高 焼やや不良 1区 I層

4 高杯 口 外面縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 脚部のみ

底 内面.へラナデ 色褐色 4区壁

高(5 0) 焼良

5 高杯 口 外面:へラミガキ、赤色塗彩 胎砂粒を含む 脚部1/2

底 内面:へラケスリ 色赤色 4区壁

高(4 8) ;焼良

6 蓋 口 外面.縦へラミガキ 胎砂粒を含む 上部のみ

つまみf圭 3.0内面:磨滅 色にぶ:い樫色 3区 1層

高 焼良

7 ミニチュ 口 内外面共に磨滅著しい 胎砂粒を含む 底部のみほぼ完形

アの底部 底 3.0 色にぶい燈色 *内外面共にスス付

高 焼やや不良 着

3区 l層

8 底部 日 外面:不定方向へラケズリ 胎砂粒を含む 破片(底部のみ)

底 4.2 内面:不定方向へラミガキ 色樫色 3区1層

両

9 小型斐 口 7.5 外面:口縁部横ナデ、頚部、胴部縦へラミガ 胎砂粒を含む 9/10 

底 3.4 キ 色にぶ:い赤褐色 *内外面にスス付着

高 8.1 内面:横へラミガキ 焼やや不良 3区1層

10 小型斐 口 9.0 外面:口縁部横ナデ、胴上半部波状紋、頚部 胎砂粒を含む 完形

底 4.6 二連止策状紋、胴中央部~下半部へラ 色 にぶい黄櫨色 *内面一部スス付着

両 9.0 ミガキ 焼やや不良 3区 l層

内面:頚部~底部へラミガキ



No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

11 鉢 口 (12.2) 内外面共に磨滅しており不明瞭 胎細砂粒を含む 1/4 
底 4.9 内外面に赤色塗彩 色赤褐色 2区1層
局 5.5 焼不良

12 鉢 口 24.8 外面:口縁部横ナデ 胎砂粒を含む キ内外面にスス付着

底 内面:口縁部ハケナデ 色棒色 3区1層

信J 8.0 

13 ~ 口 17.4 外面:口辺部へラミガキ、頚部二連止簾状紋、 胎砂粒を含む 8/10 

底 7.4 胴上部波状紋、胴中央横へラミガキ、 色淡い掻色 *外面にスス付着

高 25.4 胴下部縦へラミガキ 焼やや不良 l区l層

内面:横へラミガキ 2区1層

14 王室 口 外面頚部二連止簾状紋、胴上半部波状紋、 胎砂粒を含む 2/3 

底 8.0 胴下半部縦へラミガキ後中央部横へラ 色燈色 *一部スス付着

高 (24.8) ミガキ 焼やや不良 2区1層

内面:微かにへラミガキ跡有るが、磨滅著し

し〉

15 小型婆 口 15.5 外面・口縁部波状紋、頚部二連止簾状紋、胴 胎砂粒を含む 2/5 

底 上部波状紋、胴中位及口辺部にへラミ 色赤褐色 1区1層

高 (13.3) ガキ 焼良

内面:口辺部~胴部斜横位へラミガキ

16 小型警 口 14.1 外面:口縁部~胴上部波状紋、口辺部縦、斜 胎砂粒を含む 口縁部~胴中部2/5

底 ハケナデ、頚部二連止簾状紋、下部へ 色にぶい褐色 *外面スス付着

高 (12.7) ラミガキ 焼良 2区1層

内面:へラミガキ

17 小型斐 口 13.6 外面 口辺部波状紋、頚部二連止簾状紋及び 目白 砂粒を含む 日縁部~頚部のみ

底 波状紋、胴上部波状紋 色赤褐色 3区1層

両 (8.0) 内面:横へラミガキ 焼良

18 小型登 日 15.4 外面:[コ縁部横ナデ、口辺部波状紋、頚部簾 胎砂粒を含む 5/6 

底 6.9 状紋、胴上半部波状紋、胴上半部~底 色にぶい黄樟色 *全体に磨滅著しい

高 24.2 部へラミガキ 焼不良 3区1層

内面.口辺部横へラミガキ、体部斜へラミガ

キ

19 小型査 口 16.7 外面:口縁部折り返し波状紋、口辺部不定方 胎砂粒を少量含む 9/10 

底 7.3 向へラミガキ、頚部二連止簾状紋、胴 色にぶい黄燈色 3区l層

高 22.5 上部波状紋、胴中~下半部横へラミガ 焼不良

キ後縦へラミガキ

内面:横ナデ

20 宜士E 口 22.7 外面 白縁部横ナデ、口辺部縦へラケズリ、 胎砂粒を含む 口縁部~頚部のみ

底 頚部二連止簾状紋 色掻色 *内面にスス付着

高 (12.7) 内 面 横 ナ デ 焼良 3区l層

21 斐 口 16.4 外面頚部~胴上部櫛描波状紋、胴中央横へ 胎砂粒を含む 3/4 

底 8.2 ラミガキ、胴下半部縦へラミガキ 色燈色 *内外面にスス付着

高 21.2 内面全体に横へラミガキ 焼やや不良 内面磨滅著しい

22 警 口 16.4 外国.口縁部~胴上部波状紋、胴中部横方向 色にぶい権色 口縁部~胴部2/5

底 ヘラミガキ、下部縦方向へラミガキ 焼不良 l区1層

高 (18.0) 内面横へラミガキ 3区1層

23 査 口 14.3 外面:口辺部横ナデ、頚部~胴上部波状紋 胎砂粒を含む 口辺部~頚部のみ

底 内面 口縁部横ナデ、頚部~胴上部不定方向 色にぶい黄燈色 *スス付着

高 (10.7) ヘラミガキ 焼不良 4区壁
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No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

24 小型壷 口 12.4 外面‘口縁部折り返し、頚部二連止簾状紋 胎砂粒を含む 9/10 

底 5.0 内面横ナデ 色樟色 3区1層

高 15.8 焼やや不良

25 壷 口 16.6 外面:口辺部磨滅著しく不明瞭、胴上部斜ナ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部のみ

底 デ後波状紋有り、胴中央部縦へラミガ 色淡い樟色 *内外面にスス付着

高 (15.2) キ 焼良 ベノレト 4区

内面:磨滅著しい

26 小型婆 口 外面:胴上部波状紋、胴中央部横へラミガキ、 胎砂粒を含む 1/2 

底 5.2 胴下半部縦へラミガキ 色にぶい褐色 ネ外面にスス付着

高 (11.3) 内面.胴中部横へラミガキ、胴下半部不定方 焼良 1区1層

向へラミガキ 2区1層

27 宣古 口 外面:胴上部波状紋、胴下半部縦へラミガキ 胎砂粒を含む 1/2 

底 10.8 内面:横ないし斜ナデ 色燈色 3区l層

高 (37.5) 焼やや不良

28 斐 口 外商.頚部二連止簾状紋、胴上部波状紋、中 目白 細砂粒を含む 頚部~胴中部2/5

底 部へラミガキ 色 樟 色 ベルト 2区

高(7.0) 内面.へラミガキ 焼やや不良

29 主喜 口 15.3 外面.口縁部波状紋、頚部二連止簾状紋、胴 胎砂粒を含む 2/3 

底 上部波状紋、胴中部~下部へラミガキ 色赤褐色 *外面全体に磨滅

高 (10.0) 内面:口縁部横ナデ、胴部へラミガキ 焼やや不良 内面部分的に磨滅

内外国にスス付着

3区1層

30 Z喜 口 外面胴上部波状紋 色樫色 破片

底 内面へラナデ *内外面スス付着

高 1区1層

31 斐 口 外面・頚部簾状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色淡樟色 3区1層

高

32 底部 口 外国縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 2/3 

底 6.6 内面.へラナデ 色にぶい燈色 *内外面共にスス付

高 焼やや不良 着

33 底部 口 内外面共に磨滅著しい 胎砂粒を含む 底部のみ3/4

底 9.3 色燈色 3区1層

高 焼良

34 底部 口 内外面共にへラミガキ 胎砂粒を含む 底部3/4

底 10.3 色にぶい燈色 *内面スス付着

高(5.0) 焼不良 ベルト 2区

35 底部 口 外面下半部縦へラミガキ 胎砂粒を含む 下半部~底部のみ

底 ヨーI 内面.斜へラミガキ 色樫色 3区1層

高 (3.5) 焼やや不良

36 底部 口 外面・下半部縦へラミガキ 胎砂粒を含む 1/3 

底 7.0 内面.横へラミガキ 色赤褐色 *内外面共に磨滅著

高(9.0) 焼不良 しい

37 小型斐 口 外面:胴中央横へラミガキ、胴下半部斜及び 胎砂粒を含む l区1層

底 6.2 縦へラミガキ 色赤褐色

高 (10.4) 内面.胴下半部横ナデ?後一部へラミガキ 焼やや不良
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考 | 
38 警 口 外面へラミガキ 胎砂粒を含む 胴部の破片

底 内面不定方向へラミガキ 色にぶい燈色 *内外面共にスス付

高 焼やや不良 着

4区壁

39 宜1!f 口 外面:胴上部櫛描紋 胎砂粒を含む 胴中央部の破片

底 縦直線+横直線のT文字 色澄色 3区1層
三r司主f 内面:斜へラミガキ 焼良

40 斐 口 外面:頚部簾状紋 胎砂粒を含む 破片

底 胴上部波状紋 色燈色 *外面スス付着

主F主ヨr 内面:横へラミガキ 3区l層

Y-17号{主

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 高杯 口 18.6 外面.口縁部横ナデ、体底部横ないし斜へラ 胎砂粒を含む 2/3杯部欠損

底 ケズリ、脚部縦へラミガキ 色澄色 4区2層

高 (13.2) 内面.杯部横ナデ、脚部縦ナデ後横ナデ 焼やや不良

2 角杯 口 10.2 外面.縦へラケズリ 胎砂粒を多量に合 脚部のみ

底 内面へラナデ む 2区3層

高(9.0) 色澄色

焼良

3 両杯 口 12.4 外面 口縁部横へラミガキ、体部縦へラミカ、 胎砂粒を含む 杯部2/3

底 キ、内外面に赤色塗彩 色赤色 2区3層

高(5.5) 内面不定方向ヘラミガキ 焼やや不良

4 高杯 口 外面縦方向へラミガキ 目白 砂粒を少量含む 1/2脚部のみ

底 内面へラナデ 色にぶい燈色 2区1層

高(8 5) 焼良

5 高杯 口 外面縦へラミガキ、杯受部横へラミガキ 胎砂粒を含む 1/2脚部のみ

底 (14.4) 内面・縦へラナデ、裾部横ナデ 色にぶ:い黄燈色 4区1膚

高(8.0) 焼良

6 柑 口 外面磨滅著しいが、一部横へラミガキ有り、 胎砂粒を少量含む 2/3H同司Hのみ

底 赤色塗彩 色赤色 3区1層

高(7.2) 内面不明瞭 焼不良

7 増 口(9.2) 外面 口辺部横ナデ、胴部横方向へラケズリ 胎砂粒を含む 2/5 

底 4.1 内面 白辺部横ナデ、胴部指ナデ 色にぶい撞色 *内外面にスス付着

両 8.6 焼良 4区2層

8 台付斐 口 外面へラケズリ 胎砂粒を含む 4/5台部のみ

底 内面へラナデ 色にぶい黄燈色 2区2層

高(6.8) 焼やや不良 4区l層

9 小型斐 口 9.2 外面 口辺部横ナデ、胴上部斜へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部2/3

底 内面横ナデ 色にぶい燈色 3区2層

高 (5.0) 焼良 2区l層

10 パレス 日 (23.6) 内外面共に横ナデ 胎砂粒を含む 1/4杯部のみ

宜1!f 底 色燈色 3区1層

高(6 3) 焼やや不良 4区1層

11 ノfレス 口 (19.0) 内外面共に口辺部横ナデ 胎砂粒を含む 1/3 口辺部のみ

士宜E 底 色にぶい燈色 4区1層

高 3.0 焼良
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No 器種 j去量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

12 整 口 12.4 外面 口縁部~頚部横、縦ハケ日後横へラミ 胎細砂粒を含む 3/5 

底 7.0 フヴキ、胴上部波状紋、胴下部縦へラミ 色赤褐色 *外面胴下部磨滅、

高 (2l.0) ガキ 焼艮 内外面にスス付着

内面:口縁部~頚部斜ノ¥ケ日後へラミガキ、 5区3層

胴上部横へラミガキ、腕下半部斜ノ¥ケ 6区3層

後へラミガキ

13 斐 口 外面:頚部三連止簾状紋、胴上部波状紋、胴 胎砂粒を含む 1/3 

底 中部~下部へラミガキ 色にぶい燈色 4区3層

高 (22.5) 内面・磨滅 焼不良

14 斐 口 外面 口辺部波状紋、頚部二連止簾状紋、胴 胎砂粒を含む 1/3 胴上部のみ

底 上部波状紋 色にぶい赤褐色 2区3層

高 (9 5) 内面横へラミガキ 焼良

15 斐 ロ 外面縦へラミガキ 胎砂粒を含む 胴下半部~底部のみ

底 8.0 内面横へラミガキ 色赤褐色

高 7.6 焼不良

16 士宮E 口 18.2 外面:口縁部縄文様、口縁部~頚部径 1cm程 胎砂粒を含む ヨ/10
底 9.2 の紐 7本の輪積み痕有り、頚部~胴上 色にぶい綬色 *外面胴下部にスス

高 32.8 部縦ハケ目後波状紋、胴中下部へラミ 焼やや不良 付着

ガキ 5区3層、 I層

内面横へラミガキ

17 き喜 口 外面 口縁吉田折り返し、口辺部波状紋、頚部 胎砂粒を含む 口辺部一部

底 簾状紋 色赤褐色 *内面スス付着

両 内面横へラミガキ 焼不良 4区3層

18 E霊 口 外面 口辺部波状紋、頚部三連止策状紋 胎砂粒を少量含む 口辺部一部

底 内面:へラミコヴキ 色澄色 1区2層

局 焼良

19 護 口 16.0 外面:口縁部~体部へラミガキ、頚部二連止 胎砂粒を含む *タ1ト函磨滅著しくス

底 7.1 簾状紋、頚音.~~胴上部櫛描波状紋 色にぶい燈色 ス付着

同主主? 28.5 内面:横へラミガキ 焼良 5区3層

20 査 口 16.0 外面頚部二連止策状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む

底 内面横へラミガキ 色赤褐色

高 (7 6) 焼良

21 小型婆 口(8 6) 外面:上部櫛描波状紋 胎砂粒を含む 口辺部1/3

底 中部簾状紋 色褐色 4区3層

高 (5 3) 底部櫛描波状紋 焼良

内面横へラミガキ

22 小型斐 口 外面.頚部簾状紋 胎砂粒を少量含む 破片

底 胴上部波状紋 色燈色 4区3層

三同主r 内面:横へラミガキ 焼良

23 高巧て 口 外面:磨滅している 胎砂粒を含む 口辺部の1/5

底 内面へラナデ 色にぶい燈色 2区1層

高 6.3 

24 斐 口 外面.上部二連止簾状紋 胎砂粒を含む 破片

底 中~底部櫛描波状紋 色にぶい掻色 2区3層

高 焼良

25 宣古 口 外面・巻き上げ痕有り 胎砂粒を含む 破片

底 内面.一部スス付着 色にぶい燈色 *内面一部スス付着

高 焼良 3区3層
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26 護 口 外面:櫛描紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色燈色 2区1層

局

27 Z喜 口 外面:f頭部簾状紋、斜へラケズリ 胎砂粒を含む 6区3層

底 内面:横へラミガキ 色撞色 *外国スス一部付着
官!司会一 焼良

28 斐 口 外面:巻き上げ痕 胎砂粒を含む 破片

底 内面:へラナデ 色褐色 5区3層

高

29 整 口 外面.櫛描紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面.へラナデ 色にぶい樟色 6区3層

高

30 斐 口 外面ハケ目 胎砂粒を含む 破片

底 内面へラナデ 色燈色 2区3層

高

31 宝~ 口 外面櫛描、波状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面へラナデ 色にぶい権色 2区3層

高

32 底部 口 外面縦へラミガキ、磨滅している 胎砂粒を含む 1/5 

底(8.8) 内面横ナデ 色褐色 l区3層

高(4.8) 

33 底部 口 外面縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 底部のみ

底 5.0 内面へラミガキ 色にぶい様色 2区3層

高

34 底部 口 内外面共へラミガキ 胎砂粒を含む 底部の約1/2

底， 5.8 色にぶい檀色 *内外国スス付着

"'" 2.9 5区3層

35 底部 口 内外面共磨滅している 胎砂粒を含む 底部のみ

底 4.0 色にぶい澄色 3区3層

局 1.3 

36 底部 口 外商・へラミガキ 胎砂粒を含む 2/5底部のみ

底 (10.2) 内面横へラナデ 色にぶい樫色 5区3層

高(4 1) 焼良 3区2層

37 底部 口 内外面共磨滅している 胎砂粒を含む 底部の1/4

底 6.6 色にぶい樫色 4区1層
主F主ヨT 4.4 

38 E霊 口 外面巻き上げ痕、指圧痕有り 胎砂粒を含む 破片

底 内面・不定方向へラケズリ 色褐色 *内面一部スス付着

高 焼良 2区3層

39 小型斐 口 外面横ナデ 胎砂粒を含む 破片

底 内面横ナテ 色燈色 2区2層

局 焼良

40 高杯 口 (19.5) 外面 白辺部横ナデ、体部不定方向へラミガ 胎砂粒を多量に含 1/3 

底 キ む *内外面にスス付着

高(5.7) 内面 白辺部~体部横ナデ 色赤褐色 2区1層

底部回転へラミガキ 焼良
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41 鉢 口 13.8 内外面共に不定方向ヘラミガキ 胎砂粒を含む 2/3 

底 3.4 色にぶい権色 *外面にスス付着

高 4.8 焼良 4区2層

42 斐 口 (15.2) 外面:口唇部線刻有り 胎砂粒を含む 口辺部1/4

底 内面:横ナデ 色燈色 4区2層

高 (4.2) 焼良

Y-19号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 小型査 口 12.5 外面:口縁部横ナデ、口辺部~底部縦方向へ 胎砂粒を含む 3/4 

底 (6.2) ラケズリ 色にぶい樫色

高 19.0 内面:口辺部横ナデ、口辺部~底部へラナデ 焼良

2 護 口 13.4 外面:口縁部横ナデ、口辺部不定方向ノ、ヶナ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上半部

底 デ、頚部三連止簾状紋、胴上半部波状 色にぶい権色 7/8 

高(9.2) 紋 焼良

内面横ナデ(一部スス付着、磨滅著しい)

3 宝士E 口 (13.2) 外面 白縁部横ハケ目、口辺部斜ハケ目 胎砂粒を含む 口辺部の一部

底 内面横ナデ 色にぶい槍色

高 (10.5) 焼良

4 高杯 口 21.7 内外面共磨滅著しい 胎砂粒を少量含む 杯部のみ2/3

底 色にぶい燈色

高 (11.9) 焼やや不良

5 小型護 口 (12.6) 外面.磨滅著しい 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部1/2

底 内面.横及び斜へラミガキ 色暗赤褐色

高 焼良

6 宝古豆 口 外面:胴中央部横ナデ後、縦方向櫛描紋、底 胎砂粒を含む 胴中央部~胸底部

底 部縦方向へラケズリ 色澄色 1/3 

高 (17.3) 内面:横ナデ 焼良

7 護 口 14.3 外面.口唇部~頚部指ナデ、頚部二連止簾状 胎砂粒を含む 3/5 

底 6.8 紋、胴上部波状紋 色にぶい掻色 *内外国磨滅

高 22.5 内面 口辺部横ナテ¥胴部へラナデ 焼良

8 破片 口 内外面共に横ナデ、赤色塗彩 胎砂粒を含む

底 色赤色

高 (5 8) 焼良

5 破片 口 外面:縦方向へラミガキ、赤色塗彩 胎砂粒を少量含む

底 内面:横方向へラミガキ 色赤色

高 (5.8) 焼良

10 底部 口 外面:へラケズリ 胎砂粒を含む *スス付着

底(6.0) 内面:へラケズリ 色にぶ、い櫨色

高 焼良

11 底部 口 内外面磨滅著しく不明瞭 胎砂粒を含む *底部スス付着

底(5.4) 色にぶい樺色

高 焼良

12 底部 口 内外面磨滅著しく不明瞭 胎砂粒を含む *底部スス付着

底(8.0) 色褐色

向 焼良

13 底部 口 外面・ハケ目 胎砂粒を含む

底(5.2) 内面斜へラミガキ 色燈色

高 (6.0) 焼やや不良
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Y-20号住

Nc 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 窒 口 外面 口辺部横ナデ、頚部簾状紋、胴上部波 胎砂粒を含む 頚部~胴中央部のー

底 状紋 色黄樫色 部

高 (15.3) 内面:横ナデ、斜ナデ 焼良 *外国スス付着

1区1層

Y-21号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 ~ 口 外面:口縁部横ナデ、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部破片

底 内面:横ヘラミガキ 色樟色 *内外面スス付着

高 (10.6) 焼良 20区1層

2 護 ロ 外面頚部簾状紋、胴上部波状紋 胎砂粒を含む 破片

底 内面.横へラミガキ 色にぶい黄澄色 柱穴

高(7.4) 焼良

3 杯 口 内外面共にへラミガキ、赤色塗彩 胎砂粒を含む 底部のみ

底(3.1) 色赤色 36区1層

高(1.5) 焼良

H-1号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 有孔鉢 口 21. 8 外面:口縁部横へラミガキ、胴下部斜ないし 胎砂粒を含む 9/10 

底 5.8 縦へラミガキ 色にぶい樟色 本外面スス付着

両 12.0 内面:ゆるい斜ナデ 焼良 20区2層

2 珂= 口 12.5 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 3/5 

底 内面:横ナデ 色 燈 色 *外国スス付着

高 5.0 焼良 21区1層

3 土甘 口 8.6 外面:口縁部横ナデ、胴中央部~頚部斜へラ 胎砂粒を含む 9/10 

底 5.4 ケズリ、胴部下位斜へラケズリ 色にぶい燈色 *底部スス付着

高 7.5 内面:斜へラナデ 焼やや不良 23区2層

4 増 口 8.5 外面:口縁部横ナデ、胴部斜方向へラケズリ 胎砂粒を含む ほぽ完形

底 5.0 内面斜方向指ナデ 色燈色 23区2層

高 8.0 焼良

5 'a 口 (16.2) 外面.口縁部横ナデ、口辺部縦へラケズリ、 胎砂粒を多量に含 口縁部~胴上部一部

底 胴上部斜へラケズリ む *内外面スス付着

高 (10.5) 内面:横ナデ 色にぶ:い黄燈色 18区1層、 3層

焼良

6 蓬 口 (17.8) 外国 口縁部横ナデ、胴上部へラケズリ 日台 砂粒を含む 口縁部~胴上部1/3

底 内面へラナデ 色にぶい棒色 *内面スス付着

高(6.3) 焼良 18区3層

7 鉢 口 14.8 外面:口縁部横ナデ、胴部ハケ目後横へラミ 胎砂粒を含む 完形

底 4.1 ガキ、底部へラミガキ 色にぶい黄燈色 *内面一部スス付着

両 5.8 内面:丁寧な横ナテ?後へラミガキ 焼良 20区2層

8 査 口 15.5 外面ー口縁部横ナデ、頚部縦方向ノ¥ケ目、 1同 胎砂粒を含む

底 8.5 中下部斜ハケ後へラミガキ 色燈色 *内外面スス付着

高 30.0 内面:口縁部~頚部ハケ目、以下胴部横方向 焼やや不良 23区2層

ヘラミガキ

9 S字台付 口 (11.8) 外面 白縁部横ナデ、胴上部ハケ目 胎砂粒を含む

斐 底 内面横ナデ 色にぶい黄櫨色 *内外面スス付

高(4.0) 焼良 19区2層
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

10 S字台付 口 13.8 外面 口縁部横ナデ、胴部斜ハケ目 胎砂粒を含む 1/3 

婆 底 内面積ナデ 色灰褐色 *内外面スス付着

高 (25.5) 焼良 20区1層

11 S字台付 口 13.4 外面:口縁部横ナデ、頚部~屑部斜ノ¥ケ目、 胎砂粒を含む 4/5 

饗 底 5.1 肩部~胴下部斜ハケ日 色灰褐色 *内外面スス付着

高(19.1) 内面 口縁部横ナデ、胴部横へラナデ 焼やや不良 20区2層

12 宜士主 口 (22.0) 外面 口縁部折り返し、口辺部へラケズリ 胎砂粒を多量に合 口縁部~胴中央部

底 内面.口辺部横ナデ、胴部へラナデ む 1/2 

高 (35.8) 色燈色 *外面一部スス付着

焼良 20区2層

14区1層

H-2号住

Nc 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

l 土師器 口 11.2 外面・斜、縦ハケ目 胎砂粒を少量含む 1/2 

斐 底 内面 口辺部斜ノ¥ケ、体部横ナデ 色赤褐色 3区l層

高 (14.0) 焼良 3区2層

4区2層

2 土師器 口 外面斜ハケ目 胎砂粒を少量含む 斐下半部1/3

台付婆 底 内面.横ナデ 色赤褐色 4区1層

主F主ヨT 11.5 焼良

3 土師器 口 11.7 外面 白縁部横ナデ、口辺部~胴上部ハケ目、 胎砂粒を含む 1/2 

増 底 4.0 胴中部~底部へラミガキ 色赤褐色 *スス付着

主{司主 6.4 内面.口辺部~胴上部横ナデ、胴中下部へラ 焼艮 4区l層

ナデ

4 土師器 口 11. 6 外面 口辺部縦方向へラミガキ 胎細砂粒を含む 1/3 

増 底 胴上部縦方向へラミガキ 色明褐色 4区1層

高 (12.3) 腕中部横方向へラミガキ 焼良

下部不明

内面ー口辺部縦方向へラミガキ

胴部へラナデ

5 土師器 口(7.4) 外面:ハケ目後へラミガキ 胎砂粒を含む 杯部2/5

器台 底 内面:へラミカ、キ 色赤褐色 3区2層

高(2.0) 焼良

6 土師器 口 外面:ハケ目後へラミガキ 胎砂粒を含む 台部2/5

高杯 底 内面.へラナデ 色赤褐色 3区2層

高 (4.0) 焼良

H-6号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 13.5 外面:口縁部横ナデ、体部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 3/4 

単孔鉢 底 5.2 色にぶい燈色 ネハの字状に開き底

高 8.2 焼やや不良 部にー孔

外面にスス付着

2区床直

2 土師器 口 7.1 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む ほぽ完形

土甘 底 内面:口縁部横ナデ、体底部へラナデ 色 にぶい黄積色 *外面スス付着

高 6.3 焼良 床直
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No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

3 土師器 口 外面脚部縦方向へラミガキ 胎砂粒を少量含む *内外面スス付着

高均二 底 (12.7) 裾部不定方向へラミガキ 色灰黄褐色 床直

高 (8 0) 内面:脚部指ナデ、裾部横ナデ 焼良

4 土師器 口 (19.5) 外面:口縁部~体部横ナデ 胎砂粒を少量含む 杯部のみ1/3

高杯 底 杯底部へラケズリ 色櫨色 2区床直

高(5.0) 内面:横ナデ 焼良

。土師器 口 (14.6) 外面:口縁部横ナデ、底部へラケズリ、脚部 胎砂粒を含む 2/3 

高杯 底 10.7 縦位へラケズリ、裾部横ナデ 色にぶい燈色 *外面スス付着

主f司主r 14.4 内面:口縁部横ナデ、脚部縦位へラナデ、裾 焼やや不良 内面磨滅

昔日横ナデ、脚部縦位っきおし 2区床直

6 土師器 口 15.6 外面:口縁部~杯中部まで横ナデ、坪底部斜 胎砂粒を含む 9/10 

高杯 底 10.9 ヘラケズリ、脚部縦へラケズリ、裾部 色にぶい黄櫨色 *内面磨滅

信3 15.3 横ナデ 焼やや不良 床直

内面杯部横ナデ、脚部縦っきおし、裾部横

ナデ

7 土師器 口 外面.細かいへラケズリ、裾部横ナデ 胎砂粒を含む 1/2 

高均二 底 (17.0) 内面・中心部縦ナデ、裾部横ナデ、脚部縦つ 色燈色 2区床直

高(9.5) きおし 焼良

8 土師器 口 14.0 外面 口縁部横ナデ、杯部指調整後横ナデ、 胎砂粒を含む 2/3 

高杯 底 9.2 脚部縦ナデ、裾部横ナデ 色 にぶい黄燈色 *全体に粗雑

~主ヨf 10.5 内面横ナデ、磨滅 ;焼やや不良 内外国スス付着

1区床直

9 土師器 口 (14.2) 外面 口縁部横ナデ、頚部~胴中央部にかけ 胎砂粒を含む 口縁部~胸中央部に

護 底 て不定方向へラケズリ 色暗褐色 かけて1/2

高 (17.0) 内面:横ナデ 焼やや不良 *スス付着

1区床直

10 土師器 口 (14.6) 外面:口縁部横ナデ、胴部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 1/5 

妥~ 底 内面:横ないし斜ナデ 色 にぶい黄澄色 *外面スス付着

高 (15.3) 焼良 1区床直

11 土師器 口 (150) 外国:口縁部横ナデ、胸部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~頚部にかけ

警 底 内面:横ナデ 色にぶい燈色 て1/3

高 (5.0) 焼良 *磨滅著しい

12 土師器 口 (14.4) 外面:口辺部~胴上部横ナデ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部にか

斐 底 内面.口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶい樫色 けて1/3

高 (5.0) 焼良 *内面スス付着

2区床直

H-7号住

N口 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (14.6) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/5 

杯 底 内面:横ナデ 色燈色 7区2層

高 4.5 焼やや不良

2 土師器 口 (12.6) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 1/5 

杯 底 内面:横ナデ 色にぶい燈色 *内外面共にスス付

医司 3.7 焼やや不良 着

1区上層
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|ぬ[ 器種 1 法量刷| 器形・技法等の特徴 |胎土・色調・焼成| 依存状態・備考

3 土師器 口 (12.7) 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/5 

杯 底 スリ 色 にぶい黄褐色 カ7 ド

高 3.7 内面:横ナデ 焼やや不良

4 土師器 口 外面.脚部へラケズリ、裾部横ナデ 胎砂粒を含む 脚部のみ

高均二 底 9.1 内面 中心部へラナデ、裾部横ナデ、杯底部 色にぶい燈色 カマド

高 (4 4) 横ナデ 焼良

5 土師器 口 外面体底部不定方向へラケズリ 胎砂粒を含む

土甘 底 内面へラナデ 色樟色

高 6.8 焼良

6 土師器 口 外面・縦方向へラミガキ、裾部放射状へラミ 胎砂粒を含む 杯底部一部、脚部

高杯 底 (13.9) ガキ 色にぶい燈色 2/3 

高 (10.8) 内面・指ナデ、裾部指ナデ 焼良

7 土師器 口 (164) 外面・口縁部横ナデ、体部斜位へラケズリ 胎中砂磯を含む 1/2 

斐 底 内面ー口縁部横ナデ、体部へラナデ 色明赤褐色 6区下層

高 (20.4) 焼やや不良

8 土師器 口 外面杯底部へラケズリ、脚部不定方向ナデ 胎砂粒を含む 脚部(裾部なし)

高杯 底 内面・脚部上部縦ナデ、下部裾部横ナデ 色にぶい掻色 *一部スス付着

高 (120) 嫁線状巻き上げ痕有り 焼良 下層

9 土師器 口 (17.0) 外面.口縁部横ナデ、杯底部~脚部へラケズ 胎砂粒を含む 1/2 

高杯 底 12.5 リ、裾部横ナデ、杯中央部指圧痕有り 色燈色 下層

局 12.8 内面亦部横ナデ、脚部上部指ナデ、裾部横 焼やや不良

ナデ

H-8号住

N口 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (12.2) 外面:口縁部横ナデ、胴上部縦へラケズリ 胎中砂粒を含む 口縁部~胴上部の

斐 底 内面.横ナデ、胴上部へラナデ 色樟色 1/5 

高 (8.0) 焼不良

2 土師器 ロ 14.7 外面:口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上半部の

斐 底 内面:横ナデ 色にぶい撞色 み

高 (8.9) 焼不良 *磨滅著しい

カマド

3 土師器 口 (15.0) 外面:口辺部横ナデ、胴上部不定方向へラミ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部2/5

整 底 ガキ 色にぶい樫色 本内面スス付着

高(5.7) 内面.口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 焼良

4 土師器 口 (15.3) 外面 口辺部横ナデ、胸部縦方向へラケズリ 胎中砂粒を多量に 1/4 

警 底 内面 口辺部横ナデ、』同部へラケズリ一部へ 合む *外面スス付着

高 (14.0) ラミ方キ 色にぶい褐色

焼 不 良

5 土師器 日 16.2 外面:口縁部横ナデ後、斜へラナデ、胸部縦 胎砂粒を多量に含 9/10 

斐 底 6.0 へラケズリ む *内外面共にスス付

~司主f 20.0 内面:横ナデ 色にぶい樟色 着

焼不良
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H-9号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 10.1 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む ほほ完形

杯 底 内面:口縁部横ナデ、体底部斜方向へラミガ 色澄色 20区1層

高 5.6 キ 焼やや不良 14区1層

2 土師器 口 (13.9) 外面:口辺部横ナデ、底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/5 

杯 底 (11.3) 内面:横ナデ 色明赤褐色 21区1層

【司 3.7 焼良

3 土師器 口 外面:縦へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部1/4

高均二 底 (15.8) 内面横ナデ 色燈色 33区1層

高(4.0) 焼良

4 土師器 口 (22.0) 外面:口辺部横ナデ、胴部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部1/2

婆 底 内面横ナデ 色燈色 15区1層

高 (11.7) 焼良

5 土師器 口 外面縦方向へラケズリ、一部不定方向ナデ 胎中砂粒を含む 胴中央部1/2

婆 底 有り 色掻色 *外面スス付着

高 (15.0) 内面:横ナデ 焼良 *整形不良粗雑

8区1層

6 土師器 口 16.8 外面 口縁部横ナデ、口辺部縦ハケ目、頚部 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部のみ

婆 底 ~胴上部縦へラケズリ 色燈色 *内面粗雑

高(12.5) 内面:口縁部横ノ¥ケナデ、頚部ハケ目、胴上 焼良 39区11冒

部横ナデ 15区1層

32区1層

31区l層

7 土師器 口 (12.3) 外面:口辺部横ナデ、胴上部ハケ目 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部破片

S字斐 底 内面・横ナデ 色燈色 26区1層

高(2.5) 焼良

8 土師器 口 外面:へラケズリ、指調整 胎砂粒を含む 脚部のみ2/5

台付斐 底 (12.0) 内面:上部指ナデ、下部横ナデ 色にぶい糧色 *粗雑

高(7 0) 焼やや不良 13区1層

H-11号住

No. 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (12.8) 外面 口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/5 

杯 底 内面・口縁部横ナデ¥体底部へラナデ 色樟色 l層

高(4.6) 焼やや不良

2 土師器 口 (11.8) 外面 口辺部横ナデ、体底部へラミガキ(磨 胎砂粒を含む 1/3 

杯 底 滅) 色樟色 *外面スス付着

高 4.8 内面 口辺部横ナデ、体底部へラミガキ 焼やや不良 2層

3 土師器 口 (14.0) 内外面共に横ないし斜へラミガキ、黒色処理 胎砂粒を少量含む 1/4 

杯 底 色黒色 1層

高(4.0) 焼良

4 土師器 口 (12.5) 外面:へラケズリ、下部ナデ 胎砂粒を含む 脚部の1/4

器台 底 内面:不定方向ナデ 色掻色 *脚部孔 3つ有り

高(6 3) 焼良 1層

5 土師器 口 (17.0) 外面:口辺部縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 口辺の一部

護 底 内面:口辺部縦方向へラミガキ 色燈色 2層

高 (4.0) 焼良
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日 13号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (13.5) 外面 口縁古川賞ナデ、体底部へラケズリ(ス 胎砂粒を含む 1/2 
巧く 底 ス付着) 色積色 55区2層

高(5 5) 内面横ナデ 焼やや不良

2 土師器 口 (13.2) 外面 口縁部横ナデ、体底部へラケズリ(磨 胎砂粒を含む 1/4 

巧二 底 滅) 色燈色 カマド

高(5 0) 内面放射状へラミガキ 焼良

3 土師器 口 (13.3) 外面.口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 2/5 

巧= 底 内面・横ナデ 色褐色 48区1層

高(4 3) 焼良

4 手づくね 口 10.8 外面.指ナデ 胎砂粒を含む ほぽ完形

土器 底 内面指ナデ(粗雑) 色にぶい樟色 カマド

守F主司r 6.6 焼やや不良

5 土師器 口(104) 外面:磨滅 胎砂粒を含む 口縁部~胴中部2/5

小型斐 底 内面 白辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶ、い燈色 カマド

高 (10.0) 焼良

6 土師器 口 (20.0) 外面 口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/6 

長胴斐 底 内面 口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色褐色 7区3層

高 (11.4) 焼やや不良 カマド

7 土師器 口 (25.2) 外面 口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部一部

長胴婆 底 内面.口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色燈色 カマド

高(8.0) 焼やや不良

8 土師器 口 22.5 外面.口縁部横ナデ、胴部縦へラケズリ 胎中砂粒を少量含 口縁部~胴部1/2

長胴饗 底 内面:口縁部横ナデ、胴部横へラナデ む カマド

高 (21.0) 色赤褐色

焼やや不良

9 土師器 口 20.8 外面:口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴部1/4

斐 底 内面.口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色樫色 カマド

高 (22.5) 焼良

10 土師器 口 (22.2) 外面.口辺部横ナデ、胴上部~中位縦方向へ 胎中砂粒を多量に 1/3 

窒 底 ラケズリ、胴下位斜位へラケズリ(ス 合む カマド

高 (240) ス付着) 色にぶい栓色

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 焼やや不良

11 土師器 口 24.7 外面-口辺部横ナデ、胴上部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部4/5

長胴護 底 内面ー口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 色赤褐色

高 (9 5) 焼良 カマド周辺

H-14号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

l 土師器 口 18.2 外面:口縁部横ナデ、杯部不定方向へラケズ 胎砂粒を含む 3/4 

高杯 底(l3.0) リ、脚部へラケズリ、裾部横ナデ 色にぶい燈色 *作りが粗雑

品 15.6 内面へラナデ、裾部横ナデ 焼不良 2区1層

2 土師器 口 外面ー縦へラミガキ 胎砂粒を含む *脚部3/5

高杯 底 内面・へラナデ、裾部横ナデ 色樟色 2区1層

高(9.7) 焼良

3 土師器 口 外面.全体的に横方向へラミガキ 胎砂粒を含む 口縁部~頚部にかけ

増 底 内面横ナデ 色にぶい樟色 て欠損、胴部完形

高 (9 5) 焼良 *内外面スス付着

2区1層
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

4 土師器 口 外面:不定方向へラケズリ、粗雑 胎砂粒を含む 1/5 

有孔鉢 底 (8.3) 内面斜ないし横ナデ 色にぶい樟色 *内外面スス付着

高 5.4 焼やや不良 2区1層

5 土師器 口 13.4 外面:口縁部横ナデ、胴上部斜へラケズリ、 胎砂粒を含む 完形

委 底 6.5 胴中部斜へラケズリの後縦へラミガキ 色赤褐色 *外面に多量のスス

局 24.0 内面積ナデ、底部斜ナデ 焼良 付着

2区1層

H~15号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (14.8) 外面不定方向へラミガキ 胎砂粒を含む 杯部の1/3

高杯 底 内面:不定方向へラミガキ 色 赤 色

高 5.6 内外面に赤色塗彩 焼良

2 土師器 口 外面ー不定方向へラケズリ 胎砂粒を含む 脚部の1/2

高坪 底 内面:っきおし 色 褐 色

高 (9.1) 焼やや不良

H-16号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 l3.5 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を少量含む 9/10 

均二 底 スリ 色明赤褐色 *内外面にスス付着

高 4.8 内面:放射状へラミガキ 焼良 カマド

2 土師器 口 14.7 外面:口縁部横ナテ¥体部へラミガキ(磨滅)、 胎砂粒を含む 4/5 

高杯 底 10.2 脚部縦方向へラミガキ 色赤褐色 カマド

同守主「 9.2 内面:口縁部横ナデ、体部放射状へラミガキ 焼やや不良

3 土師器 口 外面:斜縦位へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部欠損

長胴斐 底 5.2 内面:へラナデ 色燈色 *外面スス付着

高 (27.5) 焼やや不良 カマド

4 土師器 口 23.0 内外面共磨滅著しく調整不明瞭 胎砂粒を含む 9/10 

甑 底 色淡い権色 カマド

高 32.3 焼不良一部焼キム

ラ有り

5 土師器 日 (17.0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部~中部縦方向へ 胎中砂粒を多く含 ヨ/10
小型斐 底 6.4 ラケズリ、胴下半部斜位へラケズリ む *外面にスス付着

局 18.5 内面.口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色 にぶい黄撞色 カマド

焼やや不良

6 土師器 口 14.0 外面:口辺部横ナデ、横へラミガキ後縦へラ 胎砂粒を含む 口縁部~胴中位3/5
宜古E 底 ミガキ、頚部横方向ヘラミガキ、胴部 色 後 色 カマド

高(134) へラケズリ後縦へラミガキ 焼良

内面:口辺部横ナテゃ後放射状へラミガキ

H~17号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 外面.坪部底面粗雑、脚部縦へラケズリ、裾 胎砂粒を含む 均二部ほとんど欠損

高坪 底 l3.4 部横ナデ 色 にぶい黄燈色 2区1層

高 (195) 内面:杯部横ナデ、裾部横ナデ、脚部縦指ナ 焼良

デ後、上部中央しぽり
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No. 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

2 土師器 口 9.9 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 9/10 

増 底 内面:口辺部横ナデ、体底部へラナデ 色にぶい燈色 2区1層

品 9.5 焼不良

3 土師器 口 12.8 外国 口辺部横ナデ、頚部横ナテゃ後縦へラミ 胎砂粒を含む ほぽ完形

士甘 底 4.0 ガキ、胴部横方向へラミガキ 色淡い澄色 *外面にスス付着

高 16.2 内面 白縁部~頚部横ナデ、胴部雑な斜ナデ 焼良 2区l層

4 土師器 口 15.4 外面:口縁部~頚部縦へラミガキ、胴部横な 胎砂粒を含む 3/5 

増 底 いし斜方向へラケスリ 色燈色 2区1層

高 (17.0) 内面.口縁部~頚部横ナテ‘後縦へラミガキ、 焼やや不良

胴部不定方向へラナデ

H~19号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (130) 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎細砂粒を少量含 1/6 

巧= 底 ズリ む 4区 l層

高(4.5) 内面:横ナデ 色澄色

焼良

2 土師器 口 (12.0) 外面:横ナデ 胎砂粒を少量含む 1/5 

杯 底 内面:口辺部横ナデ、体底部へラナデ 色糧色 カマド 1層

高(3.8) 焼良

3 土師器 口 (13.5) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎細砂粒を少量含 杯部のみ1/4

高杯 底 内面へラミガキ む 4区 l層

高(4.0) 色赤褐色

焼良

4 土師器 口(10.0) 外面・口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む

小型警 底 内面・口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶ、い撞色 35区1層

高(3.5) 焼やや不良
ー一一一L一一一一

H~20号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (11.6) 外面:口辺部横ナデ、体部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/8 

均Z 底 内面:横ナデ 色にぶい権色 1層

高(3 5) 焼やや不良

2 土師器 口 内外面共に磨滅著しく不明瞭 胎中砂粒を多量に 1/2 

高杯 底 (11.0) 合む *内外面にスス付着

高(7 5) 色赤褐色 30区2層

焼 不 良

3 土師器 口 20.5 外面:口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎中砂粒を含む 口辺部~胴中部2/3

長胴斐 底 内面ー横ナデ 色にぶい樟色 *外面一部スス付着

高 (21.5) 焼やや不良 30区l層

H-21号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 外面:脚裾部横ナデ後縦へラミガキ、脚部縦 胎砂粒を含む 脚部2/3のみ

高杯 底 (15.8) ヘラケズリ 色糧色 下層

高 (10.5) 内面:脚裾部横ナデ、脚部縦指ないしへラケ 焼良

ズリ後横方向へラケズリ
し一一一一一一一←
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Nc 器種 法量(cm)

2 土師器 口

高坪 底 8.7 

高

3 土師器 口 (23.0)

斐 底

高(7 4) 

4 土師器 口 (21.8)

E霊 底

品

5 土師器 口 (186) 

斐 底 8.0 

両 2l. 9 

6 土師器 口 (16.0)

喜重 底

高 (23.7)

7 土師器 口 20.0 

壷 高

H-22号住

No 器種 法 量(cm)

1 土師器 口 8.5 

杯 底

高 2.7 

2 土師器 口 (14.4)

河く 底

高(4 3) 

日 23号住

No 器種 法量(cm)

1 土師器 口 (11.4)

均二 底

高(3.6) 

2 土師器 口 12.8 

査 底

高(9.6) 

H-24号住

器形・技法等の特徴

外面縦へラミガキ

内面へラナデ

外面:口辺部横ナデ、胴上部斜へラケズリ

内面.横ナデ

外国 口辺部横ナデ、胴上半部横へラケズリ

内 面 横 ナ デ

外面:口縁部横ナデ、胴上部~中部縦へラケ

ズリ、胴下半部横ないし斜へラケズリ

内 面 横 ナ デ

外面 口縁部横ナデ、胴上部斜へラケズリ、

胴下半部縦へラケズリ

内面:口縁部横ナデ、胴部横へラナデ

外面 口縁部横ナデ、胴部へラケズリ

内面 口縁部横ナデ、胴部へラナデ

器形・技法等の特徴

外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面:横ナデ

器形・技法等の特徴

外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横へラミカ梢キ後縦へラミガキ、

胴上部横ないし斜へラミガキ

内面:f頭部~胴上部指圧痕有り

器形・技法等の特徴

外面-回転横ナデ

内面:横ナデ
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胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 脚部9/10

色明赤褐色 *内面スス付着

焼良

胎砂粒を含む 口辺部~胴上部部

色赤褐色 下層

焼良

胎砂粒を少量含む 口辺部1/5

色赤褐色 上層

焼良

胎砂粒を含む 1/3 

色にぶい燈色 *外面スス付着

焼良 下層

胎砂粒を含む 1/5 

色にぶ、い掻色 *外面スス付着

焼良 下層

目白 砂粒を含む 口縁部~胴中部

焼良 *外面スス付着

下層

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 4/5 

色にぶい鐙色

焼良

胎砂粒を含む 1/5 

色褐色 *内外面にスス付着

焼良

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 1/10 

色 燈 色 4区1層

焼良

胎砂粒を含む 口辺部~胴上部のみ

色赤褐色 14区2層

焼良

胎土・色調・焼成| 依存状態・備考

胎砂粒を含む い/5

色灰色

焼良



H-25号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 16.2 外面:口辺部横へラミガキ、底部不定方向へ 胎砂粒を含む 完形

珂t 底 ラミガキ 色にぶい樟色 4区1層

高 4.5 内面.口辺部横ないし斜へラミガキ、底部不 焼良

定方向へラミガキ、黒色処理

2 土師器 口 (15.2) 外面:横ナデ 胎砂粒を含む 1/6 
巧: 底 内面:口縁部横ナデ、体底部へラナデ 色掻色 7区1層

高(3.7) 焼良

3 土師器 口 (11.6) 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/3 

均二 底 ズリ 色赤褐色 *外面スス付着

高(4.0) 内面.横ナデ 焼やや不良 20区l層

4 土師器 口 (11.8) 外面 口縁部横ナデ、体底部へラケズリ後へ 胎砂粒を含む 1/4 

巧= 底 ラミガキ 色赤褐色 1区l層

高(5 3) 内面ーへラミガキ 焼良

5 土師器 口 (15.2) 外面.口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/5 

杯 底 内面.横ナデ 色赤褐色 18区1層

高 (5.7) 焼良

6 土師器 口 8.2 外国ー坪部横へラミガキ、脚部縦へラミガキ 胎砂粒を少量含む 均二部~脚部一部

高杯 底 内面:口辺部横へラミガキ、底部不定方向へ 色権色 14区1層

高(7.1) ラミガキ、杯部黒色処理 焼良

7 土師器 口 8.8 外面:口辺部横ヘラミガキ、体部不定方向へ 胎砂粒を少量含む 坪部~脚部一部

高杯 底 ラミガキ、脚部縦へラミガキ 色後色 14区1層

高 (7.5) 内面:口辺部横へラミガキ、底部不定方向へ 焼良

ラミガキ、杯部黒色処理

8 土師器 口 外面:へラケズリ 胎中砂粒を含む 杯底部~脚部4/5

台付斐 底 8.2 内面:指ナデ、坪底部へラケズリ後横ナデ 色にぶい黄燈色 *内外面共粗雑で磨

高(5.5) 焼不良 滅著しい

9 土師器 口 外面:縦方向へラケズリ、裾部横ナデ 胎砂粒を含む 1/3 

高珂: 底 (10.7) 内面:へラナデ、裾部横ナデ 色褐色 脚部のみ

高 (10.0) 焼良

10 土師器 口 外面:縦方向へラケズリ 胎砂粒を少量含む 3/5 

甑 底 9.0 内面:横ナテ、後へラミガキ 色にぶい種色 *外面スス付着

高 (17.0) 7区1層

11 土師器 口 19.8 外面:口縁部横ナデ、胴部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 9/10 

甑 底 9.7 内面:口辺部横ナデ、胴部斜及ひや縦へラナテ 色棒色 *粗雑

高 21.8 焼やや不良 外面スス付着

カマド

12 土師器 口 16.2 外面:口縁部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎中砂粒を多量に ほぼ完形

長胴婆 底 6.0 内面:口縁部横ナデ、胸部横方向へラナテ 合む *内外面一部スス付

高 33.4 色淡い樟色 着

焼やや不良 カマド

13 土師器
U 120 l!l !外内面 o縁怒検ナヂ、胸部縦へフウズリ 胎色焼 中砂粒を多量に Hわsケ41有マ0副ドスス

小型斐 底 5.0 面.横ナデ 含む 付着

高 12.8 燈色

不良
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H-26号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

土師器 口 (10.4) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケスリ 胎砂粒を含む 1/4 

均二 底 内面:横ナデ 色燈色 13区 l層

高(3.5) 焼やや不良

2 土師器 口 (11.2) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/7 

均二 底 内面:横ナデ 色権色

高 (3.4) 焼良

3 土師器 口 11.4 外面 口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/5 

杯 底 内面へラミガキ 色 樫 色 *スス付着
三Fさヨ? 3.8 焼やや不良 カマド

4 土師器 ロ 9.3 外面:口辺部横へラミガキ、体底部不定方向 胎細砂粒を含む 3/4 

杯 底 ヘラケズリ 色にぶい偉色 9区 1層

高 4.0 内面:口辺部横へラミガキ、放射状へラミガ 焼不良

キ(磨滅)

5 土師器 口 10.2 外面:口辺部横へラミガキ、体底部不定方向 目白 砂粒を含む 9/10 

杯 底 ヘラケズリ 色にぶい掻色 カマド

局 4.5 内面:へラミガキ(磨滅) 焼やや不良

6 土師器 口 外国:斜へラケスリ 胎砂粒を含む 脚部のみ

台付斐 底 8.5 内面:へラナデ、裾部折り返し 色 燈 色 1区2層

高(4.5) 焼やや不良

7 土師器 口 (22.6) 外面 口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 ズリ 色にぶい鐙色 *内面スス付着

高(9.8) 内面:横ナデ 焼良 10区2層

14区2層

8 土師器 臼 (10.8) 外面 口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/5 

珂〈 底 内面横ナデ 色樟色 15区2層

高 (7.0) 焼良

9 須恵器 口 9.7 外面ー胴部回転横ナデ、底部不定方向へラケ 胎細砂粒を含む 口縁部一部欠損

士宣E 底 ズリ 色 灰 色 カマド

高 8.7 内面:回転横ナデ 焼良

10 土師器 口 20.2 外面:口縁部横ナデ、胴部縦へラケズリ、下 胎中砂粒を多量に ほぼ完JB
長胴婆 底 5.0 部斜へラケズリ 合む *外面スス付着

高 37.0 内面:横ナデ、胴下部斜ナデ 色にぶい燈色 カマド

焼良

11 土師器 ロ (24.0) 外面:口辺部横ナデ、胸部縦方向へラケズリ 胎中砂粒を多量に 口縁部~胴中部1/5

長胴斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴部横方向へラナデ 含む 5区2層

高 (17.0) 色澄色 1区2層

焼良

12 土師器 口 (22.0) 外面:口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部一部

斐 底 内面:口辺部横ナデ、銅上部へラナデ 色にぶい燈色 5区2層

高(7.0) 焼良

H-27号住

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成| 依存状態・備考
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日 29号住

No. 器種 法量(cm)

1 土師器 口 (11.8)

杯 底

高(3.7) 

2 土師器 日 11.0 

巧= 底

高 3.4 

3 土師器 口 (12.8)

杯 底

高 3.6 

4 土師器 口

高坪 底(8.9) 

高(3 8) 

5 土師器 口 (13.0)

小型婆 底

高(5.0) 

6 土師器 ロ 24.8 

長胴護 底

高 9.6 

7 土師器 口 (20.6)

長胴喜重 底

高(5.5) 

H-30号住

No. 器種 法量(cm)

1 土師器 口 12.5 

杯 底

高 4.4 

2 土師器 口 12.5 

杯 底

高 4.6 

3 土師器 口 (112) 

杯 底

両 3.9 

4 土師器 口 (24.8)

長胴斐 底

高 (23.0)

5 土師器 ロ
高均二 底 8.7 

高 (5.4) 

器形・技法等の特徴

外面:口縁部横ナデ、胴上部へラケズリ

内面・横ナデ後、斜へラナデ

器形・技法等の特徴

外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ

内面:横ナデ、放射状へラミガキ

外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面:横ナデ

外面:口辺部横ナデ、体部へラケズリ

内面:横ナデ

外面:底部粗雑なへラケズリ、裾部へラケズ

リ

内面:底部指ナデ、裾部横ナデ

外面:口辺部横ナデ、胴部へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ

外面:口辺部横ナデ、胸部縦方向へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胸部へラナデ

外面:口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴上部へラナデ

器形・技法等の特徴

外面 口辺昔日横ナデ、体底部へラケズリ

内面.横ナデ

外面ー口辺部横ナデ、体底部へラケスリ

内面.横ナデ

外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ

内面ー横ナデ

外面:口辺部横ナデ、胴部斜及び縦へラケズ

リ

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ

外面脚部へラケズリ、裾部横ナデ

内面:縦ナデ、杯部指ナデ
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胎土・色調・焼成| 依存状態・備考

胎砂粒を含む |胴上部2/3

色 にぶい赤褐色 1*内外面共にスス付

焼不良 !着

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を少量含む 1/4 

色灰褐色 本内外面にスス付着

焼良 2層

胎砂粒を含む 7/8 

色明赤褐色 73区2層

焼良

胎砂粒を少量含む 1/6 

色樫色 1層

焼良

胎砂粒を含む 杯底部~裾部1/4

色にふ、い褐色 l層

焼やや不良

胎砂粒を含む 口縁部~胴上部1/5

色にふ、い褐色 2層

焼良

胎中砂粒を含む 口縁部~胴上部1/4

色にぶい燈色 l層

胎砂粒を含む 口辺部~胴上部一部

色にふ、い樫色 1層

焼良

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を少量含む 完形

色燈色 64区1層

焼良

胎砂粒を含む 4/5 

色明赤褐色 64区1層

焼やや不良

胎砂粒を少量含む 1/2 

色樺色 64区2層

焼良

胎中砂粒を含む 口辺部~胴中央部 | 
色赤褐色 1/3 

焼不良 *外面スス付着

50区1層

胎砂粒を含む 脚部の2/3

色燈色 64区1層

焼不良



器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成! 依存状態・備考

外面:口縁部横ナデ、口辺部縦方向へラミガ 1胎砂粒を含む

キ、胸部横方向へラケズリ |色燈色

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ |焼良

ほぼ完形

45区 l層

H-31号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 18.4 外面:口縁部横ナデ、杯部へラケズリ、放射 胎砂粒を含む 2/3杯部のみ

高杯 底 状へラミガキ 色燈色 *内外面一部スス付

高 内面横ナデ、放射状へラミガキ 焼良 着

72区 l層

2 土師器 口 内外商共に磨滅、赤色塗彩 胎砂粒を含む 1/2脚部のみ

高杯 底 色赤色 66区 1層

高 (6.4) 焼 不 良

3 土師器 口 12.4 外面:口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部のみ

宣士E 底 内面:口辺部横ナデ、胸部へラナデ、胴上部 色にぶい燈色 72区 1層

高 (8.5) に指圧痕有り 焼やや不良

4 土師器 口 外面:へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部のみ

高杯 底 内面.脚部縦ナデ、裾部横ナデ 色樟色

品 焼良

5 土師器 口 7.9 外面:口辺部横ナデ、胴部横へラケズリ 胎砂粒を含む 9/10 

増 底 内面:口辺部横ナデ、胸部指ナデ 色淡い樟色 71区2層

同 8.1 焼やや不良

6 土師器 口 (11.3) 内外面共に指成形 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 色燈色 *粗雑

高 5.3 焼 不 良 76区1層

日 32号住

Nc 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 (10.8) 外面 口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を少量含む 1/4 
均く 底 ズリ 色にぶい掻色 39区 1J膏

高(4 0) 内面:横ナデ 焼良

2 土師器 口 13.1 外面 口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む ほぼ完形

杯 底 内 面 横 ナ デ 色にぶい燈色 *内外面スス付着

両 4.6 焼良 39区1層

3 土師器 口 21.4 外面:口辺部横ナデ、胸中~上位縦方向へラ 胎砂礁を含む 4/5 

長』同委 底 3.4 ケズリ、胴下位横方向へラケズリ(ス 色褐色 22区2層

高 37.5 ス付着) 焼不良 21区2層

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ

4 士郎器 口 24.5 外面:口縁部横ナデ、胴部縦位へラケズリ 胎砂擦を含む 1/2 

長胴斐 底 内面・口縁部横ナデ、胴部へラナデ 色赤褐色 *内外面にスス付着

高 (28.0) 焼やや不良

H-33号住

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成| 依存状態・備考
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No. 器種 法量(cm)

2 土師器 口(13.0)

杯 底

高(3.5) 

3 土師器 口 (250) 

長胴斐 底

高 (9.0) 

4 土師器 口 2l.5 

長胴斐 底

高 (34.7)

H-34号住

H-35号住

No 器種 法量(c加)

1 土師器 口 13.3 

均t 底

局 5.0 

2 土師器 口 11.8 

杯 底

高 4.8 

3 土師器 口 10.4 

杯 底

高 3.2 

4 土師器 口 12.2 

勾く 底

高 4.8 

5 土師器 口 10.4 

杯 底

高 3.7 

6 土師器 口 13.2 

坪 底

高 4.2 

7 須恵器 口(8.0) 

理 底

高(9.4) 

8 土師器 口 15.0 

球目同斐 底

高 15.5 

器形・技法等の特徴

外面:口辺部横ナデ、底部へラケスリ

内面:横ナデ

外面ー口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胸部へラナデ

外面:口辺部横ナデ、腕部縦ないし斜方向へ

ラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナテ

器形・技法等の特徴

内外面共回転横ナデ

器形・技法等の特徴

外面・口辺部横ナデ、体底部へラケズリ(ス

ス付着)

内面.横ナデ

外面.口辺部横ナデ、体底部へラケズリ

内面:横ナデ

外面 口辺部横ナデ、体底部へラケズリ

内面横ナデ

外面.口辺部横ナデ、体底部へラケズリ

内面:横ナデ

外面ー口辺部横ナデ、体底部へラケズリ

内面横ナデ

外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ

内面:横ナデ

内外面共に回転横ナデ

外面.口辺部横ナデ、胴上部横方向へラケズ

リ、その他斜縦位へラケズリ

内面.口辺部横ナデ、胴部へラナデ

246~ 

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 口辺部~体部1/8

色憧色 14区 1層

焼良

胎砂粒を含む 口縁部~胴上部1/4

色燈色 22区2層

焼良

胎中砂粒を多量に 6/7 

合む *内外面にスス付着

色赤褐色 26区2層

焼不良

胎土・色調・焼成| 依存状態・備考

胎砂粒を少量含む|杯部の4/5

色灰色 |カマド

焼良

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を少量含む 4/5 

色掻色 8区l層

焼良

胎砂粒を含む 4/5 

色樟色 8区 1層

焼不良

胎砂粒を含む ほぼ完形

色燈色 46区3層

焼良

胎砂粒を含む ほぽ完形

色にぶい燈色 本内外面にスス付着

焼不良 17区3層

胎砂粒を含む 完形

色後色 *外面にスス付着

焼不良 12区3層

胎砂粒を含む 3/4 

色にぶい燈色 *内外面にスス付着

焼やや不良 19区3層

胎細砂粒を少量合 3/5 

む *外面、口縁部及び

色灰色 胴上部櫛歯ーツ紋

焼良 注目有り

38区3層

胎中砂粒を多量に 9/10 

含む *外面はスス付着

色褐色 39区3層

焼やや不良



No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

9 土師器 口 (3l.0) 外面:口縁部横ナデ、体部へラケズリ、脚部 胎中砂粒を含む 1/2 

高杯 底 (19.0) 縦方向へラケズリ 色笹色 20区3層

高 (146) 内面:杯部放射状へラミガキ 焼良 27区3層

脚部へラナデ 20区2層

10 土師器 口 (18.5) 外面・口辺部横ナデ、胴部斜方向へラケスリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部の一

喜本 底 内面横ナデ 色燈色

高 (7.3) 焼良 28区I層

11 須恵器 口(5.2) 内外面共に回転横ナデ 胎細砂粒を含む 体部の一部

瓶 底 色灰色 34区2層

高 15.0 焼良

12 須恵器 口 内外面共に回転横ナデ 胎細砂粒を含む 1/2 

五五 底 色暗灰色 *円形付紋が添付

高(12.8) 焼良 34区3層

13 須恵器 口 16.6 外面ー口辺部横ナデ、胴上部斜位平行叩き 胎砂粒を少量含む 口辺部~胴上部にか

整 底 内面:口辺部横ナデ、胴上部あて具痕有り 色灰色 けて

高(6 2) 焼良 19区3層

14 土師器 口 25.0 外面:口辺部横ナデ、胴上部~中部縦方向へ 胎砂礁を含む 9/10 

長胴整 底 6.4 ラケズリ、下半部横方向へラケズリ 色明赤褐色 *外面スス付着

高 35.8 内面:口辺部横ナデ、胴部横方向へラナデ 焼不良 カマド周辺

40区3層

34区3層

15 土師器 口 外面:胴中、上半部縦ないし斜へラケズリ、 胎中砂粒を多量に 口縁部~胴上部欠損

長胴斐 底 5.0 胴下部横ないし斜へラケズリ 含む キタト面スス付着

高 (35.5) 内面:横へラナデ 色褐色 カマド、 27区3層

焼やや不良 26区3層

16 土師器 口 (23.5) 外面:口辺部横ナデ、胴上部縦方向へラケズ 胎中砂粒を含む 口縁部~胴上部2/3

長胴斐 底 色褐色 27区2層

高 (17.4) 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 焼やや不良

17 土師器 臼 (23.0) 外面:口辺部横ナデ、胴上部縦方向へラケズ 胎中砂粒を含む 口縁部~胴上部1/4

長胴霊童 底 リ 色檀色 11区2層

高 (12.0) 内面:口辺部横ナデ、胴上部横方向へラナデ 焼良 12区3層

18 土師器 口 (240) 外面:口辺部横ナデ、胴上部縦へラケズリ 胎中砂粒を含む 口辺部~胴上部1/4

長胴婆 底 内面:口辺部横ナデ、胴と部へラナデ 色暗褐色 *内外面にスス付着

高(8.5) 焼良 27区2層

19 土師器 口 (23.4) 外面 口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部1/2

長胴窪 底 内面.口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶい燈色 *外国スス付着

高(9.3) 焼不良 18区2層

20 土師器 口 15.5 外面:口辺部横ナデ、胴上部横方向へラケズ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部4/5

球胴婆 底 色にぶい燈色 *内外面共にスス付

高 (8.3) 内面・口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 焼不良 着

50区3層

21 土師器 口 16.2 外面.口辺部横ナデ、胴上部斜縦位へラケズ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部3/5

護 底 リ 色にぶい棒色 39区3層

高(8.2) 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナテ 焼良

22 土師器 口 24.8 外面:口縁部横ナデ、胴部縦へラケズリ、下 胎中砂粒を多量に 4/5 

長胴王室 底 部斜へラケズリ 含む *外函スス付着

高 (36.0) 内面 口辺部横ナデ、胴部横ナデ 色褐色 カマド

焼不良
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H-36号住

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

外面 口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/6 

内面.口辺部横へラミガキ、体底部不定方向 色赤褐色 *内外面にスス付着

へラミガキ 焼良 13区1層

H-37号住

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

外面・縦へラミガキ 胎砂粒を含む 底部のみ

内面:横ナデ 色灰黄褐色 *内外面共にスス付

焼不良 着

日 38号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考 | 

1 須恵器 口 (11.5) 外面:口縁部~体部横ナデ、底部不定方向へ 胎砂粒を含む 1/2 

珂〈 底 ラケズリ 色暗灰色 11区1層

高 4.9 内面.横ナデ 焼良

2 土師器 口 12.6 外面.口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を多量に含 2/3 

珂= 底 内函 口縁部横ノ¥ケナデ、体底部へラミガキ む *外面磨滅著しい

高 4.2 色にぶい掻色 内面全体に多量のス

焼やや不良 ス付着

19区1層

3 土師器 口 (22.2) 外面 口縁部横ナデ、胴上部斜縦へラケズリ 胎中砂粒を多量に 口縁部~胴中部1/3

長胴斐 底 内面.口縁部横ナデ、胴上部へラナデ 含む 15区l層

高 (160) 色赤褐色

焼やや不良

4 土師器 口 (23.4) 外面・口辺部横ナデ、胴部縦へラケズリ 胎中砂粒を多量に 口縁部~胴中部1/4

長胴警 底 内面:横ナデ 含む 15区1層

高 (21.0) 色赤褐色

焼良

H-39号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 18守6 外面.口辺部横ナデ、胴部へラケズリ後斜へ 胎砂粒を少量含む 3/5 

球胴斐 底 7.0 ラミガキ 色 にぶい黄樫色 *内外面に多量のス

高 18.6 内面:口辺部横ナデ、胴、底部へラナデ後横 焼不良 ス付着

へラミガキ 31区1層

2 土師器 口 (20.0) 外面:口辺部横ナデ、胴上部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~頚部の一部

霊童 底 内面:横ナデ 色にふ、い燈色 22区1層

高(7 8) 焼良

3 土師器 口 (24.9) 外面:口縁部横ナデ、胴上部横方向へラケズ 胎砂粒を多量に含 口縁部~胴上部ν3

斐 底 リ む 30区l層

高(一円:口縁部横ナデ日間へラナデ 色燈色

焼良
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H-40号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 10.8 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/4 

杯 底 内面:横ナデ 色燈色 3区1層

高 3.5 焼やや不良

2 土師器 口 11.5 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 4/5 

勾く 底 内面:横ナデ 色燈色 3区2層

高 3.3 焼やや不良

3 土師器 口 13.0 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む ほぼ完形

巧く 底 内面.横ナデ 色明赤褐色 6区2層

高 4.7 焼やや不良

4 土師器 口 (10.8) 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 ズリ 色樟色 3区2層

高 3.7 内面.横ナデ 焼やや不良

5 土師器 口 (11.2) 外面ー口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/2 

均二 底 ズリ 色樟色 5区1層

高 4.4 内面.横ナデ 焼良

6 土師器 口 12.1 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 4/5 

杯 底 内面横ナデ 色にぶい燈色 6区1層

F司 4.9 焼やや不良

7 土師器 口 (16.0) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

杯 底 内面ー横ナデ 色糧色

高(6.1) 焼やや不良

8 土師器 口 外面:脚部縦方向へラケズリ、裾部横ナデ 胎砂粒を含む 脚部の3/4

高杯 底 内面:横ナデ 色赤褐色 2区1層

高(6.0) 焼良

9 土師器 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 杯底部~脚部7/8

高杯 底 10.0 内面:杯部へラミガキ、脚部横ナデ 色掻色 3区1層

高 (5 8) 焼良

10 土師器 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部3/5

高:I:f 底 (10.4) 内面:横ナデ 色燈色 床直

高 (5.2) 焼良

11 土師器 口 8.6 外面:口縁部、頚部横ナデ、胴上部へラケズ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上半部

小型査 底 リ、赤色塗彩 色赤色 4/5 

高 (5.9) 内面:口辺部横ナデ、頚部~胴上部指ナデ、 焼良

へラナデ

口辺部~頚部赤色塗彩

12 土師器 口 14.2 外面:口縁部~頚部横ナデ、胴上部~下半部 胎砂礁を多く含む ほぼ完形

多孔鉢 底 4.0 縦及び斜へラケズリ 色にぶい澄色 ネ内外面にスス付

高 14.4 内面:横ナデ 焼やや不良 着、底部に 9~10個

の子L、粗雑

13 土師器 口 (23.8) 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/5 

鉢 底 ズリ 色穫色 *内面スス付着

高 (124) 内面:口縁部横ナデ、体底部へラナテ 焼良 4区2層

14 土師器 口 14.8 外面:口縁部横ナデ、胴上中部縦へラケズリ、 胎砂E撃を多く含む ほぼ完形

小型斐 底 腕下部斜へラケズリ 色明赤褐色 *外面にスス付着

高 15.5 内面:口縁部横ナデ、体部不定方向へラナデ 焼やや不良 6区2層
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

15 土師器 口 (14.0) 外面:口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 日台 砂粒を含む 3/5 

小型~ 底 内面 口辺部横ナデ、胴昔日へラナデ 色にぶい褐色 5区2層

高( 13.0) 焼良

16 土師器 口 (20.6) 外面 口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎中砂粒を含む 口縁部~胴上部1/4

長胴~ 底 内面 口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色褐色 6区1層、 2層

高( 14.5) 焼良

17 土師器 口 20.6 外面:口縁部横ナデ、胴上中部縦へラケズリ、 胎砂礁を含む ほぼ完形

長胴斐 底 5.0 下部斜へラケズリ 色赤褐色 *外面にスス付着

主!司主 37.0 内面横ナデ 焼やや不良 カマド左袖

18 土師器 口 2l. 0 外面:口縁部横ナデ、胴上中部縦へラケズリ、 胎中砂粒を含む ヲ/10

長胴主主 底 4.2 胴下部斜ないし横へラケズリ 色棒色 *外面にスス付着

高 37.0 内面ー横ナデ、底部不定方向ナデ 焼良 3区2層

カマド

19 土師器 口 (198) 外面.口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部1/3

長胴警 底 内面:口縁部横ナデ、胴部へラナデ 色燈色 2区1層

高 (10.0) 焼やや不良

20 土師器 口 外面:胴中部縦へラケズリ、胴下半部斜へラ 胎中砂粒を含む 胴部の1/5

長胴黍 底 ケズリ 色褐色 5区2層

高 (22.5) 内面:横ナデ 焼やや不良

21 土師器 口 2l.2 外面:口縁部横ナデ、胴上部縦方向へラケズ 胎砂礁を含む 3/4 

長胴斐 底 リ、胴下部へラケズリ 色にふ、い種色 *内外面にスス付着

高 38.5 内面:口縁部横ナデ、胴部へラナデ 焼良 カマド

22 土師器 口 2l.5 外面:口縁部~頚部横ナデ、胴上半部~中部 胎砂採を含む 完形

長胴楚 底 5.5 縦へラケズリ、下半部横及び斜方向へ 色赤褐色 カ7 ド

高 37.3 ラケズリ 焼やや不良

内面:口縁部~胴下半部横ナデ、下部縦へラ

ナデ

H-42号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考 | 

1 土師器 口 24.0 外面.口辺部横ナデ、胴上部縦方向へラケズ 胎中砂粒を多量に 9/10 

長胴斐 底 (3.8) リ、胴中位斜方向へラケズリ 含む *外面スス付着

高 36.2 内面ー口辺部横ナデ、胸部横方向へラナデ 色にぶい燈色 カマド

焼やや不良
一」

H-43号住

Nu 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考 | 

1 土師器 口 7.6 外面:口縁部横ナデ、頚部縦方向へラケズリ、 胎砂粒を含む 9/10 

増 底 胸部横方向へラケズリ 色にぶい澄色 *外面スス付着

局 8.5 内面.口辺部横ナデ、胴部指ナデ 焼良 16区l層

2 土師器 口 8.0 外面ー口縁部横ナデ、頚部縦方向へラケズリ、 胎砂粒を含む 4/5 

増 底 胴部横方向へラケズリ 色にぶ、い黄僚色 6区1層

高 8.2 内面:口辺部横ナデ、胴部縦方向指ナデ 焼良

3 土師器 口 7.9 外面 口辺部横ナデ、頚部縦方向へラケズリ、 胎砂粒を含む 完形

増「 底 2.6 胴部横方向へラケズリ 色にぶ、い樟色 *外面スス付着

高 8.3 内面:口辺部横ナデ、胴部指ナデ 焼良

4 土師器 口 8.1 外面:口辺部横ナデ、頚部縦方向へラケズリ、 胎砂粒を含む 9/10 

府 底 胸部横方向へラケズリ 色にぶい燈色 *内外面にスス付着

1同" 8.8 内面:口辺部横ナデ、胴部指ナデ 焼良 10区1層
---'--
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No. 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

5 土師器 口 8.1 外面 口辺部横ナデ、頚部縦方向へラケズリ、 胎砂粒を含む 4/5 

柑 底 胴部横方向へラケズリ 色にぶい種色 *内外面にスス付着

高 8.7 内面:口辺部横ナデ、胴部指ナデ 焼良 10区1層

6 土師器 ロ 8.0 外面:口辺部横ナデ、頚部縦へラケズリ、胴 胎砂粒を含む ほぼ完形

士甘 底 部横へラケズリ 色にぶい黄燈色 *外面スス付着

高 8.5 内面:指ナデ 焼良 6区1層

7 土師器 口 7.6 外国:口辺部横ナデ、頚部縦へラケズリ、胴 胎砂粒を含む ほぼ完形

明I 底 部横へラケズリ 色にぶい黄櫨色 5区1層

高 8.2 内面:口辺部横ナデ、胴部指ナデ 焼やや不良

8 土師器 口 7.5 外面 白辺部横ナデ、頚部、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 4/5 

増 底 内面:口辺部横ナデ、胸部指ナデ 色灰白色 *内外面共にスス付

高 7.9 焼良 着

8区1層

9 土師器 口(7.1) 外面:口縁部横ナデ、頚部縦方向へラケズリ、 胎砂粒を含む 3/4 

士甘 底 胴部へラケズリ 色にぶい燈色 *外面スス付着

高 7.9 内面指ナデ 焼良 磨滅

10 土師器 口 9.8 外面:口縁部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 9/10 

増 底 内面 口縁部横ナデ、胴部指ナデ 色明赤褐色 *表面剥離
1同主f 9.0 焼不良 磨滅 6区1層

11 土師器 口(7.7) 外面:口辺部横ナデ、胸部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/4 

増 底 内面ー胴部指ナデ 色灰白色 キ外面スス付着

~司主- 8.5 焼やや不良 床直

12 土師器 口 外面:横方向へラケズリ 胎砂粒を少量含む 頚部~底部4/5

増 底 内面;指ナデ 色にぶい燈色 7区2層

高(5.3) 焼やや不良

13 土師器 口 外面:胴部、底部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/5 

増 底 内面:指ナデ 色にぶい撞色 *外面スス付着

高(7.0) 焼良 10区1層

14 土師器 口 外面:胴部横方向、斜方向へラケズリ 胎砂粒を含む 頚部より下完形

土甘 底 内面:指ナデ 色にぶい掻色 *外面スス付着

高(5.0) 焼不良 10区1層

15 土師器 日 外面:胴部、底部へラケズリ 胎砂粒を含む 胴部のみ

増 底 内面:指ナデ 色権色 *外面スス付着

高(6.5) 焼良 6区2層

16 土師器 口 (14.4) 外面:口辺部縦方向へラミガキ、胴上部横ナ 胎砂粒を少量含む 1/2 

増 底 デ、胴中底部横方向へラケズリ 色赤褐色 10区2層

高 (15.0) 内面 白辺部縦方向へラミガキ、胴部へラナ 焼良

ア

17 土師器 口(7.6) 外面:口縁部横ナデ、頚部縦方向へラケズリ、 胎砂粒を含む 完形

増 底 胴部横方向へラケズリ 色掻色 5区1層

高(8.0) 内面 口縁部横ナデ、』同部指ナデ 焼良

18 土師器 口 外面:胴上部縦方向へラケズリ、中部~底部 胎砂粒を含む 胴部~底部1/2

士甘 底 5.8 斜方向へラケズリ 色にぶい褐色 *内面スス付着

高(8.5) 内面へラナデ 焼良 7区1層

19 土師器 口 12.3 外面.口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 7/8 

珂く 底 ズリ 色にぶい黄穫色 床直

高 2.9 内面横ナデ 焼良
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

20 土師器 口 13.4 外面・口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 7/8 

珂t 底 ズリ 色燈色 床直

品 4.6 内面:横ナデ、放射状へラミガキ 焼やや不良

21 土師器 口 13.4 外面 口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む ほぼ完形

杯 底 ズリ 色にぶい燈色 床直

高 4.5 内面・横ナデ、放射状へラミガキ 焼やや不良

22 土師器 口 12.3 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む ほぼ完JB
巧く 底 ズリ 色燈色 カマド

局 4.2 内面ー横ナデ 焼良

23 土師器 口 10.8 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 完形

杯 底 ズリ 色撞色 床直

局 3.5 内面:横ナデ 焼良

24 土師器 口 外面:脚部縦及び横ナデ 胎砂粒を含む 閥l部1/2

台付警 脚部底径 内面'斜ナデ 色にぶい燈色 *外面スス付着

9.8 焼不良 床直

高(5.3) 

25 土師器 口 外面・脚部縦へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部1/2

高杯 脚部底径 内面.不明瞭 色赤褐色 *外面スス付着

( 9.0) 焼良 10区1層

高(8.5) 

26 土師器 口 (17.2) 外国 口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 均二部1/3

高杯 底 内面底部中心より放射状へラミガキ 色にぶい掻色 7区1層

高(5.5) 焼良

27 土師器 口 外菌磨滅にて不明瞭 胎砂粒を含む 脚部のみ

台付窪 脚部底径 内面:脚部縦へラナデ、裾部折り返し 色にぶい燈色 11区2層

8.3 焼やや不良

高(6.5) 

28 土師器 口 11.3 外面:口縁部横ナデ、胴上部縦方向へラケズ 胎砂粒を含む 完形

小型墾 底 5.0 リ、中底部斜位へラケズリ 色黄燈色 *外面スス付着

高 11.0 内面ー口縁部横ナデ、胴部斜方向へラナデ 焼良 6区1層

29 土師器 口 13.4 外面:口縁部横ナデ、胴上部縦ナデ、胴中下 胎中砂粒を多量に 完形

小型墾 底 5.5 部斜ナデ 含む *内外面にスス付着

高 14.8 内面:横ナデ 色にぶい櫨色

;廃良

30 土師器 口 外商:一部へラミガキ有り、裾部横ナデ、磨 胎砂粒を含む 脚部1/3

高杯 底 (13.7) 滅著しく不明瞭 色にぶい燈色 10区1層

高(9.4) 内面:へラナデ、中心部絞り 焼良

31 土師器 口 (15.8) 外面:口縁部横ナデ、胴上部横方向へラケズ 胎砂粒を含む 3/5 

婆 底 リ、胴中部斜方向へラケズリ、鯛下部 色にぶい樟色 *外面スス付着

高 (28.0) 縦方向へラケズリ 焼やや不良 6区1層

内面:上部横位へラナデ、下部縦方向へラナ

ア

32 土師器 日 13.3 外面:口縁部横ナデ、頚部縦方向へラケズリ、 胎砂粒を含む 2/3 

窪 底 6.2 胴中部斜位へラケズリ、下部縦方向へ 色にぶい燈色 8区2層

高 23.7 ラケズリ 焼やや不良 15区2層

内面ー口縁部横ナデ、胴部へラナデ 8区1層
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

33 土師器 口 14.4 外面.口辺部横ナデ、胴上部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

喜重 底 内面 口辺部横ナデ、胴部横ナデ 色 撞 色 *外面スス付着、粗

高 (16.0) 焼良 雑

7区1層

34 土師器 口 15.8 外面.口縁部横ナデ、胴部斜縦位へラケズリ 胎砂粒を多量に含 4/5 

警 底 19.5 内面:横ナデ む *外面スス付着

両 21. 2 色にぶい燈色 15区2層

焼やや不良 床直

35 土師器 口 (15.2) 外面:口縁部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴中部2/5

小型察 底 内面:口縁部横ナデ、胴部へラナデ 色赤褐色 *外面スス付着

高(8 5) 焼良 7区1層

36 土師器 口 (19.0) 外面:口辺部横ナデ、胴上部斜へラケズリ 胎中砂粒を多量に 口辺部~胴上部1/4
委 底 内面:横ナデ 含む 7区l層

高 (14.0) 色にぶい燈色

焼良

37 土師器 口 14.8 外面:口辺部横ナデ(指圧痕有り)、胴部へラ 胎砂粒を含む 口縁部~胴中央部3/

E霊 底 ケズリ 色暗褐色 5 

高 (18.4) 内面:口縁部横ナデ、胴部横ナデ 焼良 *内外面に多量のス

ス付着

H-44号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 14.7 外面:口縁部横ナデ、体底部へラミガキ 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 内面:横ナデ 色赤褐色 *内外面にスス付着

F主主ヨT 4.9 焼良 2区2層

2 土師器 口 (13.7) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 1/5 

均二 底 内面横ナデ、放射状へラミガキ 色赤褐色 4区1層

高 (4.5) 焼良

3 須恵器 口 (11.6) 内外面共回転横ナデ 胎砂粒を含む 1/5 

蓋 つまみ径 色灰色 3区1層

高 (3 4) 焼良

4 土師器 口 (20.4) 外面:口辺部横ナデ、胴上部斜位へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部1/3

球胴斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 色にぶ、い褐色 3区2層

高 (7 9) 焼良

5 土師器 口 (32.6) 外面 白辺部横ナデ、頚部横へラミガキ、胴 胎砂際を含む 2/5 

鉢 底 部縦へラミガキ 色にぶい樺色 *内外面にスス付着

高 (23.5) 内面 口辺部横ナデ後横へラミガキ、胴部不 焼良 カマド

定方向へラミガキ

H-45号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 22.8 外面:口辺部横ナデ、胴部斜ないし縦へラケ 胎砂粒を少量含む 口縁部~胴部4/5

長胴斐 底 ズリ 色赤褐色 カマド

高 (22.5) 内面 口辺部横ナデ、胴部へラナデ 焼やや不良

2 土師器 口 22.3 外面 白辺部横ナデ、胴上部横位へラケズリ、 胎砂粒を含む 1/2 

長胴婆 底 胴中部斜縦位へラケズリ 色澄色 *内外面にスス付着

品 内面 口辺部横ナデ、胴部斜縦位へラナデ 焼やや不良 カマド
一」
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器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

外面:口辺部横ナデ、胴部斜へラケスリ 胎砂粒を含む 2/3 

内面.横ナデ 色緩色

焼良

H-46号住

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

内外面共に磨滅著しい 胎砂粒を含む 1/3 

色にぶい燈色 *内面スス付着

焼不良

H-49号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 13.6 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 2/3 

珂: 底 スリ 色燈色 2区1層
同主主ア 3.2 内面.横ナデ 焼良

2 土師器 口 (13.2) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

杯 底 内面積ナデ後、底部にへラミガキ 色にぶい燈色 *内外面に多量のス

高(4.6) 焼やや不良 ス付着

4区1層

3 土師器 口 14.0 外面 口辺部横ナデ、体底部にタタキ痕有り、 胎砂粒を含む 完形

杯 底 底部不定方向へラケズリ 色燈色 4区1層
1τ司主- 5.2 内面横ナデ 焼やや不良

4 土師器 口 12.8 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 9/10 

均く 底 ズリ 色にぶい燈色 *外面スス付着

高 5.0 内面ー横ナデ 焼やや不良 3区 l層

日 50号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 15.4 外面.口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/4 

J:f 底 内面横ナデ 色明赤褐色 33区2層

高 5.0 焼良

2 土師器 口 9.5 外面 口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 3/5 

壷 底 内面 口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶい検色 *内外面共に磨滅著

高 (9 5) 焼やや不良 しい

外面スス付着

カマド

3 土師器 日(15.0) 外面・口辺昔前横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部1/2

斐 底 内面:口辺部横ナデ、胸部へラナデ 色赤褐色 カマド

高(7.0) 焼良

4 土師器 口 (20.4) 外面:口辺部横ナデ(指圧痕有り)、胴上部横 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部1/6

斐 底 方向へラケズリ 色赤褐色 カマド

高 (8.8) 内面:横ナデ 焼良

5 土師器 口 (20.9) 外面:口縁部横ナデ、胴上部横方向へラケズ 胎砂粒を含む 日縁部~胴上部1/2

護 底 リ 色赤褐色 カ7 ド

高(7.6) 内面:へラナデ 焼良
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No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

6 土師器 口 20.0 外面:口辺部横ナデ、胸部不定方向へラケズ 胎中砂粒を含む 4/5 

斐 底 リ 色にぶい燈色 *内外面共多量のス

高 (23.5) 内面 口辺部横ナデ、胴部へラナデ 焼やや不良 ス付着

29区1層

2区2層

29区2層

7 土師器 口 22.0 外面 口縁部横へラナデ、胴部縦ヘラケズリ 胎中砂粒を含む 1/3 

長胴斐 底 内面へラナデ 色赤掲色 カ7 ド

高 (21.5) 焼不良

H-51号住

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成| 依存状態・備考
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H-52号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 10.4 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 4/5 

巧く 底 ズリ 色にぶ、い燈色 *外面にスス付着

高 4.8 内面.横ナデ 焼やや不良 6区1層

2 土師器 口 00.9) 外面 口辺部横ナデ、底部へラケズリ 胎細砂粒を少量含 1/8 

巧= 底 内面横ナデ む 17区l層

高(3 4) 色明赤褐色

焼良

3 土師器 口 外面胴中央部縦へラケズリ、胴下半部斜へ 胎中砂粒を少量含 胴中央部~下半部1/

長胴斐 底 ラケスリ む 3 

高 (27.5) 内面横へラナデ 色にぶい褐色 カマド

焼やや不良

H-53号住

No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 11.8 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を多量に含 ほぼ完形

均二 底 ズリ む 22区1層

高 4.2 内面:縦へラナデ 色 』こぶい棒色

;廃やや不良

2 土師器 口 13.5 外面:口縁部横ナデ、体底部横方向へラケズ 胎砂粒を含む 1/6 

好く 底 リ 色赤褐色 21区3層

高(4.1) 内面:横ナデ 焼良

3 土師器 口 13.0 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む ほぽ完形

杯 底 ズリ 色 燈 色 *内面スス付着

品 4.9 内面横ナデ 焼良 22区1層

4 土師器 口 10.8 外面 白縁部横ナデ、体底部横方向へラケズ 胎細砂粒を含む ほぼ完形(歪み有り)

均二 底 リ 色燈色 21区2層

両 3.1 内面・横ナデ 焼良

5 土師器 口 26.2 外面:口辺部横ナデ、胴部斜ないし縦へラケ 胎中砂粒を含む 4/5 

甑 底 (9.5) ズリ 色にぶい燈色 *外面スス付着

高 26.0 内面 口辺部横へラミガキ 焼やや不良 22区1層

胴部縦方向へラミガキ
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No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

6 土師器 口 19.4 外面:口縁部横ナデ、胴上部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~重要部にかけ

望室 底 内面:口辺部横ナデ 色にぶい撞色 て

高 (3 8) 焼良 *内外面共にスス付

着

20区3層

H-54号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

l 土師器 口 11. 5 外面 口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 9/10 磨滅

巧= 底 内面横ナデ 色樟色 カマド

局 3.2 焼やや不良

2 土師器 口 11.7 外面 口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む ほぽ完形

杯 底 内面.横ナデ 色燈色 1区2層

高 3.6 焼良

3 土師器 口 (11.1) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

杯 底 内面:口辺部横へラミガキ、体底部放射状ミ 色にぷい燈色 *外面スス付着

高 4.1 ガキ 焼良 カマド

4 土師器 口 12.8 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 完形

巧二 底 ズリ 色にぶい樟色 *内外面にスス付着

高 4.3 内面:口辺部横へラミガキ、体底部放射状へ 焼良 カマド

ラミガキ

5 土師器 口 14.2 外面:口辺部横ナデ、体底部へラナデ 胎砂粒を少量含む 1/5 

杯 底 内面:横ナデ 色燈色 *外面スス付着

高(5 0) 焼良 2区1層

6 土師器 口 9.8 外面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を少量含む 完形

手づくね 底 5.2 ズリ 色にぶい黄槍色 *内外面にスス付

両 6.2 内面:横ナデ 焼やや不良 着、粗雑

4区2層

7 土師器 口 外面:へラケズリ 胎砂粒を含む 杯底部~脚部にかけ

高杯 底 内面:へラナデ、杯部横ナデ 色褐色 ての一部

高(7.7) 焼良 *外面スス付着

4区1層

8 土師器 口 外面:不定方向へラケズリ 胎砂粒を含む 杯底部~脚部1/2

高杯 底(9.2) 内面:へラナデ 色 樟 色 2区2層

高(8.6) 焼やや不良

9 土師器 口 (18.6) 外面:口辺部横ナデ、胴部不定方向へラケズ 胎砂粒を含む 口縁部~胴中部

婆 底 リ 色褐色 1/3 

高 (17.7) 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 焼良

10 須恵器 口 23.0 外面:口辺部回転横ナデ、胴上部斜位平行叩 胎細砂粒を含む 口縁部~胴上部のみ

整 底 き 色灰色 床直

高 (10.0) 内面:口辺部回転横ナデ、胴上部あて具痕 焼良

11 土師器 口 (22.0) 外面:口縁部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ、 胎中砂粒を含む 2/5 

長胴斐 底 胴部下位不定方向へラケズリ 色赤褐色 1区1層

高 (29.5) 内面ー口縁部横ナデ、胴部横方向へラナデ 焼やや不良 カマド

12 土師器 口 (21.2) 外面ー口縁部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎中砂粒を含む ロ縁部~胴中部1/4

長胴窪 底 内面:口辺部横ナデ、へラナデ 色樟色 2区2層

高 焼やや不良
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No. 器種 法 量(cm)

13 土師器 口 17.5 

警主 底

高(8 0) 

14 土師器 口 (20.0)

長胴~ 底

高(16.8)

H-55号住

No 器種 法 量(cm)

1 土師器 口 13.0 

均二 底

高 2.7 

2 土師器 口 (13.8)

珂て 底

高(3.8) 

3 土師器 口 (11.4)

小型斐 底

高(5.0) 

4 土師器 口 (15.6)

婆 底

高(5.4) 

日 56号住

H-57号住

Nc 器種 法 量(cm)

1 土師器 口 12.6 

杯 底

局 4.6 

2 土師器 口 (13.5)

杯 底

高(3.7) 

3 土師器 口 10.8 

杯 底

高 2.8 

4 土師器 口 11.3 

杯 底

同 3.0 

5 土師器 口 11.2 

珂= 底

高 3.2 

器形・技法等の特徴

外面 口辺部横ナデ、胴上部縦へラケズリ及

び横へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴上部へラナデ

外面:口辺部横ナデ、胴部へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ

器形・技法等の特徴

外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面横ナデ

外面・口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面:放射状へラミガキ

外面 口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ

外面:口縁部横ナデ、胴上部へラケズリ

内面:口辺部横ナデ、胴上部へラナデ

器形・技法等の特徴

内外面共横ナデ

器形・技法等の特徴

外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ

内面 横 ナ デ

外面.口縁部横ナデ、体底部へラケズリ

内面:横ナデ

外面.口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ

ズリ

内面:横ナデ

外面:磨滅

内面:横ナデ

外面:横ナデ

内面:口縁部横ナデ、体底部へラナデ
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胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 口縁部~胴上部のみ

色後色

焼良

胎中砂粒を多量に 1/12 

合む カマド

色にぷい褐色

焼やや不良

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 1/2 

色澄色 1区2層

焼やや不良

胎砂粒を含む 1/5 

色掻色 l区2層

焼良

胎砂粒を含む 口辺部~胴上部ν
色褐色 1区2層

焼良

胎砂粒を含む 口縁部~胴上部1/4

色にぶい掻色 1区3層

焼やや不良

胎土・色調・焼成| 依存状態・備考

胎砂粒を少量含む|口のみ

色灰色 I 1区1層

焼良

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 4/5 

色明赤褐色 *外面スス付着

焼やや不良 4区3層

胎砂粒を含む 1/4 

色棒色 2区3層

焼良

胎砂粒を含む 1/3 

色褐色

焼良

胎砂粒を含む 1/5 

色澄色

焼良

胎砂粒を含む 1/3 

色燈色

焼良



No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

6 土師器 口 10.6 外面.口縁部横ナデ、体底部ヘラケズリ 胎砂粒を含む 1/5 

巧Z 底 内面:横ナデ 色燈色 3区3層

高 3.2 焼良

7 土師器 口 14.6 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

均二 底 内面ー不定方向へラミ力キ 色栓色 *外面磨滅有り

主同主 5.1 焼やや不良 3区2層

8 土師器 口 15.2 外面.へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

均二 底 内面:横ナデ 色澄色 4区1層

高 3.1 焼やや不良

9 土師器 口 (15.4) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

珂= 底 内面横ナデ 色澄色 ネ外面著しく磨滅

高 (4.5) 焼 不 良 3区3層

10 須恵器 口 12.5 外面.体部回転横ナデ、体底部回転へラ切リ 胎細砂粒を少量含 2/3 

杯 底 7.6 内面:回転横ナデ む 2区2層

高 3.4 色オリープ灰色

焼良

11 須恵器 口 (16.4) 外面・回転横ナデ 胎砂粒を少量含む 2/5 

蓋 つまみ径 内面:回転横ナデ 色 灰 色 4区2層

6.2 焼良

品 3.1 

12 須恵器 口 (27.0) 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を含む 1/5 

蓋 つまみ径 色灰白色 3区1層

焼良

高(2.8) 

13 須恵器 口(146) 内外面共横ナデ 胎砂粒を少量含む 口縁部~胴上部1/5

斐 底 色灰白色 カマド

高(5.0) 焼良

14 土師器 口 (21.4) 外面:口縁部横ナデ、胸部縦へラケズリ 胎砂粒を含む 口辺部~胴上部1/5

長胴斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶい燈色 *外面スス付着

高(7.0) 焼やや不良 カマド

15 土師器 口 23.8 外面:口辺部横ナデ、頚部~胴部縦及び斜へ 胎中砂粒を含む 2/3 

長胴斐 底 ラケズリ 色褐色 *外面にスス付着

高 (31.0) 内面:口辺部横ナデ、胸部横へラナデ 焼やや不良 4区3層

16 土師器 口 23.2 外面:口辺部横ナデ、胴上部縦へラケズリ、 胎砂擦を含む 2/3 

長』同斐 底 胴下半部斜へラケズリ 色にぶい燈色 *外面スス付着

高 (33.0) 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 焼やや不良 3区3層床直

17 土師器 口 23.6 外面.口辺部横ナデ、胴部斜、縦へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴下部 1/2

長胴斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴昔日へラナデ 色樟色 *外面スス付着

高 (22.0) 焼やや不良

H-58号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 11.2 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 9/10 

杯 底 内面.横ナデ 色澄色 *外面スス付着

高 3.6 焼良 1区3層

2 土師器 口 (11.6) 外面:口縁部横ナテ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

杯 底 内面:横ナデ 色棒色 4区2層

高(3 4) 焼やや不良
L_ 
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No 器種 法皇(ζm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考 | 

3 土師器 口 11.6 外面 口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 4/5 

均二 底 内面:横ナデ 色樟色 3区2層

両 4.0 焼良

4 土師器 口 (12.2) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 内面:体部放射状へラミガキ、底部螺線状へ 色樟色 3区2層

高 (3 8) ラミガキ 焼良

。土師器 口 (13.1) 外面 白縁部横ナデ、体底部へラケズリ 目白 砂粒を含む 1/3 

杯 底 内面体部放射状へラミガキ 色燈色 3区1層

高(4 6) 焼良

6 土師器 口 (170) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ(著 胎砂粒を含む 1/3 

杯 底 しく磨滅) 色燈色 2区3層

高 5.1 内面:体部放射状へラミガキ、底部螺線状へ 焼良

ラミガキ

7 土師器 口 23.8 外面:口辺部横ナデ、胴上半部横方向へラケ 胎砂粒を含む 2/3 

長胴斐 底 ズリ、胴中央部縦へラケズリ、胴下半 色燈色 *底部スス付着

高 32.3 部斜へラケズリ 焼やや不良 カマド

内面横ナデ、胴部へラナデ

H-59号住

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

l 土師器 口 (150) 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/3 

杯 底 ズリ 色燈色 6区3層

高(2.7) 内面:横ナデ 焼良

2 土師器 口 11.4 外面.口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 4/5 

杯 底 内面横ナデ後不定方向へラミガキ 色にぶい燈色 *内外国にスス付着

局 3.8 焼不良 4区2層

3 土師器 ロ 18.2 外面 口辺部横ナデ、胸部縦へラケズリ、底 胎砂粒を少量含む ほぽ完形

有孔鉢 底 5.8 部へラケズリ 色撞色 *外面にスス付着

高 11.8 内面:口辺部~胴上半部横ナデ、 I問中央部斜 焼良 4区壁

ナデ、胴下半部縦ナデ

4 土師器 口 11.7 外面:口縁部横ナデ、腕部不定方向へラケズ 胎細砂粒を少量含 3/4 

t 宜E 底 6.8 リ む *内外国にスス付着

高 13.4 内面:口縁部横ナデ、体底部不定方向へラミ 色にぶい燈色 1区1層

ガキ 焼良

5 土師器 口(7.5) 外面:口縁部横ナデ、胴部斜へラミガキ 胎砂粒を含む 7/8 

注目土器 底 7.1 内面:口縁部横ナデ、体部不定方向ナデ 色暗赤色 本内外面に多量のス

官F会ヨ- 焼やや不良 ス付着

*磨滅著しい

6 須恵器 口 (13.2) 内外国共に回転横ナデ、底部回転糸切り 胎砂粒を少量含む 3/4 

坪 底 9.8 色灰黄色 9区2層

τFき司- 3.5 焼良

7 須恵器 口 12.6 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り 胎砂粒を含む ほぽ完形

珂= 底 8.2 色灰色 *ゆがみ有り

古E司主- 4.6 焼やや不良 *自然灰柏有り

9区3層

8 須恵器 口 13.1 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り 胎砂粒を含む 9/10 

均二 底 9.0 色灰色 9区2層

高 3.8 焼良
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No 器種 法量(cm)

9 須恵器 ロ 13.0 

珂= 底 8.0 

作司 3.5 

10 須恵器 口 12.3 

巧= 底 7.8 

高 3.3 

11 須恵器 口 (14.2)

杯 底 8.2 
ヲF主弓T 3.4 

12 須恵器 口 13.6 

均t 底 8.8 

f，司5" 3.6 

l3 須恵、器 口 13.2 

巧二 底 9.0 

高 4.0 

14 須恵器 口(l3.4)

珂く 底 7.8 

局 3.6 

15 須恵器 臼 (11.6)

高台付杯 底(7 4) 

高 4.5 

16 須恵器 口 13.6 

蓋 つまみ径

4.0 

局 2.8 

17 土師器 口 (12.0)

杯 底(8.2) 

高 3.4 

18 須恵器 口

斐 底

高

日---DO号住

H一五1号住

N口 器種 法 量(cm)

1 須恵器 口 12.8 

巧= 底 5.7 

高 4.3 

2 須恵器 口 6.4 

高台付杯 底

高(3.7) 

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考 | 

内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り 胎細砂粒を含む 1/2 

色 灰 色 11区2層

焼良

内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り 胎細砂粒を少量含 1/2 

む 11区2層

色灰白色

焼良

内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切リ 胎砂粒を含む 1/3 

色 灰 色 6区3層

焼 不 良

内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り 胎砂粒を少量含む 1/2 

色灰白色 4区2層

焼良

内外面共に回転横ナデ、底部糸切り 胎細砂粒を含む 1/2 

色 灰 色 6区

焼良

内外面共に回転横ナデ、体底部回転へラ切り 胎砂粒を少量含む 1/2 

色灰白色 3区l層

焼良

内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り後付 胎砂粒を少量含む 1/3 

高台 色 灰 色 11区1層

焼良

内外面共に回転横ナデ 胎細砂粒を含む 3/4 

色灰黄色 6区3層

焼良

外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

内面:へラナデ 色 澄 色 11区2層

焼良

外面:平行条線タタキ目 胎砂粒を含む 2区1層

内面:タタキ 色 灰 色

焼良

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 l依存状態・備考

外面:口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ!胎砂粒を含む

内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ l色 にぶい後色

焼やや不良

器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成

内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り未調 胎砂粒を多量に含

整 む

色灰白色

焼やや不良

内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り後付 胎砂粒を含む

3同5".L口A 色 灰 色

焼良
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口縁部~胴上部1/8

30区1層

依存状態・備考

ほぽ完形

3区1層

底部のみ

3区2層



No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

3 土師器 日 (31.7) 外面:口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 口辺部~胴上半部

望主 底 内面:横ナデ、へラミガキ 色にぶい燈色 1/10 

高 (6 3) 焼良

4 土師器 口 (220) 外国 口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部

斐 底 内面 口辺部横ナデ、胴部縦方向へラナデ 色 燈 色 1/8 

高 (11.5) 焼やや不良

日 62号住

No 器種 J去量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 須恵器 口 13.0 内外面共回転横ナデ、底部回転糸切り 胎細砂粒を含む 9/10 

珂= 底 7.9 色灰色 5区2層

高 3.6 焼良

2 土師器 口 (18.8) 外面:口辺部横ナデ、胴部斜方向へラケズリ 胎砂粒を含む 1/6 

E刻同委 底 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶい燈色 4区l層

高 (7.7) 焼良

3 土師器 口 (15.8) 外面 口辺部横ナデ、胸部斜方向へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴中央部1/

球胴斐 底 内面.口辺部横ナデ、胸部へラナデ 色にぶい稔色 4 

高 (15.9) 焼良 4区1層

H-63号住

No. 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 14.0 外商.口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む ほぽ完形

杯 底 内面放射状へラミガキ 色 にぶい黄褐色

高 4.6 焼良

2 土師器 口 13.2 外商・体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

珂= 底 内面.放射状へラミガキ 色 燈 色

両 3.0 焼良

3 土師器 口 (14.4) 外面 口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 1/3 

巧く 底 ズリ 色燈色 *外面スス付着

高 (4 5) 内面体部放射状へラミガキ、底部螺線状へ 焼良

ラミガキ

4 土師器 口 14.0 外面・口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 9.0 内面・放射状へラミガキ 色にぶい燈色 15区2膚

高 3.7 底部螺線状へラミガキ 焼良

5 土師器 口 (12.4) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 2/5 

杯 底 6.8 内面放射状へラミガキ 色樟色 本内外商共に磨滅著

高 3.6 焼良 しい

15区2層

6 土師器 口 14.2 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 4/5 

杯 底 8.9 内面:放射状へラミガキ 色にぶ、い燈色 10区2層

τI司主T 4.2 焼やや不良

7 土師器 口 (13.0) 外面:口辺部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 9/10 

珂= 底 ズリ 色燈色 *外面スス付着

高(3.8) 内面:横ナデ 焼良 15区2層

8 須恵器 口 (13.8) 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切り 胎細砂粒を含む 1/3 

杯 底 色灰色 18区2層

高 4.2 焼不良
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No. 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

9 土師器 口 15.2 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 1/5 

均二 底 内面放射状へラミガキ 色棒色 20区1層

高 4.0 焼良

10 土師器 口 13.8 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 2/5 

杯 底 8.4 内面:放射状へラミガキ 色燈色 *内外面共に磨滅著

ヲF主ヨf 4.0 焼やや不良 しい

11区1層

11 土師器 口 14.2 外面:体底部へラケズリ(磨滅著しい) 胎砂粒を含む ほぽ完形

均二 底 9.9 内面:横ナデ 色にぶい燈色 11区1層

高 4.0 焼不良 11区2層

12 土師器 口 (18.2) 外面:口縁部横ナデ、体部へラケスリ 胎砂粒を少量含む 1/7 

珂: 底 内面:放射状へラミガキ 色明赤褐色 14区1層

高(6.1) 焼良

13 土師器 口 (19.0) 外面ー口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/4 

杯 底 内面 口縁部横ナデ、体底部へラミガキ 色燈色 20区1層

高(6.8) 焼不良

14 須恵器 口 (12.4) 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り後外 胎細砂粒を含む 1/3 

杯 底 (8.3) 周へラケズリ 色灰色 24区1層

高 3.3 焼良

15 須恵器 口 13.4 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り後外 胎砂粒を少量含む 3/5 

珂t 底 8.9 周へラケズリ 色灰色 10区1層

高 3.6 焼良

16 土師器 口 (18.4) 外面.口縁部横ナデ、体部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/3 

巧二 底 (8.0) 内面放射状へラミガキ 色燈色 20区2層

高 6.0 焼良

17 須恵器 口 l3.8 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切リ 胎砂粒を少量含む 9/10 

均二 底 9.4 色灰色 10区1層

両 3.7 焼良

18 須恵器 口 (13.4) 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切リ 胎細砂粒を少量含 1/3 

巧= 底 (9.4) む 6区l層

両 3.6 色灰色 11区1層

;廃良 15区11脅

19 須恵器 口 (13.8) 外面:回転横ナデ後体部下位にへラケズリ、 胎砂粒を含む 1/3 

杯 底 底部回転へラ切リ 色灰白色 19区1層

高 (4.0) 内面:回転横ナデ 焼良

20 須恵器 口 12.4 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切リ 胎細砂粒を少量含 1/2 

河= 底 7.7 む 14区1層

高 4.0 色灰色 15区1層

焼良 19区1層

21 須恵器 口 15.5 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切リ後 胎砂粒を含む 2/3 

巧= 底 10.8 体部下位にへラケズリ 色灰色 19区1層

高 4.7 焼良

22 須恵器 口 9.5 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切に 胎砂粒を少量含む 1/2 

珂= 底 6.4 削り出し高台を付す 色灰色 16区1層

高 4.9 焼良

23 須恵器 口 (19.8) 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り後付 胎砂粒を少量含む 一部

高台付杯 底 (14.8) 高台 色灰色 15区1層

高 4.0 焼やや不良
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No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

24 須恵器 日 13.7 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を含む 4/5 

蓋 つまみ径 色褐灰色 18区2層

4.1 焼良

高 2.5 

25 須恵器 口 14.0 内外面共に回転横ナデ(外面に自然灰粕) 胎砂粒を含む 完形

蓋 つまみ径 色黄灰色 10区l層

3.6 焼良 11区1層

高 2.8 12区2層

26 須恵器 口 19.8 内外商共に回転横ナデ 胎砂粒を含む 1/2 

蓋 つまみ径 色灰色 19区1層

4.0 焼やや不良 19区2層

高 4.3 20区1層

20区2層

27 須恵器 口 15.6 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を少量含む 4/5 

葦 つまみ径 色灰色 9区2層

4.8 焼良

高 2.3 

28 須恵器 口 13.6 内外面共に回転横ナデ(外面焼きムラ有り、 胎砂粒を含む 3/4 

蓋 つまみ径 自然灰粕) 色黒灰色 18区2層

3.8 焼良

高 2.1 

29 土師器 口 (29.0) 外面.口縁部横ナデ、胴上半部斜位へラケズ 胎砂粒を含む 日縁部~胴上部1/3

鉢 底 リ 色澄色 *外面スス付着

高 (9.7) 内面 口縁部横ナデ、胴上部へラナデ 焼良 10区

14区2層

30 土師器 口 (14.4) 外面.口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎 砂市立を含む 口辺部~胴上部1/5

小型斐 底 内面 口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色暗褐色 24区1層

高(6.5) 焼良

31 須恵器 口 (11.0) 内外面共に横ナデ、ロク口調整 胎細砂粒を含む 口縁部~胴上部

短頚歪 底 色灰色 1/3 

高(9.0) 焼良 11区2層

32 土師器 口 21.4 外面;口縁部横ナデ、胴部へラケズリ 胎中砂粒を含む ロ縁部~胴上部のみ

球胴斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色褐色 15区1層

高(10.5) 焼良

33 土師器 口(19.0) 外面:口縁部横ナデ、胴上半部斜位へラケズ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部1/3

球胴斐 底 リ 色にぶい黄燈色 *外面スス付着

高(7.5) 内面:口縁部横ナデ、胴上部へラナデ 焼やや不良 10区1層

34 土師器 口 (18.0) 外面:口辺部横ナデ、胴上部斜位へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部1/3

球胴斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色掻色 10区2層

高(7.2) 焼やや不良

35 土師器 口 (22.8) 外面:口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部門|

球胴斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色燈色 17区1層

高 (10.0) 焼良

36 土師器 口 (23.0) 外面:口辺部横ナテ¥胴上部不定方向へラケ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部

斐 底 ズリ 色にぶい褐色 1/6 

高 (11.3) 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 焼やや不良 15区1層

37 土師器 口 (30.6) 外国:口辺部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上半部

長胴斐 底 内面:口辺部横ナデ、胴部へラナデ 色にぶい樟色 1/8 

高 焼良 20区1層
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器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成| 依存状態・備考
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H---64号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 12.0 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 2/3 

杯 底 9.4 内面:横ナデ 色樫色 *磨滅著しい

τf司主- 4.4 焼良

2 須恵器 口 (12.2) 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ切リ 胎砂粒を含む 1/4 

杯 底 色灰色

両 3.5 焼良

3 須恵器 口 16.0 内外面共に回転横ナデ 胎砂粒を少量含む ほぼ完形

蓋 つまみf圭 色 灰 色 25区1層

3.8 焼良

向 4.5 

4 土師器 口 12.6 外面.口縁部横ナデ、体部横へラケズリ、底 胎砂粒を含む 4/5 

杯 底 8.8 部不定方向へラケズリ 色にぶい後色 26区l層

高 3.6 内面・横ナデ 焼良

5 土師器 口 (13.5) 内外面共に横ナデ 胎砂粒を含む 日縁部~胴上部1/3

窪 底 色褐色 21区1層

高(5.5) 焼良

6 土師器 口 (20.1) 外面:口辺部横ナデ、胴上部横方向へラケズ 胎砂粒を含む 口縁部~胴上部3/5

婆 底 リ 色赤褐色 21区1層

高(8.0) 内面:口辺部横ナデ、胴上部へラナデ 焼良

7 土師器 口 (25.2) 外面:口縁部横ナデ、胴上部斜へラケズリ 胎中砂粒を含む 口縁部~胴上部1/3

斐 底 内面:口縁部横ナデ、胴部へラナデ 色赤褐色 カマド

高 (13.0) 焼やや不良

H~65号住

No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

1 土師器 口 14.0 外面:口縁部横ナデ、体部横方向ヘラケズリ、 胎砂粒を少量含む 2/3 

均二 底 9.4 底部へラケズリ 色にぶい燈色 *外面にスス付着

高 3.5 内面:横ナデ 焼良 カマド

2 須恵器 口 11.7 外面:回転横ナデ、底部回転へラ切リ 胎砂粒を少量含む 1/4 

杯 底 内面:回転横ナデ 色灰色 *外面に自然灰粕付

高 3.8 焼良 着

4区l層

3 須恵器 口 (13.0) 内外面共回転横ナデ、底部回転へラ切リ後ナ 胎砂粒を含む 1/4 

杯 底 ア 色灰白色 l区1層

高(3 4) 焼良

4 須恵器 口 (13.1) 外面:回転横ナデ、底部回転へラ切リ 胎細砂粒を少量含 1/2 

杯 底 7.8 内面:回転横ナデ む *外面に自然灰粕少

高 3.9 色 灰 色 量付着

焼良 上層

5 須恵器 口 (104) 内外面共回転横ナデ、底部回転へラ切リ後付 胎砂粒を含む 2/3 

高台付亦 底 6.5 高台 色灰白色 カマド

高 4.5 焼良
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No 器種 法量(cm)

6 須恵器 口 13.6 

珂く 底 8.0 

Fヨ 4.1 

7 土師器 口 20.5 

重主 底

高(7.5) 

H--66号住

No 器種 法量(cm)

1 土師器 口 18.4 

高杯 底

高(6.4) 

2 土師器 口 21.0 

斐 底(4.0) 

高 27.0 

3 土師器 口 20.1 

斐 底

"" 
28.2 

4 土師器 口 (22.0)

斐 底

高 (10.0)

5 土師器 口 11.5 

小型鉢 底

高(5.8) 

6 土師器 口 (15.0)

き霊 底

高(5.5) 
L 」

H-67号住

土坑出土遺物

No. 器 種 法 量(cm)

32 土師器 口

高珂て 底 9.4 

高 (6.3) 

33 土師器 口 (12.8)

査 底

高 (13.0)

34 土師器 口 (16.9)

斐 底(6.5) 

高 30.4 

器形・技法等の特徴

外面:回転横ナデ、底部回転へラ切リ

内面回転横ナデ

外面 口縁部横ナデ、口辺部~胴上部へラケ

ズリ、頚音目指頭痕

内面・横ナデ

器形・技法等の特徴

外面 口辺部横ナデ、底部へラケズリ

内面:横ナデ

外面・口縁部横ナデ、胴上部様方向へラケズ

リ、胴中下部斜方向へラケズリ

内面・口縁部横ナテ¥胸部へラナデ

外面.口縁部横ナデ、胴上部横へラケズリ、

以下斜へラケズリ

内面 口縁部横ナデ、胴部へラナデ

外面:口辺部横ナデ、胴上部へラケズリ

内面横ナデ、胴上部へラナデ

内外面共に横ナデ

外面.口辺部横ナデ、胴上部横へラケズリ

内面:横ナデ

器形・技法等の特徴

外商 口縁部横ナデ、体底部へラケズリ

内面:横ナデ

器形・技法等の特徴

外面・横ナデ

内面:横ナデ、杯部ナデ

外面:口辺部横ナデ、胴部不明瞭

内面:口辺部横ナデ、胴部横方向へラナデ

外面:口縁部横ナデ、胴部不定方向へラケズ、リ

内面 白縁部横ナデ、胴部不定方向ナデ
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胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を少量含む 2/3 

色灰白色 カマド

焼良

胎砂粒を少量含む 口縁部~胴上半部2/

色赤褐色 5 

焼良 *内外面共磨滅著し

¥;、

胎土・色調・焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 均二部のみ4/5

色槍色 *内外面スス付着

焼やや不良

胎砂粒を含む 3/5 

色 にぶい赤褐色 16区1層

焼やや不良 カマド

13区1層

胎砂粒を含む 3/5 

色赤褐色 18区1層

焼不良

胎砂粒を含む 口縁部~頚部1/3

色褐色 18区1層

焼良

胎砂粒を含む 1/3 

色赤褐色 *外面スス付着

焼良

胎砂粒を少量含む 口辺部の一部

色赤褐色 19区l層

一
胎土・色調・焼成 i依存状態・備考

胎砂粒を含む I 1/4 
色燈色 I 1区2層

焼良

胎土色調焼成 依存状態・備考

胎砂粒を含む 均二底部~脚部

色燈色 D-29 

焼良

日台砂粒を含む 1/3 

色灰黄褐色 *内外面スス付着

焼良 D-29 

胎砂擦を含む 2/3 

色にぶい樟色 *粗雑

焼良 D-29 



No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

35 土師器 口 6.8 外面・斜縦位へラミガキ 胎 i田砂粒を含む ほぼ完形

杯 底 2.8 内面横へラミガキ、赤色塗彩 色赤色 D-98 

両 3.4 焼良

36 土師器 口 外面:縦へラミガキ、脚部のみ赤色塗彩 胎砂粒を含む D-98 

高杯 底 8.3 内面・横ナデ 色赤色

高(6.6) 焼良

37 土師器 口 (19.2) 外面.口縁部横ナデ、頚部ノ¥ケ目 胎砂粒を含む 口辺部の1/2
± 宜E 底 内面:横ナデ 色澄色 D-98 

高(5.1) 焼良

38 婆 日 外面頚部二連止簾状紋 胎砂粒を含む D-98 

底 内面:横ナデ 色にぶい燈色

f司 焼良

39 土師器 口 17.9 外面 白縁部横ナデ後体部へラケズリ 胎砂粒を含む 杯部のみの2/3

高杯 底 内面.へラナデ 色赤褐色 *内面にスス付着

高(6.5) 焼良 D← 41 

40 土師器 口 (13.1) 外面・口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 1/5 

杯 底 内 面 横 ナ デ 色 樫 色 D-24 

高(5.5) 焼良

41 土師器 口 (12.0) 外面ー口縁部横ナデ、体部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

鉢 底 内面・横ナデ 色にぶい棒色 D-24 

高 12.0 焼良

42 須恵器 口(12.2) 内外面共回転横ナデ、底部回転糸切り 胎砂粒を少量含む 1/3 

杯 底 (7.4) 色灰色 D-83 

高 3.2 焼良

43 土師器 口 (117) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 1/2 

杯 底 内面・横ナデ 色樫色 D-83 

両 ι3 焼良

44 土師器 口 (11.6) 外面:口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む 2/3 

杯 底 内面:横ナデ 色燈色 D→ 83 

両 4.3 焼良

45 須恵器 口 13.8 内外面共回転横ナデ、底部回転糸切リ 胎砂粒を少量含む 3/4 

杯 底 8.0 色灰白色 D-20 

局 3.8 焼良

46 婆 口 外面縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 胴下位1/2

底 (13.0) 内面ー横へラミガキ 色黄櫨色 D-47 

高(8.0) 焼良

47 土師器 口 23.4 外面 口辺部横ナデ、胴部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 9/10 

長胴喜善 底 内面:横ナデ 色赤褐色 D-94 

高 (29.7) 焼良

48 土師器 口 26.0 外面ー口縁部横ナデ、胴部縦方向へラケズリ 胎砂粒を含む 4/5 

長胴斐 底 内面:口縁部横ナデ、胴部斜ハケ 色燈色 D-94 

高 (300) 焼良

49 土師器 口 24.0 外面.口辺部横ナデ、胴上部タタキ、へラケ 胎砂粒を少量含む 口辺~胴部2/3

長胴斐 底 ズリ 色赤褐色 D-94 

高 (27.7) 内面:横ナデ 焼良
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クリッド出土遺物

No 器種 法 量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

2 小型壷 口 12.9 外面 口縁部縦へラミガキ後横へラミガキ、 胎砂粒を少量含む

底 口辺部縦へラミガキ 色暗赤褐色

両 8.6 内面:横へラミガキ 焼良

3 宜士E 口 外面頚部櫛描紋、胴部斜ノ¥ケ 胎砂粒を含む ネ外面にスス付着

底 内面ー斜ノ¥ケナデ 色掻色

高 (57.5) 焼良

4 斐 ロ (16.4) 外面 口唇部きざみ、口辺部縦ノ、ヶ目、頚部 胎砂粒を含む *外面にスス付着

底 簾状紋(単止)、胴上部波状紋、胴中位 色にぶい稜色

高 (16.0) 縦ハケ日 焼良

内面横方向ハケ目、口唇部きざみ

5 Z霊 口 外面ー口辺部、胸部に波状紋、頚部二連止簾 胎砂粒を含む 破片

底 状紋 色赤褐色 *外面にスス付着

局 内面.横へラミガキ 焼良

6 三且長 口 外面へラミガキ 胎砂粒を含む *内面にスス付着

つまみ径 内面横方向へラミガキ 色灰黄色

( 3.9) 焼良

高(4.7) 

7 蓋 口 (15.9) 外面ー不定方向へラケズリ 胎砂粒を含む

つまみ径一 内面:不定方向へラミガキ 色にぶい穫色

高(7.8) 焼良

8 高杯 口 9.2 外面:縦方向へラミガキ後、赤色塗彩 胎砂粒を含む *底部内面にスス付

底 7.0 内面 へラミガキ後赤色塗彩 色底部内面を除く 着

局 10.0 全面に赤色

;廃良

9 高均二 口 8.3 外面・縦へラミガキ 胎砂粒を含む

底 内面.横ナデ 色 赤 色

高(6 6) 焼良

10 高杯 口 外面へラミガキ 胎砂粒を含む *一部スス付着

底 10.2 内面:横ナデ 色赤色

高(9.5) 焼良

11 高杯 口 12.8 内外面共に縦方向へラミガキ 胎砂粒を少量含む *外面にスス付着

底 全面赤色塗彩 色赤褐色

高(5.0) 焼良

12 土師器 口 13.0 外面:Iコ縁部~頚部にかりて縦へラミガキ、 胎砂粒を含む

増 底 18.0 胴部横ないし斜へラケズリ 色燈色

τF主司- 6.5 内面 口縁部~頚部横ナデ 焼良

胴底部斜ナデ

13 台付婆 口 15.6 外面.へラケズリ 胎砂粒を含む *外面少量スス付着

底 10.4 内面へラナデ 色棒色

両 34.5 焼良

14 長胴斐 口 21.3 外面 口縁部横ナデ、胴上半部~中部にかけ 胎砂際粒を含む *外面にスス付着

底 て縦へラケズリ、下半部斜ないし横へ 色赤褐色

両 35.3 ラケズリ 焼良

内面口縁~体部横ナデ

15 土師器 日 (12.5) 外面:口縁部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を少量含む

杯 底 内面:横ナデ 色赤褐色

高 4.1 焼良
」一



N日 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

16 土師器 口 1l.8 外面:へラミガキ 胎砂粒を少量含む *内外面共磨滅

均= 底 内面:へラミガキ 色赤褐色

高 3.6 焼良

17 土師器 口 11.0 外面.口辺部横ナデ、体底部へラケズリ 胎砂粒を含む

珂= 底 内面.口辺部横ナデ、体底部へラナデ 色燈色

高 3.5 焼良

18 土師器 口 12.2 外面・口辺昔日横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む

杯 底 ズリ 色燈色

主F主可r 4.0 内面.へラナデ 焼良

19 土師器 口 11.2 外面・口縁部横ナデ、体底部不定方向へラケ 胎砂粒を含む

均て 底 ズリ 色燈色
守f司主f 4.3 内面:横ナデ 焼良

20 土師器 口 14.5 外面・口辺部横ナデ 胎砂粒を含む

杯 底 体底部へラケズリ 色にぶい撞色

高 4.4 内面:横ナデ 焼良

埋設

No. 器種 法量(cm) 土器の特徴 依存状態・備考 | 

1 深 f本 口 磨滅が著しい 破片口縁部

底

高

2 鉢 口 31 口唇部に隆帯がめぐらされ隆帯上に円形の刺突が施される 口縁部~胴部

底

高(15)

3 深 鉢 口 磨滅が著しい 胸部~底部

底 12 胴部全体により糸文が施され 3条の沈線が横位に波状に施文され

高 (32) る。

4 深 鉢 口 47.8 口縁部は横位の沈線により楕円区画され胴部はそこから垂下する 2 口縁部~胴部

底 条の沈線により区画され区画内に矢羽状の沈線文を施す

高 (35.2)

5 深 鉢 口 沈線による J字状文が施される 口縁部~底部

底 6 

高 (17)
」

土坑

No. 器種 法量(cm) 土器の特徴 依存状態・備考

1 深 鉢 口 39.6 口縁部は隆帯と沈線による渦巻状の文様が施され鋼部は全体により 口縁部~胴部

底 糸文が施される

高 (20)

2 h、~て， 鉢 口 沈線による横位の区画が施され区画内に単節斜縄文が施文される 破片口縁部

底

高

3 ì~ド" 鉢 口 沈線による横位の区画が施され区画内に単節斜縄文が施文される 破片口縁部

底

高
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No. 器種 I去J量(cm) 土器の特徴 依存状態・備考

4 深 鉢 口 沈線による横位の区画が施され区画内に単節斜縄文が施文される 破片口縁部

底

高

5 深 鉢 口 口縁部に横位の隆帯が施される 破片口縁部

底

両

6 深 鉢 口 単節斜縄文が施される 破片

底

両

7 深 鉢 口 口唇部上に渦巻状の隆帯が付される 破片口縁部

底

le会ヨ-

8 深 喜本 口 口唇部断面形は台形 破片口縁部

底

高

9 深 鉢 口 口縁部を隆平苦により区画され区画内に単節斜縄文を施す 破片口縁部

底

両

10 b作k下ぞ 鉢 口 隆帯による区画内に縦位の沈線を施す 破片

底

局

11 深 主本 口 隆帯と沈線により渦巻状に区画され区画内に沈線が縦横に施される 破片口縁部

底

高

12 深 鉢 口 日縁部を隆帯と沈線により楕円区画され区画内に縦位の沈線を施す 破片口縁部

底

高

l3 h、~ミ， 鉢 口 隆帯による渦巻状の文様が施される 破片口縁部

底

両

14 深 鉢 口 太めの沈線により楕円区画され区画内に単節の斜縄文を施す 破片口縁部

底

高

15 深 鉢 口 40 口縁部に隆帯と沈線により楕円状の区画をし区画内に単節斜縄文を 口縁部~胴部

底 施す

高 (16)

16 深 鉢 口 口唇部直下に沈線が回り口縁部に単節斜縄文が羽状に施文される 破片口縁部

底

rl'会ヨA 

17 
h 、，ττ，

鉢 口 磨滅が著しい 全体に単節斜縄文が施される 破片

底

高
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No 器種 法量(cm)

18 深 鉢 口

底

国1

19 深 喜本 口

底

高

20 深 主事 口 34 

底 6.4 

作ヨ 44.2 

21 深 喜本 口

底

高

22 深 鉢 口

底

高

23 深 鉢 口 36.2 

底

高(19)

24 、8tττて， 喜本 日

底

?e主ヨア

25 深 鉢 口

底

高

26 深 鉢 口

底

高

27 深 鉢 口

底

高

29 浅 鉢 口

底

高

30 i架 鉢 口

底

局

31 深 ま本 口

底

高

土器の特徴

沈線と単節斜縄文が施される 破片

口唇部下に沈線が回り口縁部は沈線により渦巻状に区画され区画内 破片口縁部

に単節斜縄文を施す

口縁部は横位の楕円状区画がされ胴部は口縁から垂下する 2条の沈 口縁部~底部

線により区画され区画内に無節斜縄文が施文される

単節斜縄文が全体に施文され垂下する 2条の沈線が施される 破片

沈線による区画内に単節斜縄文を施す 破片

口縁部は隆帯と沈線により横位の楕円区画をされ胴部は垂下する 2 口縁部~胴部

条の沈線により区画され区画内に単節斜縄文を施す

隆帯による区画内に縦位の沈線を施す 破片口縁部

隆帯と沈線により楕円状に区画され区画内に縦位の沈線を施す 破片口縁部

口縁部を隆帯と沈線により横位の区画をし区画内に単節斜縄文を施 破片口縁部

す

全体に単節斜縄文を施す 破片

沈線により文様を施される 破片口縁部

隆帯を境に上部に縦f立の沈線下部に単節斜縄文を施す 破片

隆帯と沈線で渦巻状の文様を施す。隆帯上には矢羽状の刻みが施さ 破片

れる

器形・技法等の特徴

外面・横ナデ

胎土・色調・焼成| 依存状態・備考

胎砂粒を含む |破片
内面.へラナデ 色赤褐色

-270 



No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

33 土師器 口 12_8 外面 横 ナ デ 胎砂粒を含む 口縁部~胴部

警 底 内面:へラケズリ 色にぶい樺色

高 (13)

34 土 師器 口 16 外国:口辺部横ナデ、目同部へラケズリ 胎砂粒を少量含む 口縁部~底部

E霊 底 6 内面:横ナデ 色赤褐色良

高 30 

35 土師器 口 7 内外面共へラミガキ 胎砂粒を含む 口縁部~底部

域 底 2_8 

向 d つ

36 土師器 口 外面:脚部縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 脚部のみ

高 巧= 底 8_2 内面:脚部横ナデ 色 燈 色

高

37 弥 生 口 19_4 外面:口縁横へラミガキ、口辺部斜へラミ ti 胎砂粒を含む 破片口縁部

古宜 底 キ 色にぶい撞色

高 内面横ナデ

38 弥 生 口 外面波状紋 胎細砂粒を含む 破片

き喜 底 色にぶい棒色

向 焼良

39 土師器 日 18_2 外面ー口縁部縦位へラケズリ 胎細砂粒を含む 口縁部

高 均二 底 内面横ナデ 色にぶい燈色

τF主ヨT 焼良

40 土師器 口 14 外面:口辺部横ナデ、底部不定方向へラケズ 胎砂粒を含む 3/4 

杯 底 リ 色にぶい燈色

高 5 内面.横ナデ

41 土師器 口 12 外面:縦位へラケズリ 胎砂粒を含む 口縁部~底部

小 型婆 底 内面横ナデ 色赤褐色

高 12 焼良

42 須恵器 口 12 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り 胎砂粒を含む 4/5 

杯 底 8 色灰色

高 3 

43 土師器 口 12 外面:口辺部横ナデ、底部不定方向へラケズ 胎砂粒を含む 3/5 

均二 底 6 色にぶい燈色

両 4.4 内面・横ナデ

44 須 恵器 口 14 内外面共に凹転横ナデ、底部回転糸切り 胎砂粒を含む ほぼ完形

珂= 底 8 色灰色

45 土師器 三F主ヨT 4 外面:口辺部横ナデ、底部不定方向へラケズ 胎砂粒を含む 9/10 

杯 日 11_4 リ 色にぶい燈色

底 8 内面:横ナデ

高 4_4 

46 底 昔日 口 外面:縦方向へラミガキ 胎砂粒を含む 底部破片

破 片 底 13 内面:横方向へラミガキ 色にぶい燈色

高 焼良
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No 器種 法量(cm) 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 依存状態・備考

47 土師器 口 24 外面:口縁部横ナデ、胴部縦方向斜へラケズ 胎砂粒を含む 口縁部~胴部

E霊 底 リ 色にぶい燈色

高 (30) 内面:口縁部横ナデ、胴部横へラナデ 焼良

48 土師器 口 26 外面:口辺部横ナデ、胴部及び底部へラケズ 胎荒砂粒を含む 口縁部~胴下部

長胴饗 底 色赤褐色

高 (29) 内面:口辺部横ナデ、胸部へラナデ

49 土師器 口 24 外面.口辺部横ナデ、胴部横へラケズリ 胎砂粒を少量含む 口縁部~胴下部

斐 底 内面:横ナデ 色樟色

高 (25)
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四 幸
生 と め

1 古墳時代~奈良・平安時代の土器群の変遷について

本遺跡における古墳時代~平安時代の土器群の変遷について観てみたい。

住居の重複関係、住居祉一括遺物、特に覆土の下層、床直、カマド出土遺物を中心に、これま

でいくつか提示されている群馬県内の当期の土器群編年試案をふまえて検討したい。なお実年代

の推定については、坂口一氏らの古墳時代後期から奈良・平安時代の土器の編年(坂口1986・坂

口・三浦1986) などと対比しながら想定してみたい。

本遺跡は道路幅の中の調査のため、ほとんどの住居が一部調査区外に出てしまっている状態で、

なおかつ非常に複雑な重複関係であったが、その中で比較的良好な重複関係を有する住居は以下

のとおりである。

荒神平遺跡

H-5号住→H-4号住

H-6号住→H-7号住

H-12号住→H-13号住

H-17号住→H-18号住

H-20号住→H-26号住

H-22号住→H-19号住

H-24号住→H-27号住

H-28号住→H-25号住

吹上遺跡

H-6号住→H-7号住

H-12号住→H-ll号住

H-13号住→H-35号住

H-15号住→H-14号住

H-17号住→H-16号住

H-25号住→H-26号住

H-30号住→H-29号住

日 32号住→H-33号住

日-36号住→日-35号住
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H-40号住→H-42号住

日 44号住→H-45号住

H-62号住→H-63号住

このうち遺物出土量がある程度有り比較的良好な土器組成を有し、なおかつ重複関係にある住

居は、荒神平遺跡H-12号住→H-13号住、 H-17号住→H-18号住、吹上遺跡H-6号住→H-

7号住、 H-17号住→H-16号住、 H-25号住→H-26号住、 H-30号住→H-29号住、日 32 

号住→H-33号住などがある。

第 I段階

この段階は吹上遺跡H-L H-2号住出土の遺物を指標とした。住居杜からは、杯、窒、培、

iSJ字状口縁の台付聾、査などが出土している。

iSJ字状口縁の台付聾は、口縁部の iSJ字や体部にハケ目を持つが肩部に横位のハケ目は持

たない。査は、置線的に外反する口縁を持つもの、折り返し口縁を持つものがある。土甘は、球体

形でやや内湾しながら広がる大きな口縁部を持つ。

第 I段階は古墳時代前期末から中期初頭に位置付け、 4世紀末から 5世紀初頭と考える。

第II段階

この段階は吹上遺跡H-6，H-7、H-8， H -9， H -16、H-17号住出土の遺物を指標

とした。住居士lとからは、杯、高坪、培、聾などが出土している。

坪は、半球形のもの内稜をもち口縁部が外折するものがあり、内面に放射状のへラミガキを施

している。高坪は、内稜をもち口縁部が外折、坪に脚を付けたもの、体部下端の屈曲が明瞭で体

部~口縁部は宜線的に広がるものがある。 t甘は、球体形で直線的に広がる大きな口縁部を持つも

の、それの小型化したものがある。警は、胴部中央に最大径を持ち口縁部はやや外反気味に湾曲

しながら立ち上がる。

第II段階は、 5世紀後半と考える。

第III段階

この段階は吹上遺跡H-25、H-33、H-43号住出土の遺物を指標とした。住居牡からは杯、

高坪、培、警、甑などが出土した。

杯は、体部と口接部を画する部分に稜線をもち、口縁部は外傾しながら立ち上がる。高坪は、

体部と口縁部を画する部分に稜線をもち、口縁部は外傾しながら立ち上がる坪に脚を付けたもの

がある。土甘は、球体形で直線的に広がる大きな口縁部を持つもの、それの小型化したものがある。



小型のものはH-43号住から16点が一括して出土している。警は、胴部下位に最大径を持つもの、

胴部中央に最大径を持つものがあり、口縁部は直線的に立ち上がるもの、やや外反気味に湾曲し

ながら立ち上がるものがある。甑は、』岡部に膨らみのない大型で、口縁部は外側に聞きながら直

線的に立ち上がる。

第III段階は、 6世紀前半と考える。

第N段階

この段階は吹上遺跡H-30、H-32、H-40号住出土の遺物を指標とした。住居牡からは杯、

鉢、聾などが出土した。

坪は、浅い体部から体部と口縁部を画する稜線を経て、口縁部が外傾しながら立ち上がるもの、

直立気味に立ち上がるものがある。体部と口縁部を画する稜線が前段階の坪に比べ明瞭さに欠け

る。窒は、胴中央部から下位部分にかけて僅かな膨らみを持ち、湾曲する口縁部に至るものがあ

る。

第IV段階は、 6世紀後半と考える。

第V段階

この段階は吹上遺跡H-57、H-35号住出土の遺物を指標とした。住居牡からは坪、護などが

出土した。

杯は、体部と口縁部を画する弱い稜線から、垂直気味に軽く立ち上がり口縁部に至るもの、湾

曲する体部か直立気味の口融部に至るものがある。

聾は、胴中央部に僅かな膨らみを持ち、湾曲する口縁部に至るものがある。

第V段階は、 7世紀前半と考える。

第VI段階

この段階は吹上遺跡H-45、H-53、H-58号住出土の遺物を指標とした。住居牡からは坪、

聾などが出土した。

杯は、体部と口融との境に弱い稜線を持つもの、湾由する体部から僅かに内傾する口縁部に至

るもの、湾曲する体部から直立気味の口縁部に至るものがある。警は、膨らみのない胴部から湾

曲する口縁部に至るもの、腕中央部に膨らみを持ち湾曲する口縁部に至るものがある。

第VI段階は、 7世紀後半と考える。
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第四段階

この段階は吹上遺跡H-59、H-63、荒神平遺跡H-12、H-18号住出土の遺物を指標とした。

住居牡からは坪、須恵器杯、須恵、器高台イ寸町、須恵器蓋、警などが出土した。

坪は、湾曲する体部から直立気味の口縁部に至るもの、僅かに外反する口縁部に至るものがあ

る。須恵器杯は、底音防〉ら宜線的に体部に至るものと、上げ底気味の底部で直線的に体部に至る

ものがある。須恵器高台付坪は、平底から直続的に外反し、断面三角形の高台を付す。須恵器蓋

は、水平な天井部から緩やかに湾曲する口縁部にいたり、口縁部よりに僅かに返りに付くもの、

口縁部が垂直気味に折れて返りのないものがある。警は、胴中央部に膨らみを持ち湾曲する口縁

部に至るもの、胴上部に最大径を持ち口縁部が軽く外反するもの、球状の胴部から軽く外反する

口縁部に至るものがある。

第四段階は、 8世紀と考える。
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2 堀立柱建物杜について

荒神平遺跡に続く形で吹上遺跡においても堀立柱建物祉を検出した。(第306図)吹上遺跡にお

いてはこのほかにも礎石を思わせる操列が確認されておりこれらについて考えてみたいと思う。

荒神平遺跡HT-l号堀立柱建物祉(第76図)

HT-1号堀立柱建物社は、土層堆積状態から 3回の建て替えが行われていることが確認され

た。 3回目の建て替え時には礎石を持つ構造であったようで、柱穴10カ所から礎石と思われる瞭

を確認している。

これらの擦は第76図にスクリントーンで示したように、操表面に変色部分を持っていて柱など

の構造物が乗っている状況を十分推測させる。各探聞は芯々で 2mから2.4mを計る。覆土の状態

を観ると、古墳時代終末から奈良時代にかけて建て替えが行われている様子が読みとれる。

またこのHT-1号堀立柱建物杜の確認された 2F・2Bグリットから万子が出土している。

吹上遺跡堀立柱建物士止(第285図)

吹上遺跡からは、荒神平遺跡から続く状態でT-3号堀立柱建物祉が検出された。

荒神平遺跡HT-1号堀立柱建物祉のように礎石と考えられるような擦は確認できなかった。

また土層堆積状態も、建て替えの回数が読みとれるような良好な状態ではなかったが、堀方の状

態から数回の建て替えはあったものと思われる。そして覆土の状態及び平面のプランを見る限り、

荒神平遺跡HT-1号堀立柱建物牡と同ーの建物牡と考えることができる。

吹上遺跡喋列(第297図)

吹上遺跡では 2ヶ所から棟列を確認した。いず、れも礎石を思わせる離で、 R-1号操列は約 2

m間隔で、 R-2号陳列は 4m、 2m、 2m、 4mの間隔で確認された。住居杜との切り合い関

係を見ると、 7世紀前半と考えられるH-35号住の覆土上面に位置することから、それ以降のも

のと考えられる。

小結

まず堀立柱建物祉の全体の規模について考えてみたい。

荒神平遺跡において堀立柱建物土止は、 2問x3聞の広がりで確認されている。南北方向に長い

調査区での確認のため、この方向への広がりは 3間で押さえることができる。東西方向に関して

は、西は吹上遺跡に続くことが確認できたが、東への広がりについては確認することはできない。
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吹上遺跡において堀立柱建物祉は、 1間x2聞の広がりで確認されている。東方向は荒神平遺

跡から続き、西はこの 1聞で終わっている。

荒神平遺跡と吹上遺跡を合わせてみてみると、その聞には 1間分柱穴が入る間隔があるため、

それを考えに入れると東西方向 5問、南北方向 3間の建物土止とすることができる。しかし先に述

べたように、荒神平遺跡の東方向に伸びる可能性もある。また荒神平遺跡の北側の l聞について

は、軸方向に多少のズレが生じていること、吹上遺跡側にそれと対応するような明確な柱穴が確

認されていないことから、建造物の中心を成すのは南北 2聞の幅を持った建物と考えられる。

次に堀立柱建物祉の周辺に目をやると、遺構が確認された位置から南方向に咲前神社が存在し

ている(第 3図)。神社の北約 2町(1町=108m)の位置にこの堀立柱建物壮がある。またこの

位置は現在の字境にあたり、吹上・荒神平・富の 3つの字の分岐点になっている。咲前神社境内

北側には吹上稲荷が存在しており、この堀立柱建物牡の所に咲前神社との関係を持った建造物が

存在していた可能性を十分に考える事ができる。
みつぬしのみことおお〈にぬしのみことうけもちのみことうかのみたまのみこと みつぬしのみこと たけみなかたのみとと

咲前神社は経津主命・大国主命・保食命・倉稲魂命が祭神で、伝説では経津主命が建御名方命

を追って上州国境の荒船山に出陣の時に、ここに御宿障され、この地に下総国香取神宮の経津主

命を磯部郷に遷座奉幣したといわれ、その後天武天皇の御字、白鳳元年壬申三月 (672年)に鎮座、

大祭を行ったという事である。

遺構の年代は、前記したように堀立柱建物杜が古墳時代終末から奈良時代、醸列が 7世紀前半

以降と言うことを考えると、咲前神社がこの地に鎮座、大祭を行った672年に今回検出された遺構

に伴う建造物が存在していたと推測することは可能であろう。これらのことから、もともとの咲

前神社は今回の遺構の位置に存在し、その後の遷宮によって南に 2町離れた現在の位置に移った

と飛躍的な推測はできないが、咲前神社と深いつながりを持っている遺構であると言うことは確

かでるる。
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第306図掘立柱建物社平面図
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吹上遺跡 図版ー 1
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図版ー7
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Y -17号住士甘

Y-17-!J.住 附

ーー"

Y 16号住溜 Y-17号住 l印.tf Y-17号住聾



図版-17

Y-17-lJ'住 班 Y-19号・依鉢

Y-17号:'U:W 

H-l号{主台付掛

Y 19号{主何

Y-19号{主型

H 1号住小型現 日-1 -l.J住台付班

H - 1 弓・住小郡l~理 Il-l号f..E鉢 H-]号住出



図版-18

H-1サ{主盟 H-1号イ主主11 1T-2サイ主士廿

H-2・口-住破 日-6-1オ住多孔鉢 H-2-l)住台付盟

司.

、』‘』ーー-ー"

H-6号住尚J(- IJ-6号住高原 j-[-7号住町村

日 7号{主将 H-54号fttf H -54+ .. H:主席

1I-6号住日付 II 6号住士甘 H-8号住聾



図版.-19

H-7-l.J'住穂 H-9号住掛

H-35母{主剖

日一91}{主派 H-13号住序

H-14号{主聾

H-14号件.向上手 TTー14号住誼

緬置略
切

f-[-16号住高村 [-[-16号住聾 日-16-1}住瓶



図版ー20

_.. 

H-21号住艶

H-17号住狸 H-17号住蛮

H-21号{主盟

H-25i:主席 H-21号住高杯

H -23"8イ主盛

日-2S.c.住 阿部 H-25号住日杯

H-26号住 1M H-25号イ主 甑 H-25号住部



|宮l版 一21

JT -30号住呼 fl-30句イ主派

H-26ロイ主砲

H-30号住促

日-32号住!(- J[ 32号伶盟

1-1-32弓イ主部

H-35号f主郎 H-35サイ主 郎

，，_ 
H-35号住河原 [1 35号住地 1-:1 -33号件.盟



凶)坂一22

fT -35号付:球IJI'~~ 11 -39号・住挫

n -35+J住班

Ii -38号住 t不 11-40サ住郎

IT -40号住 郎 H-40号住 Jf

H-40号・住型

H-40号住多孔鉢

H-40日住多孔鉢底部 f[ 40号住型 H-42号{七割



図版ー23

グリッド/1:1七係 グリッド山ゴ:村

1-1-43サイ主 J手 H 43号住吋
グリッド山土塑

I-I -43号住 t不 H -43-1}住 I不

I-I 43号{主調

II -43号住柑 H-13号住小型主題

[1-43勾-住小型斑 H-43号住斑 H-43り住斑



図)坂-24

H-43号住地

H-44号住 Jf 日-49号(主 I不

H-45号住部

H-49号住よ不 H-50号住庁、

11 -45~~'住盟

H-50号住斑 H-50号{七割 H-50号住盛



図版-25

H -511.J住 J{- 日-53(:'住帰

日一53+J住服

H-53号住 tf H-57サ住郎

H -57~オ住欝

rI -58号住 t不 Tf -58号住係

日一59号住 t不 H-59号住蓋
I-I -58サ{主現

H-59号住片口 II -59号{主有孔鉢 H 59号イギ.盟



図版-26

TT -63-1)イ主 I手 H-63号{主 将 H -63号住 tィ、

TJ -63-t}住亦 II 63号住杯 H-63号住現

、itI1，

日-63号 住蓋 H-63号イセ蔀 H 63号件:~宣

H 64号 性郎 If -65号住郎 日-65号住 J(-

団

明
グリッド出土問 I-I -66号住盟 H-66サ住型



荒神平遺跡 図版-27

J -2・1-1-)6号住居祉全民 ] -1号住居I止ili物山+.状況

Y-2号住居枇全対

Y - 2 号住居枇~物出土状況 Y-3号住居I止全景

~、

Y-4号住間祉全以



院1I以-28

-Y-6・1T-9号住居均1:全日 Y-8号住居祉全元t

Y - 8 号住居枇造物~H土状況 Y-8号住居壮迫物出土状況

H-l'U住屑祉企舟 日-3号住居I止全長

H-3号住居枇)i'i物出七状況 H-4号住居I止全対



以IJtlli -29 

H-5号住居flt全知

]f-g号住居:tlt全公 IJ 9サ住居祉溜 令最

H-ll号住);!}.l:!l:全景 H-12号住居枇全長

H - 1 5~J住)ij枇全対 日 12・13・y-g号住居:t.rl:全力t



凶版ー30

H-17・18号住届]11:全訟

TT -20・21・26号住居祉今以 H -25号住居羽1: 全~

日 - 23~.J住居枇全対 11ー24・29号住居・祉全対

HT-l企舟 トレンチ掘削状況



凶版一31

Y-2号{主讃

J -1号住深鉢

Y-2号{主潤

Y-l号住高係 Y-2号住 高原

Y-2号住小問到 Y-2号住高上手 Y 2号伶蝉



l遡)坂一32

Y-7号{主知

Y-8号住建 Y-8号住蛮

Y-7fj・住鉢

Y-I09住裕 Y-8号住聾 Y-8号住聾

重量畠竺

ー
y-1]号 住都 [I-l号{主査 H-1号住山村

、-田ーーーーー'

H-l号住 I不 H-l号住 t不 H-l号{主高郎



図版，-33

H-3~オイ主郎 H-3号{主席

H-39住関

H-3号住高上手 H-3号住盟

H-9号{主将 H-9号住小型到

H-9号住瓶

H -12iJイ主 J不

唖圃V
H-12号{+均: 日-)2号住型 J-T -12号住台付斑



図版一34

司

甲理F
園田監 H-18号住鉢

H-18号住部 H-18号住 艶

H-18号住杯 H-18号住杯 H-18号住小型弾

盟通
E 

圏直~
ロ 園田

H-18号住型 H-18号住型 H-18号住聾



図版，-35

H-19号住弼 H-19号佳高杯 H-20号住町係

H-20号住/{レス誼

H-25サ住小型斑 H-25号住小型盟

H-28号住有孔鉢

ミ
、」一-一一'

日-27号f主!! H-27号住小型聾 H-28号住台付聾
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